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　　　　序章






　自分にはもう、何も無い。

　その事実が、この復ふく讐しゆう劇の始まりだった。




　シリュウ＝スィグアが異変を察したのは、深夜のことだった。

　復讐の誓いを立てて以来、『忠実なる負け犬』を装いながら、自らを砥ぎ澄ませてきたからだろう。仇きゆう敵てきの国で生き抜いてきたシリュウは、いつしか熟睡しながらでも周囲の気配を察することができるようになっていた。

　だからこの、いつもどおり泥のように眠っていた深夜。シリュウは部屋に何者かが侵入してきたことを察知して、目を覚ました。

　隣室から侵入してきた人影が、足音を忍ばせてこちらに近づいてくる。

　そしてその人影が、シリュウの眠るベッドにそっと、腰を下ろした。

　細身なのだろう。ベッドに掛かる重みは、身長と比較するとやや軽い。

　そんな人影が、仰向けのシリュウを静かに見下ろしていた。

　闇やみに慣れた瞳ひとみが、その人影の正体を認識していく。

　宝珠のような灰色の瞳ひとみ。儚はかなげなほどに華きや奢しやな四肢。カーテンの隙すき間まから漏れる月光を弾はじいて、銀に艶つやめく長い髪が白く煌きらめいている。

「ごめんなさい、起こしてしまったようね」

　こちらが目を覚ましていることに気付いたらしい。その薄い唇が、鈴を転がすような声を奏でた。

　エトラだ。フィガロ魔皇国領セツキガルド州の総領事にして、白銀しろがねの聖女と謳うたわれる十五歳の義ぎ妹まいが、ベビードール姿でベッドに腰掛けていた。

　……まったく、妙なところで危機意識の低い娘だ。シリュウはなんとなく落ち着かなくなり、顔を背ける。

「感心しないな。皇女様ともあろうお方が、男の寝顔を覗のぞきに来るとは」

「趣味の悪い皇女なのよ。お義に兄い様さまを親衛隊長に指名するくらいだもの」

「違いない」

　くすりと微笑ほほえむエトラに、シリュウも自虐的に苦笑した。

　ここは二人が普段暮らしている領事館ではない。内海を挟んで対岸に隣国を臨む場所に位置した、前線基地の宿舎だ。

　宿舎で最も広い部屋は今、セツキガルド州の総領事のエトラに宛あてがわれている。国境に接する州を統べる総領事は、その方面軍の頭領でもあるのだ。

　そしてその前室であるここが、エトラの護衛という目的もあって、エトラの補佐官かつ親衛隊長であるシリュウに宛がわれていた。

「どうかしたのか？　こんな夜更けに」

　仰向けのまま、ちらりとエトラを見やる。

「どうもしないわ。ただ少し……寝付けなかったの」

　短い吐息を漏らして、エトラが静かに呟つぶやいた。

　もしかすると、緊張しているのだろうか。エトラの率いるセツキガルド方面軍は明日、対岸の隣国と一戦交えることになっている。

　エトラがセツキガルド州の総領事に就任してから、半年が経過していた。セツキガルド州とはつまり、かつてセツキガルド共和国だった土地のことだ。

　前総領事の代に、セツキガルド共和国は都市一つを残して魔皇国に占領されながらも、最後まで抵抗する構えを見せていた。しかし総領事がエトラに替わったことで態度を軟化させて、最後は降伏勧告に応じる形で魔皇国に完全併合された。

　その後セツキガルド方面軍は、内海から隣国の兵力を排除して制海権を握った。

　隣国のミランド王国は、セツキガルド共和国よりも国力で劣る国だ。そうした力関係のこともあり、制海権を握った時点で、エトラはミランド王国に降伏勧告を出した。だが当然といえば当然だが、ミランド王国はそれを拒んだ。

　その結果が明日のことだ。方面軍は明日、ミランド王国の人ひと気けの無い荒野に上陸して、そこでミランド王国軍と一戦交えることになっている。

　思えば、エトラが総領事として敵地を踏むのはこれが初めてだ。

　十五歳の少女は明日、侵略軍を率いることになるのだ。

　眼前では今、少女の白く小さな手が、ベッドの縁に載せられている。

　どこか頼りなく見えるその手を、シリュウはふと、手を添えるように握った。

「え？　その……どうかしたの？」

　エトラの手が不意に強こわ張ばる。

「あ……いや。何やらお前に触れなければと、ふと思ったのだ」

「そう。それは随分と、男にとって都合の良い使命感ね」

　エトラがくすりと微笑ほほえんだ。その手の強張りも薄れていく。

　そしてその細い指を、こちらの指に絡からめてくる。

「けれど……確かにお義に兄い様さまに、こうしてもらいに来たのかもしれないわ」

　エトラが静かに呟つぶやいて、空いている手でそっと、自らの左胸に触れた。

　この少女の父は皇帝オルドネスだ。そして母は、かつて魔皇国の建国時に併合された小国、アメアの姫だった。

　スィグアを滅ぼされたシリュウと、アメアを滅ぼされたエトラ。二人はシリュウの母親の葬儀で初めて出会い、その後それぞれに同じ夢を抱いた。

　──祖国を滅ぼしたフィガロ魔皇国を、滅ぼす。

　そんな復ふく讐しゆうの夢を胸に、二人は仇きゆう敵てきの国でそれぞれ一人で戦い続けて。

　そして半年前からは、こうして手を取り合って、同じ道を歩んでいる。

　……とんだ人生だな、お前も俺も。

　エトラの手を握りながら、短く嘆息する。

　暗くら闇やみに浮かぶ少女の白い肩は、年相応に華きや奢しやに見えた。

「寒いだろう。ベッドに入るといい」

「えっ？」

　布団をめくって促すと、突然エトラが声を裏返す。

「なっ、……いやらしい男ね。さすがに同どう衾きんなんてできる訳がないでしょう、バカ」

「分かっている。こうすれば問題ないだろう」

　シリュウはそう言い、身を起こしてベッドから降りた。

「……お義兄様は寒くないの？」

「大したことはない。今のお前を見ている方が寒々しいさ」

「……気き障ざな男ね、相変わらず」

　エトラが落ち着かなそうに呟いた。

　そして。

「けれど、ありがとう。それではお言葉に甘えさせてもらうわ、お義に兄い様さま」

　素直にそう微笑ほほえむと、手を握ったままゆっくりと、ベッドに身を滑り込ませた。

「……暖かいわ」

「そうでなければ譲った意味が無い。いや、他人の熱が気になるのか？」

「普通ならそうだったでしょうね。けれどこの熱は……嫌いではないわ」

　ほう……、とエトラが満ち足りたように一息ついた。

　そのままエトラが、甘えるように枕まくらに顔をうずめる。

　カーテンの隙すき間まから、月光がベッドに斜めに差し込んでいる。

　閉めてきてやった方が良いだろうか。そう思ったが、繋つないだ手を離す気にも妙にならなくて、そのままにした。

「あ……」

　少しして、不意にエトラが憂い顔になった。

「どうかしたのか？」

「……いいえ」

　エトラが声を落として、空いていた手で布団越しに再び左胸に触れる。

「ただ──お義兄様に慈しんでもらったのに、私の捧ほう貢ぐはこの体に取り込まれていないだけ」













「そういうものだろう。その程度のことで捧ほう貢ぐが得られるなら世話は無い」

「ええ。……そうね」

　どこか自じ嘲ちよう気味に、エトラが小さく苦笑した。

　魔皇国の皇帝オルドネスの血を引く者達、いわゆるフィガロの系譜フイガロエルヴエであるエトラは、左腕に流れる血液を代償に魔法を使うことができる。そのフィガロの系譜フイガロエルヴエ各人固有の最強の魔法が、神代の詩エク・セ・レスタだ。

　神代の詩エク・セ・レスタを使うには、これもフィガロの系譜フイガロエルヴエ各人固有となる、捧貢というものを集めなければならない。捧貢を一定量集めれば神代の詩エク・セ・レスタを使えるようになり、更に多く集めれば神代の詩エク・セ・レスタがより強力になっていくらしい。

　しかしその捧貢が何であるのかは、当人にも経験則で推察する以外に手立てが無いらしい。だからフィガロの系譜フイガロエルヴエの中でも、神代の詩エク・セ・レスタを使うことのできる者は限られている。例えば、シリュウとエトラが半年前に降くだした紅の戦せん姫きディーヴァだ。ディーヴァの捧貢は少女の破は瓜かの血液だったらしく、多くの少女のそれに触れることで、神代の詩エク・セ・レスタを習得したようだ。

　皇帝オルドネスや、第一皇子を始めとする有力な皇子達。魔皇国の中核を担っているそうしたフィガロの系譜フイガロエルヴエ達には神代の詩エク・セ・レスタがある。

　しかし彼かれ等らを打ち破ろうとしているエトラには、まだその力が備わっていない。

「捧貢のことはひとまず置いて、今は早く眠って体を休めておけ。明日はお前一人で輅ロ機キを駆ることになるのだ。たとえウィンダムと想そう調ちようして歩き回るだけだとしても、少しでも血を蓄えておくに越したことは無い」

　想調も魔法の一種だ。それだけでも僅わずかとはいえ血を消耗する。輅機を駆動させること自体も同様だ。

　その肌の白さが示すとおり、元々エトラは体質的に血が乏しい。そんなエトラを休ませるべく、空いていた手でエトラの頭を撫なでるように叩たたいた。

「ええ……そうさせてもらうわ」

　まどろむように、エトラがその灰かい瞳どうを薄くした。

　共謀者でも白銀しろがねの聖女でもない。この少女も今だけは、ただの普通の少女だ。

「……私に手を出すなら、起こしてね。抵抗しても無駄でしょうけれど、せめて記憶には留とどめておきたいもの」

「安心しろ。そこまでの度胸は無い」

「……そうだったわね……」

　ゆっくりと、エトラがそう呟つぶやく。

　そしてそのまま、吸い込まれるように、瞳ひとみを閉じた。

　エトラは稀け有うな魔力を有しているというのに、その体質のせいで満足に魔法や輅ロ機キを使うことができない。だから戦功によって皇位継承順位が決められる魔皇国において、エトラはしばらく序列の最下位であり続けた。

　そうした理由もあって、エトラは半年前から自分と共闘し、想そう調ちようによって血を得ることにした。

　想調とは、フィガロの系譜フイガロエルヴエが相手の体内に入り込んで同化する魔法のことだ。輅機だけでなく人間が相手でも、想調することは可能である。

　そして相手が輅機でなく人間の場合、魔法によって消耗する血液が相手のもので済む。だからエトラは半年前、自分と想調してから輅機ウィンダムと二重想調して、別の輅機と戦った。

　だがエトラが自分と想調していたことは、まだ限られた者しか知らないことだ。単身で別の輅機を降くだしたと信じられているエトラは明日、自分と想調せずに、ウィンダムと想調する。

　体の弱いこの少女は、乏しいその血を消費して、戦場に立つことになるのだ。

「……ままならんものだな。総領事に成り上がったというのに」

　そっと呟つぶやき、エトラの額を軽く撫なでる。

　ベッドの中の少女は、静かに寝息を立てていた。

　半年前、自分とエトラは共謀して、セツキガルド州の総領事の地位を前任者から簒さん奪だつしてみせた。しかしまだそれだけだ。相変わらず自分達は弱い。国家転覆など叶かなえられるはずもない。

　半年前までと変わっていない。宿願をひた隠し、無害な存在を装う日々だ。忠実なる負け犬である自分に、清らかな白銀しろがねの聖女であるエトラ。二人はそんな人物を演じて、顔に笑みを張り付けながら生きている。

「だが、ようやく多少は前進した」

　す、と瞳ひとみを薄くして、少女の額から手を離す。

　大したことは成し遂げていない。だがこの場所ですら、自分一人では辿たどり着けなかったはずだ。

　繋つないだ手から熱が伝わってくる。十年前にこの少女と出会い、半年前に共謀者となって、今はこうして同じ道を歩んでいる。

　共に生きる相手はエトラだ。そして自分に生き延びる術すべを与えたのは、魔皇国第三皇子のゼウルだ。仇きゆう敵てきオルドネスの娘と息子との出会いが、こうして自分を今なお生かし続けている。

　その二人だけは味方だ。

　だが。

「お前達以外の皇族は、敵だ」

　白く小さなエトラの掌てのひら。そんな義ぎ妹まいの手をそっと握りながら、シリュウ＝スィグアは暗くら闇やみで一人、押し潰つぶさんばかりに奥歯を固く固く噛かみしめた。







　フィグという天使に触れ、魔法や輅ロ機キといった常人には無い力を得た小国の貴族の嫡子オルドネス。その者は僅わずか十四歳だった統一暦一九五九年に、戦乱に乗じてヨーロッパにフィガロ魔皇国を建国した。

　これ以後、世界の中心勢力は東と西の二つに大きく分かれた。それに前後して、世界の主要国家が戦略兵器の開発を目指したが、今もってそれは実現には至っていない。そうした事情もあり、西側勢力に属する魔皇国は輅機という無双の兵機を有していたことから、北大西洋の連合軍の中心的な役割を担うことになる。

　だが、統一暦一九八九年。今から十年前に当たるこの年、皇帝オルドネス率いる魔皇国は突如として、全世界に対して宣戦布告した。

　同盟を結んでいた周辺諸国には、フィガロ魔皇国のこの方針転換は青天の霹へき靂れきだった。周辺諸国は魔皇国の圧倒的な武力に屈して、瞬く間に敗戦と滅亡の憂き目を見る。

　そんな国の一つが、シリュウの祖国、スィグア王国だった。







　かつては怯おびえることしかできなかった。

　だが母を失い、これ以上失うものが何も無くなったあの日、自分は復ふく讐しゆうを胸に誓った。

　どんな恥辱も受け容いれてやる。

　どんな嗜し虐ぎやくも甘んじてやる。

　だが必ず、這はい上がってみせる。

　さあ、俺から全すべてを奪い去り、そして今なお俺をその腹の内に捕囚するこの国よ。







　────俺を贄にえとして亡き滅べ。









　　　　第一章◆いつかへと続く天気雨






　顔を打つ熱い水しぶきが、肌と髪に付いた汚れを洗い流していく。

　翌日の午後。僚軍より一足先に戦場から戻ってきたエトラは、前線基地の宿舎でシャワーを浴びていた。

　髪や体を洗い終えてから、一体どのくらいこうしていただろう。湯を浴び続けた指先が、いつの間にか少しふやけている。

　その指で左胸に触れて、ふと気付く。

「……どうやらもう、戦いは終わっているようね」

　独りごつと、口の中に霧状の湯が少し入り、微かすかにミネラルの匂においを漂わせた。

　掃討戦を前に自分は先に帰還した。どうやらその戦いも、既に終わったらしい。

　今の自分には、それが分かってしまう。

　この戦いにおいて、自分は大した戦闘行動を執っていない。ウィンダムと想そう調ちようし、単身で先に上陸を果たし、荒野に陣取っていた敵の主力部隊の中を横断しただけ。海岸線の敵前線部隊や荒野の敵主力部隊から集中砲火を浴びつつ、それを無視して、ただ闊かつ歩ぽしていただけ。

　それだけで、敵であるミランド王国軍は、混乱に陥った。

　霊金アンジュライト製の輅ロ機キは、対戦車ミサイル程度では傷付けることができない。今回の敵の装備では全く太刀打ちできない。

　そんな無敵の魔導兵機が国土に侵入してきたことで、敵は完全に混乱した。それに乗じて魔皇国軍が輅機の後に続き、航空支援を受けつつ陸戦部隊が海から揚陸した。そして勢いをそのままに、一方的に敵軍を蹂じゆう躙りんし始めた。

　この戦いで重要なことは三つ。

　一つは、併合後に彼かれ等らの総領事となるエトラには敵軍を攻撃させないこと。一つは、敢あえて輅機に手出しをさせないことで、「輅機には何もされていないのに大敗を喫した」と彼等に思い込ませること。そしてもう一つは、ミランド王国の民間人に被害を及ぼさないよう、僻へき地ちで戦うことだ。

　エトラは改めて王国軍に降伏を勧告すると、算を乱す王国軍を尻しり目めに、先に戦場から引き揚げた。

　そして前線基地に戻り、ウィンダムとの想調を解いて、こうして宿舎でシャワーを浴びている。

「……もうしばらくすれば、戦闘機で参戦したお義に兄い様さまも、ここに戻ってくるかしらね」

　昨夜は妙に甘えてしまった。しかし自分達は共謀者だ。一方的に依存してしまう訳にはいかない。

「もっと、強くならないと」

　左胸に手を添えたまま、誰だれにともなく呟つぶやいた。

　先程までは、左胸のあたりに違和感を覚えていた。戦場にいた時には、爆破の音が轟とどろくたびに、そこに何かが集まってくる感覚があった。

　半年前、初陣を飾った時に初めて感じたものだ。あれから何度か、こうした現象を経験している。

　捧ほう貢ぐだ。

　神代の詩エク・セ・レスタを覚える為ために必要なものが、自分の中に取り込まれているのだ。

　捧貢はフィガロの系譜フイガロエルヴエ各人に個別で存在するものだ。自分にとって何が捧貢であるのかは、経験則で推察するしかない。

　だから確証は無い。だが既におぼろげに、自分の捧貢の正体に気付きつつある。

　……こんなものが、白銀しろがねの聖女の捧貢なのね。

　心中で皮肉げに嘆息を漏らす。

　シャワーが洗い流すのは、肌と髪に付いた穢けがれだけだった。





　　　　　　　●






　戦場から前線基地に帰還したシリュウは、エトラに宛あてがわれた部屋へと向かっていた。

　ミランド王国との初の地上戦は、魔皇国軍の一方的な勝利で終わった。内海の制海権を巡って戦った時もそうだったが、やはり両国の軍事力の差は歴然だ。

「ミランドの抵抗が弱いのは、エトラのセツキガルドへの政策がうまくいっているからかもしれんがな」

　宿舎の廊下を歩きながら、一人そう呟く。

　半年前にエトラが総領事に就任して以後、魔皇国軍はセツキガルド共和国に対して武力を行使しなかった。だが四カ月ほど前に、セツキガルド共和国が全面降伏を申し出てきたのだ。元々追い詰めていたところへ、新たな総領事がセツキガルド人をフィガロ人と同等に扱わせていることが重なり、降伏を決断したのだろう。

　セツキガルドとしても、その待遇が一時的な政治パフォーマンスでしかないのではと危き惧ぐしていただろう。だが完全併合を遂げた今でも、セツキガルド人は市民権を保障されたままだ。その点が、セツキガルド共和国に対して同胞意識のあるミランド王国でも評価され始めているらしい。

　本来は即座に挙がるはずのない『降伏』という選択肢。それが既にミランド王国内で生まれ始めているのは、おそらくそれが原因だろう。

「それを見越しての政策、ということか」

　やはり俺は政治向きではないな。そんなことを独りごちていると、親衛隊員二人が立つ扉の前に到着した。エトラの部屋の前室である、シリュウの部屋の前だ。

　シリュウはいつもの、忠実なる負け犬の顔になる。

「交代の時間だ。僕が総領事殿下の護衛の任に就く。二人とも、しばらく休んでいてくれ」

『あ……御、御意』

　フィガロ人の二人が複雑そうにしながらも、二重国籍の皇族に敬礼した。シリュウは皇帝によって戯れに、今なおスィグア国籍を持つ唯一の人物であり、同時にフィガロ魔皇国の皇族でもある、という扱いにされている。

　そういえば、いつの間にかフィガロ人から敬礼されるようになっている。そんなことに気付きつつ、シリュウは自らに宛あてがわれた前室を通ってエトラの部屋に入った。

「あらお義に兄い様さま。今日は珍しい顔をしているのね」

　銀に艶つやめく長い髪。新雪のように白い肌。灰かい瞳どうを秘めた切れ長の双そう眸ぼう。窓際の椅い子すに腰掛けて休んでいたエトラが、先に声を掛けてきた。

「不思議そうな表情ね。狐きつねにでもつままれたのかしら」

「かもしれないな。あいにくそうした経験に乏しいので確証は無いが」

「ではこちらへおいでなさい？　女狐で良ければつまんであげるわ」

　エトラがいたずらっぽく微笑ほほえんだ。

　昨夜は少し弱っているようにも見えたが、今はいつものエトラのようだ。

「お優しいことだ」

　普段の調子に戻っているようで何よりだ。そんなことを密ひそかに思いながら、シリュウはエトラの傍らのベッドに腰を下ろした。

「それで？　どうかしたの？」

「いや、いつの間にかフィガロ人の俺への扱いがましになっている気がしただけだ。俺に敬礼する連中が増えているし、そういえば軍事訓練に参加している時も、無意味な扱しごきは減った気がするな」

「そうでしょうね。セツキガルドを完全併合した頃ころから態度が変わっているはずよ」

　ん？　と首を傾かしげる。エトラは何か事情を知っているのか？

「ちょうどその頃、私がそれとなく広めておいたのよ。お義兄様が皇帝オルドネスから褒美として直々に銃を下賜されている、という話をね」

「……その話か。だが、それがどうした」

　思わず眉み間けんに皺しわが寄った。オルドネスから褒美を賜ったという経験は、決して気分の良いものではない。

　だが、エトラが訳知り顔で人差し指を立てる。

「お義に兄い様さまはオルドネス憎しで気付かなかったのでしょうけれど、フィガロ人からすれば深読みしてしかるべきことなのよ。皇帝から銃を下賜されたということは、『皇族のお前に逆らう奴やつがいれば好きにしろ』と皇帝が許可したということではないのか、とね」

「……なるほど。実におめでたい邪推だ」

　吐き捨てるように呟つぶやいた。あの男が、自分ごときにそこまで気を回すはずなどないというのに。

「けれど、ありがたい邪推だわ」

　エトラがくすりと微笑ほほえんだ。

　そして、立てていた人差し指をシリュウに近づけて、眉み間けんの皺しわをそっと伸ばしてくる。

「私もあなたも互いを利用している。そして私は、私に流れるあの男の血を利用している。だからお義兄様も、あの男を利用なさい」

　互いを戒め合ってきた言葉。時折こうして感じるぬくもり。

　白銀しろがねの聖女の細い指先が、初めて会った時と同様に触れてくる。

　──シリュウおにいさま、笑って？　笑うとしあわせになれるって、私のお母さまが言っていたわ。

　そう言いながら眉間の皺を伸ばしてくれたことが、この少女との出会いだった。

「……そうだな。皇女殿下のご命令とあらば、逆らう訳にもいくまい」

　嘆息混じりに苦笑する。

「ええ、畏おそれ多くも第九皇女殿下よ？　今後も粛々とかしこまりなさい」

　いたずらっぽく笑うと、エトラがその白い指を引いた。

　フィガロ魔皇国の皇位継承順位は、誕生順ではなく当人が上げた功績によって決められる。この国では第九皇女とは、『皇帝の九女』ということではなく、『皇位継承順において第九位の皇女』という意味になる。

　かつては皇位継承順位が最下位だったエトラだが、この半年で急激に成り上がり、今では第九皇女にまで昇格していた。その大きな要因は、セツキガルド州の前総領事、元第五皇女ディーヴァの反乱に絡からむものだ。

　ディーヴァは神代の詩エク・セ・レスタをも使う、皇族でも屈指の武を誇る輅ロ機キの使い手だ。それほどのフィガロの系譜フイガロエルヴエによる反乱は、建国以来初のことだった。ディーヴァの謀反は魔皇国史上最大の脅威だったため、それをエトラが即座に鎮圧したことは大いに評価された。

　そして、その功績ほど大きくはないがもう一つ。最終的にセツキガルド共和国を完全併合させた総領事がエトラだったことも、評価された。

　半年前、自分とエトラは共謀して、紅の戦せん姫きと謳うたわれていたディーヴァを失墜させた。その後、ディーヴァの駆る輅機アンセムと戦うという予定外の事態を乗り越えて、エトラを今の立場まで成り上がらせることに成功した。

「気付けばお偉くなられたものだ。お声を掛けていただけるだけで感激だな」

「殊勝で何よりだわ。それともただの負け犬根性かしら？」

「好きに言うといい。あいにく悪態には慣れているのでな。十五の小娘の語ご彙い力では俺は傷付けられんさ」

「あなた将来ハゲそうな髪だわ」

「心にくるからやめてもらおうか」

「ごめんあそばせ。感激させたかっただけなのよ」

「相変わらずお優しいことだ、白銀しろがねの聖女様は」

　エトラがいたずらっぽく口を横に広げる。そんな義ぎ妹まいに、シリュウも皮肉げに笑った。

　セツキガルド州は半島に位置している。陸続きで隣接しているのは、一戦交えたばかりの相手、ミランド王国のみだ。セツキガルドとミランドは、領土の北部同士で接している。

　その両国の間に横たわる内海を、総領事の少女が窓越しに眺める。

「ミランド王国はどう出るかしらね。……すぐに降伏してくれれば良いのだけれど」

　薄められたその灰色の瞳ひとみが、海よりも遠いどこかを見つめている。

　ミランド王国も十年前までは、勢力としては魔皇国やセツキガルド共和国と同じ西側に属していた。だが近隣の友好国は今や魔皇国に併合されていて、それ以外に隣接する国は東側の超大国、イリスカヤ連邦のみになっている。

　座して待っていたところで、ミランド王国にはもう、どこからも救いの手が差し伸べられることは無い。

「今回で戦力差を見せつけたのだ。時間は掛かるだろうが、いずれ降伏してくるだろう。お前がセツキガルド人を真っ当に遇しているところや、お前自身が敵軍に手出ししなかったことも効いてくるはずだ」

「……そうであってほしいものね」

　その華きや奢しやな肩を竦すくめ、エトラが苦笑混じりに嘆息する。

「皮肉なものね。……祖国を滅ぼされた私達が、今では誰だれかの祖国を滅ぼそうとしているなんて」

「……そうだな」

　シリュウも窓の外を眺める。岸の向こうでは、海が深い青に染まっていた。

「それでも、他ほかの総領事に滅ぼされるよりは、お前に降伏した方が不幸ではない」

　国のあり方を決めるのは皇帝だ。だが州のあり方を決めるのは総領事だ。降伏が免れないなら、エトラか第三皇子のゼウルに降伏した方が良い。

　そうしなければ、敗戦国の国民の立場は保障されない。

　同じ攻め滅ぼすにしても、エトラは民間人への被害を最小限に留とどめようとしている。今日の戦場を人里離れた僻へき地ちに指定したのもその為ためだ。

　もちろん、だからと言って許されるようなことではない。自分達が抱いている恨みが、今度は自分達にも向けられることになるはずだ。

　最期は裁きを受けるだろう。それだけのことをやってきた。それどころか、いずれは国家の転覆という、これまで以上に非道な真ま似ねを働くつもりなのだ。

　だから裁きは覚悟の上だ。

　それでも、成し遂げなければならない。

「所しよ詮せんは復ふく讐しゆうだ。穢けがれた道でしかない。だが、引き返すつもりなど無い。穢れにまみれたこの体で、いずれ必ず踏破してやる」

「ええ、そうしましょう。私とお義に兄い様さまの、二人で」

　遠い未来を鋭く見つめる、二人の強い眼まな差ざし。

　フィガロ魔皇国を亡き滅ぼす──その宿願を果たすべく、二人は同じ道を歩んでいた。

「こちらで為なすべきことは終わった。領事館へ戻る準備を始めるか」

「そうね。ユーリお姉様がこちらに到着次第、私達も出発しましょう」

　二人はそう言って立ち上がった。これから州都の領事館に戻ることになっているのだ。

　エトラが総領事に就任した直後から、国境に接するこのセツキガルド州には、予備戦力として第十七皇女のユーリが配属されている。これからそのユーリが輅ロ機キを伴ってこちらに到着して、エトラと入れ替わりで前線基地の指揮を執ることになる。

「ミランド王国がこちらに仕掛けてくることは無いだろう。ユーリに来てもらったところで、ここではただ待機してもらうだけになりそうだな」

「ええ。……むしろこれから慌ただしくなるのは、領事館の方ね」

　疲れたようにエトラが溜ため息いきをついた。今後のことを思えば、それも無理からぬことだろう。

「厄介なことにならなければいいがな。……いや、それも無理な話か」

　シリュウも嘆息混じりに吐き捨てた。

　明日、王宮からセツキガルド州にとんでもないものが押し付けられる。その受け取りの為ために、総領事のエトラが領事館に戻らなければならないのだ。

　できれば勘弁してもらいたい。だがこれは皇帝オルドネスが決めたことだ。今の自分達には、それに逆らうことなどできない。

　ならば仕方ない。そうと決まればいっそのこと、あれを使いこなしてみせるまでだ。

「明日は、長い一日になりそうだ」

　復讐者二人の宿願成就。その道のりは、やはり果てしないものらしかった。
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　フィガロ魔皇国が皇族向けに開発した多機能型携帯電話機、ＰＣＤ。その待ち受け画面には、三歳になったばかりの息子の画像が貼はられている。写真を撮るからポーズを取れと言ったのに、お構いなしに抱っこをせがんで無邪気にこちらに駆け寄ってきた瞬間のものだ。

　この息子には魔力がろくに無い。戦場に出たところで格好の的となるだけだ。皇帝オルドネスの子女、いわゆる『第二世代』のフィガロの系譜フイガロエルヴエの中でも随一の魔力を誇る父親から受け継いだのは、その鈍にび色の髪くらいかもしれない。

　息子は脆ぜい弱じやくだ。フィガロの系譜フイガロエルヴエとして相応ふさわしくない。いつの時代であっても唯一普遍の絶対的な力──暴力が圧倒的に欠如している。

「……それでも、この子達はそれでいいよね」

　神の物は神の手に、人の物は人の手に。ＰＣＤをスリープ状態にしながら、二十五歳の第一皇子バートレットは人知れず呟つぶやいた。

　月の綺き麗れいな夜だった。長身痩そう躯くのバートレットは一人、滑走路へと向けて軍事基地を歩いている。

　北アフリカの乾いた風が舞い、砂粒が目に入って顔をしかめる。この風ともしばしの別れだ。これからバートレットは、フィガロ魔皇国の首都パルネに戻ることになっている。

　その道すがら、自分よりも更に長身の男と出会った。

　猛もう禽きん類のようなぎらついた瞳ひとみ。五十四という年齢を感じさせない、岩盤の山岳を思わせる屈強な巨きよ躯く。

　フィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖、皇帝オルドネスだ。

「おや陛下、護衛も付けずに出歩くとは不用心じゃないですか？」

　砕けた雰囲気でたしなめると、オルドネスも低い声で笑う。

「心にも無いことを。自らより遥はるかに惰弱な者に護衛など務つとまるものか」

「それでも弾たま除よけくらいにはなるんじゃないでしょうかね？」

「ならば己うぬこそそうするがいい。護衛を付けておらんのは己うぬも同じであろう」

「彼かれ等ら程度の暴力じゃ、侍はべらせてもかえって鬱うつ陶とうしいだけですから。……ああなるほど、確かに心にも無いことを言ってましたね」

「ヌフフ……！　皇族ばかりが強く在るというのも難儀なものだな」

　オルドネスが巨躯を揺さぶり、目を剥むいて笑った。

　この州は北アフリカの強国ナプトラとの国境に位置している。そしてここは、対ナプトラ共和国の前線基地だ。

　北アフリカの地中海沿岸部は、そのほとんどが魔皇国の領土となっている。残っているのはナプトラただ一国だ。そのため魔皇国もナプトラを侮っていたが、思いのほか抵抗が凄すさまじく、第一皇子のバートレットを投入する事態にまで発展した。

　しかし、それでもナプトラの抵抗は凄せい絶ぜつを極め、侵略が思うように進まないままバートレットが戦い詰めになってしまった。そこで遂ついに皇帝オルドネスによる親征が決まり、バートレットは休養も兼ねて、皇帝と入れ替わりで王宮に戻ることになっている。

「して、バートレット。ＰＣＤを眺めておったが、何かあったのか？」

　おっと、そんなところを見られていたとは。バートレットは肩を竦すくめて苦笑する。

「息子の写真を見てただけですよ。僕も人の親ですからね。それに暫定皇太子としても、跡目が育ってくれてるのは嬉うれしいことです」

「そうか」

　興味を失ったらしく、オルドネスが素っ気なく答えた。

　……やれやれ。あなたにとっては孫であり、場合によってはいずれ皇帝になる男の話をしているはずなんだけどね。

「余は行く。己うぬはこれより首都へ戻るのであろう？　王宮で養生するがいい」

　ずしり。オルドネスがバートレットの肩を叩たたき、すれ違っていく。

　そのオルドネスの背中へと、バートレットは振り向きざまに言葉を投げ掛ける。

「陛下。この子ね、お気に入りのタオルを手放さない癖があるんですよ。僕が子供の頃ころにも、何かそういう癖はありましたか？」

「……む？」

　その言葉に、オルドネスの背中が歩みを止めた。

　幼い頃から見上げてきた背中。見慣れているはずの、父親の背中。

　顔を半分だけ振り向かせて、オルドネスが口くち許もとを緩める。

「さて。忘れたな」

　そうとだけ答えて、オルドネスが去っていった。

「……忘れた、ねえ。じゃあ思い出してみせてほしいね。できることならさ」

　人知れず皮肉げに吐き捨てると、バートレットは再び振り返った。

　自分はこれから王宮に戻る。第一皇子として、皇帝のいない本国を任される。

　この身に宿る暴力は、この国を守る為ために、天より授かった力だ。

「それじゃ、……お国の為に働こうか」

　月の綺き麗れいな夜だった。基地を歩くバートレットに、北アフリカの乾いた風が吹き付けていた。
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　私室の窓越しに、雨の音と陽光が差し込んでくる。

　シリュウが領事館に戻った翌朝。セツキガルド州の州都には、天気雨が降っていた。

『東洋のある島国じゃ、そういう雨のことを狐きつねの嫁入りって言うらしいぞ』

　ＰＣＤのモニターに映る義ぎ兄けいがそんなことを言い出した。短めの金髪をひっつめた碧へき眼がんの第三皇子、ゼウルだ。

　新たに宛あてがわれた私室で一人、シリュウはゼウルからの着信に応じている。

「狐か。確かに化かされている気がするな、この天気は」

『ああ、こういう言い回しって風情ふぜいがあっていいよな』

「意外にロマンチストだな。しかし何な故ぜ嫁入りなのだ？」

『知らね。発情期によく降るからとかじゃねえの？』

「せめて繁殖期と言ってほしかった」

『俺も発情期なのに嫁が来る気配が無いんだが？』

「風情どころか身も蓋ふたも無いな」

『俺もお前と暮らしてた頃ころは女達をキャーキャー言わせてたんだがなあ……』

「まあな。毛虫の付いた枝を持って女中を追い回せば悲鳴くらい上げるだろう」

　そう指摘したところで、ふと気付く。

「……当時のお前、とても十二歳とは思えないほど幼稚だな」

『よし、この話はここまでにしよう！』

　ビシッとゼウルが掌てのひらを突き出して制止した。まあ異論は無い。

　窓から入る陽ひ射ざしが少し強くなった。かつての私室は鍵かぎも無く窓も北向きだったが、この部屋の窓は南東の方角に設しつらえられている。

　半年前に領事館が改築を余儀なくされたことを機に、シリュウの部屋も場所を移していた。

　ゼウルがこちらの背後を見回す。

『お前が領事館に戻ってるってことは、ミランド王国との戦争は一段落したのか？』

「元より国力の差が途方もないからな。戦力差を思い知らせた上で降伏勧告したので、しばらくは返事待ちだ」

『なるほどな。じゃあ今の時点で大変なのは、ナプトラ共和国くらいか』

　ナプトラは北アフリカの一国だ。他の北アフリカの国々が魔皇国に併合された中、この国だけが唯一、今も激しい抵抗を続けている。

『予想以上に強いな、あの国は。こっちも第一皇子のバートレットを投入して長らく交戦してたが、昨日ついに皇親帝父と入れ替わりで首都へ戻り始めたらしい。戦いが長引いてきたから、しばらくバートレットを王宮で休ませる方針になったみたいだ』

「皇太子を退けたのか。あやかりたいものだな」

　今更あやかったところで、既にスィグアは滅ぼされているので無意味だが。亡国の王子は、自虐の笑みを浮かべた。

『そのナプトラとは逆に、イリスカヤ連邦の抵抗が一時的に弱まってるな』

「連邦が？　珍しいな」

　これにはさすがにシリュウも唸うなった。

　イリスカヤ連邦は東の超大国で、遂ついに魔皇国ともいくつかの地域で戦線を抱えるようになった広大な国だ。魔皇国と隣接するまでは表立った敵対行動を執らなかったが、国境を接するようになってからは猛烈な抵抗を見せ、魔皇国による侵略を最小限に留とどめている。連邦との戦いに序列上位の皇族を多く投入している魔皇国軍だが、攻めあぐんでいるというのが実情だ。

　北アフリカのナプトラ共和国、北欧のミランド王国、そしてユーラシア大陸にまたがるイリスカヤ連邦。ヨーロッパのほぼ全土を掌握したフィガロ魔皇国は現在、この三つの国と戦争している。

『そのへんは外交の成果らしい。第二皇子のクロードと第四皇子のローランが連邦と交渉して、休戦期間を設けたみたいだ。おかげで前線に出ずっぱりだったフィガロの系譜フイガロエルヴエが、交代で戦場から離れて休養に時間を充ててるよ』

「そうなのか。それは……妙な話だな」

　思わず首を捻ひねった。確かに長年連戦続きだった魔皇国としてはありがたいかもしれない。だが開戦したばかりの連邦には、一時休戦を認めるほどのメリットがあるものなのか。

『たしかに胡う散さん臭くさいな。どんな政治取引があったのやら。ま、おかげで俺も国境から離れて、こうしてスィグア州の統治に精を出せる訳だが』

　皇位継承順位一ひと桁けたのフィガロの系譜フイガロエルヴエには、戦場を抱える国境州だけでなく、首都近郊の内地州の総領事も兼任している者が多い。

　シリュウの祖国で、今はゼウルが総領事として治めているスィグアも、そういう内地州の一つだ。

「早くスィグアを州から王国に戻してやらなければな。あの地には今も、父上と母上の民が暮らしているのだから。だがそれまでは、お前を信じて任せるとしよう」

　他の者が総領事なら、直ちにフィガロ魔皇国を亡き滅ぼさなければならないところだ。だが今は猶予が与えられている。

　この男が総領事の間は、スィグアの民は大丈夫だろう。

『んー、どうだかな。果たして俺はお前にとって、良い総領事様なのかねえ』

　と、だがゼウルが顔をしかめて頭を掻かいた。珍しく煮え切らない態度だ。

　この男でも自信に欠けることがあったとは。まあ結局、統治に正解など無いということだろう。

　しかしおそらくこの男は、正解に辿たどり着くことのできる男だ。

「俺にとって良い総領事なのかは知らん。そもそも俺が口を出したところで無意味だろう。お前は結局、どこまでもお前だ」

　ゼウルはゼウルだ。だからこそ自分はこうして、仇きゆう敵てきの息子に本性を見せている。

　母が自ら命を絶って以降、自分は皇族の家々を転々とさせられた。そして七年前には、ゼウルの家に預けられていた。その時に、ゼウルがある事件を敢あえて起こして、それまでに上げた功績を一度皇帝に剥はく奪だつされたことがあった。

　功績を剥奪されるということは、魔皇国での地位が下がるということだ。それでもゼウルは敢えてそれを選んだ。

　そうまでしてゼウルが得ようとしたものとは、スィグアの負け犬の本音という、代償に比べて実に些さ末まつなものだった。

　あれ以来、シリュウは魔皇国の皇子の一人に本懐を語るようになった。そして一方の皇子は、シリュウに生き延びる為ための術すべを与えた。

　自分に力を授けたのはこの男だ。この男がいたからこそ、自分は生き延びられた。

　──父上と母上が築いたものを託せるのは、この男だけだ。

　無論そのようなこと、言葉になどしてやるつもりは無いが。

『俺は俺──ね。ま、そりゃそうだな』

　どこか遠くを見つめていたゼウルが、妙に納得したように苦笑する。

　そして、いつもの屈託のない笑みを浮かべた。

『まあどうあれ、うまくやってみせるさ』

　それから少しだけ与太話をすると、二人は通信を切った。

　そろそろエトラの護衛の任に就く時刻だ。シリュウは身支度を整えると、私室から出て領事館の廊下を進む。

　そして総領事の居室の前に立っていた親衛隊員から引き継ぎの報告を受けると、扉のノックと名乗りを経て居室に入った。

　居室の窓を雨粒が打っている。しかしやはり、陽ひが室内に射さしていた。

「天気雨とは珍しいなエトラ。今日は何かが起こりそうだ」

　扉を閉めると、シリュウは忠実なる負け犬の仮面を外して声を掛けた。

　統治議会の議案に目を通していたエトラが、少し疲れたような顔でこちらに微笑ほほえむ。

「今日何かが起きることは、前々から分かっていたことでしょう？」

「確かにな。果たしてこの空は吉兆なのか凶兆なのか」

「どうかしらね。けれど親しみの湧わく天気ではあるわ。晴天で欺いておきながら、裏では雨粒で大地を穿うがつなんて」

「まるでどこぞの負け犬と女め狐ぎつねだな。いや、大地を穿てるほどの力は無いか」

「それもそうね。この神秘的な空は嫌いではないけれど、そう思うと妬ねたましいわ」

　エトラが苦笑し、窓の外を見やった。

　シリュウも窓に近づき、空を見上げてふと思い出す。

「神秘的か。どの土地の人間でもそう感じるのだろうな。極東の島国ではこの天気のことを、狐きつねの嫁入りと呼ぶらしいぞ」

「狐の……嫁入り？　あら。お義に兄い様さまは随分と大胆なことを言うのね」

　唐突にエトラがくすりと笑った。……何だ？

「驚いたわ、女狐の私の前でそんな話を始めるだなんて。ところで私が女狐だと知っている男はお義兄様だけなのだけれど、あなたは私を誰だれに娶めとらせるつもりなのかしら？」

「な──？」

　思わず口くち許もとを手で隠す。……よくよく思えば、確かにそういう意味にも受け取れるな。

「……すまない、妙な受け取り方はやめてくれ。他意は無い」

「そうでしょうね。最初から分かっていたわよ。お義兄様は気き障ざだけれど、そういう知恵の回る男でもないもの」

　エトラが実に愉快そうに目を細めた。……分かっててそう言ったのかこの娘は。

「舐なめられたものだな。もし他意があったらどうするつもりだ」

「どうしましょう？　誰かに嫁入りすることになるのかしら」

「誰にだ？」

「さて、誰なのかしらね」

　華きや奢しやな肩を震わせて、エトラがからかうように笑った。

　だが不意に、そっと声を落とす。

「……けれど、どんな未来であれ、きっと幸せにはなれないでしょうけれど」

　苦笑にも似た吐息を漏らす、復ふく讐しゆうを誓う少女の唇。

「そうだな。……お前も、俺も」

　皮肉げに薄く笑い、窓から離れて少女に歩み寄った。

「それにしてもお義兄様、今日は交代時刻ちょうどに来たのね。何かあったのかしら？」

「なに、ゼウルから電話があっただけだ。どうやら今朝は暇を持て余していたらしい」

「ゼウルお兄様から？　そういえば最近は、あなたにも連絡が無かったのよね」

「イリスカヤ連邦との戦線を抱えていたからな。だが今は内地に戻っているらしい」

　エトラが机上の書類の整理を始めたので、脇わきから手伝ってやる。

「あの男は時間が空くと俺の都合に構わず電話を寄越してくる。まったく、暇なら趣味でも作ればいいだろうに。あるいは麾き下かでも侍はべらせればいい。あいつに取り入ろうとする奴やつなんぞ、それこそ掃いて捨てるほど存在するのだから」

　まったく困った男だ。自分も半年前と比べれば、任務も増えたというのに。

「大概あいつもフィガロの系譜フイガロエルヴエらしくない。まあらしい人間であれば、そもそもスィグアの負け犬なんぞに声など掛けなかっただろうが。言われてみれば昔から妙な男だったな。下らん反逆行為で功績を剥はく奪だつされたこともあった。かつては『黄金こがねの神童』とすら呼ばれていたが、その二つ名もあの日を境に聞かれなくなったな」

「……そうなの」

「ああ。だが当然だな、そもそも神童なんぞと呼ぶに相応ふさわしい奴やつでもない。確かに昔から皇帝になることを見据えて俊英な一面を垣かい間ま見せることもあったが、根がどうしようもなくガキなのだ。奴が城の片隅で朽ちていたかつての納屋に俺を連れてきて、『ここを俺達の秘密基地にする』と言ったことがあった。十二歳の皇子のその発言には、魔皇国もそう長くはないと思ったものだ」

「……」

「まったく、そのくせ魔力だけでなく剣術にも秀でているので始末に負えん。俺も剣には覚えがあるが、未いまだにあいつにだけは敵かなう気がしないな。まあ才覚ばかりに長所が偏って精神的にガキのままなのかもしれん。先程もあいつと話していたのだが、昔あいつが毛虫の付いた枝を──」

　と、思わずそこで言葉を切った。不意にそこで気付いたのだ。

　……書類を整理していたはずのエトラの手が、いつの間にか止まっている。

　聖女と謳うたわれる無言の少女が、その麗しい細面に慈母のような、実に柔和な笑みを張り付けている。

「……あらお義に兄い様さま、素敵なお話ね。微笑ほほえましすぎて言葉を挟む余地も無いわ」

　冷たく、鈴を転がすような声が響いた。

　そもそもよく見れば笑っていない。ジト目だ。

「……他意は無い。妙な勘繰りはよせ」

「むしろ他意しか感じないわよ、バカ」

　つんとエトラが顔を背けた。……まったく酷ひどい言い掛かりだ。

　妙にむくれていたエトラが、不意に溜ため息いきを漏らす。

「……いいわねお義兄様は。私の他ほかにも、本性を曝さらけ出せる相手がいるのだから」

　そう呟つぶやいて、エトラが少し顔を伏せる。銀に艶つやめく前髪が、はらりとくたびれたように揺れた。

　エトラが総領事の椅い子すに座っている。十五歳の少女の肩が、いつも以上に華きや奢しやに見える。

　そんな様子でふと気付く。

　やはり最近のエトラは、こうして物もの憂うげにしていることが増えたかもしれない。

「お前の本性を知るのは、俺だけの特権だ」

　少女の横顔が、はっとしたように微かすかに強こわ張ばった。

　表情まではうかがえない。長い横髪にうっすらと守られ、うかがい知れるのはその頬ほおの透き通るような白さだけ。

「俺にはゼウルがいる。だがエトラ、俺の全すべてを曝さらけ出せる共謀者はお前だけだ。そしてお前の共謀者も俺だけだ。お前一人の愚痴くらい、俺一人で受け止めてみせるさ」

「そう。……相変わらず、気き障ざな男だこと」

　もう一つ、エトラが嘆息する。

　そして、横髪をその形の良い耳に掛けた。

「全てをぶつけたいと思う時もあるわ。……けれどたまに、お義に兄い様さまが相手だからこそ、知られたくないこともあるの」

「そういうものか」

「ええ」

　どこか冷たい瞳ひとみのエトラ。だが拒絶の言葉とは裏腹に、その口くち許もとは少し緩んでいる。

「残念ね、乙女は秘密も多いものよ。けれどその気持ちは嬉うれしいわ。だからお義兄様、ありがとう」

　少し吹っ切れたように、エトラがくすりと微笑ほほえみ掛けてきた。

「力になれなかったというのに感謝されるのも珍しい」

「そうね。だから雨が降っているのよ、きっと」

　エトラがシリュウから書類を受け取り、まとめて引き出しに収めた。

「私も疲れているのかもしれないわね。お飾りの皇女だった頃ころよりも、為なさなければならないことが遥はるかに増えたもの」

「だろうな。統治議会の議長からは降りたが、総領事である上に第九皇女なのだから」

　魔皇国の各州には、州議会に当たる統治議会が設けられている。ここで提出された法案を総領事が承認するか、あるいは議会を通さず総領事の独断により、州法が制定される。

　かつてはエトラが統治議会の議長を務めていた。しかしエトラが総領事に就任したことで、その地位からは退いていた。

「目指す立場に近づいたことは望ましいわ。けれど何より肉体的に厳しいものがあるわね。結局、私は虚弱な聖女様だもの」

「では俺を利用しろ。その為ための俺だ」

「ええ、しかるべき時には。あなたの体と血液は、今や私の物なのだから」

　す、とエトラが瞳を薄くする。

「私の皇位継承順位も一ひと桁けたになり、ミランド王国もじきに落とせそうになっている。ようやく上が見えてきた。……けれど、ここからこそが険しいとも言えるわ」

「だろうな。特に第一位から第四位までの皇子は相当な猛者だ。だがそれらを越えていき、お前を第一皇女にしてみせなければ。この国を滅亡させる手段としては、それが最も分かりやすい」

「分かりやすいわね。早い話が、神代の詩エク・セ・レスタを使う皇子を全員超えろというだけのことだもの」

　これにはエトラも皮肉げな微笑を浮かべた。

　いかにエトラの有する魔力が稀け有うとはいえ、それはあの皇子達四人も同じだ。その上あちらはフィガロの系譜フイガロエルヴエの中でも限られた者のみが持つ最強の魔法、神代の詩エク・セ・レスタまで有している。

　第一皇子は二十五歳、『紫紺の太子』バートレット。たった今皇帝の身に万が一のことがあれば、この男が次の皇帝となる。

　第二皇子は三十一歳のクロード。かつては『赤銅あかがねの太子』と謳うたわれていたが、皇太子の座をバートレットに奪われたことでその二つ名も無くなっている。

　第三皇子は十九歳のゼウル。一度は功績を剥はく奪だつされながら、なおもこの地位まで驚異の速さで登り詰めた若き俊英だ。

　そして第四皇子は二十九歳のローラン。年齢的に前皇太子と現皇太子に挟まれたことで二つ名がつくほど目立つこともなかったが、輅ロ機キの腕前は上位三名に匹敵する皇子だ。

「ゼウル以外は既に子供も生まれているような、戦闘でも統治でも多大な経験を積んできた皇子達だ。だがお前には連中を越えてもらわなければならない。この歴戦の皇子達を凌りよう駕がしなければ、お前が第一皇女に据えられることもないのだから」

「功績で凌駕するのが理想的ね。ディーヴァを相手にした時のように、神代の詩エク・セ・レスタを使う者から戦闘で勝利を掴つかみ取る奇跡なんて、そう何度も期待できるものではないわ」

「そうだな。重力を変化させるだの、離れた空間を繋つなぎ合わせて瞬間移動するだの。正面からまともに戦うには、神代の詩エク・セ・レスタの使い手は厄介すぎる」

　周囲の万物に重力の枷かせを強いるディーヴァの《絶・斜陽神曲デイヴイナ・コメデイア》のように、神代の詩エク・セ・レスタは特殊な効果をもたらしたり、途方も無い殺傷力を有していたりしている。

　瞬間移動をするのは、《絶・紅海渡渉パサージユ・ドウ・ラ・メール》を使う第二皇子クロードだ。これはイメージした空間へと接続する境界面を形成する神代の詩エク・セ・レスタで、この面を潜くぐり抜ければ空間転移が可能となる。そのような特異な現象を起こせる者など、クロードの他ほかには誰一人として存在しない。

　そういう超人的な者達を、エトラには凌駕してもらわなければならないのだ。

　とはいえ復ふく讐しゆう者達の目的は、エトラを第一皇女にするだけでは果たせない。

「仮にうまくお前を第一皇女に据えられたとして、果たしてオルドネスを潰つぶすことはできるのか？……いや、聞くまでもないな」

「……相当に厳しいわね。現実的ではない、というのが正直なところよ」

　互いに、神妙に息を呑のんだ。

　第一位から第四位の皇子達も超人だ。そんな超人達を差し置いてあれが皇帝として君臨しているのは、決して伊だ達てではない。

「……唯一直接天使なる存在に触れた、フィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖オルドネス。その魔力は、今なお第二世代のフィガロの系譜フイガロエルヴエと比べても桁けた外はずれだわ」

　シリュウが腕を組む。

「小国の貴族家の嫡男というだけの立場ながら、たった一人で隣国の侵略から保護国を奪還したのが十四歳の時だ。奴やつが一人でそこまで戦えたのは、当時の各国の主力兵装と比べて、輅ロ機キがあまりにも圧倒的だったことも一因だろう。だがそれだけでなく、その魔力の高さゆえに、血液の消耗がお前達より遥はるかに抑えられるからでもあったのだろうな」

「私達の世代とは単純に地力が違うわ。……それだけでなく、その神代の詩エク・セ・レスタも、文字どおり次元が違う代物よ」

　エトラが重々しく声を落とす。

「バートレットは内外の空間を絶対的に遮断する檻おりの形成。クロードは距離を無視した空間転移。ゼウルとローランは圧倒的な威力を誇る攻撃。第二世代の神代の詩エク・セ・レスタも驚異的だけれど、いずれも三次元の世界に作用しているだけとも言えるわ。……けれど、オルドネスの神代の詩エク・セ・レスタだけは四次元の世界、つまり時間軸を含めた世界に作用する」

「辺り一帯、術者以外の時間の流れを極端に遅くする──か。手の打ちようが無いな」

　もはや皮肉の苦笑を漏らすしかなかった。仮にこれに対抗するとすれば、バートレットの神代の詩エク・セ・レスタで空間を隔離して、その中に閉じこもってやり過ごすくらいしか手段が思いつかない。

「今の私達では敵かなわないわね。寿命や老いによる衰えを待つ以外、あまり何も思い浮かばないわ」

　白旗を揚げたアメアの姫に、スィグアの王子は挑発的に問い掛ける。

「それまでスィグアもアメアも奴に蹂じゆう躙りんされ続ける訳か。随分と悠長な話だな？」

　問われた少女が、冷ややかに双そう眸ぼうを薄くする。

「だからこそ、最短で賭かけに出るのなら、私達だけでは力が足りないわ」

「ああ。ならばやはり、こうするしかない」

　手立てが皆無という訳ではない。たとえ非常に険しくとも、一つだけなら道があるのだ。

　遠い未来を見据えながら、亡国の王子は後ろ暗く笑う。

「第一位から第四位の、フィガロの系譜フイガロエルヴエ屈指の力を有する皇子達。──連中を全員、こちら側に取り込むしかない」

　自分達だけでは敵わない。ならば手段は一つきりだ。

　フィガロの系譜フイガロエルヴエの力を結集させて、フィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖を討ち滅ぼす。

　たとえ上位の皇子達を取り込めたとしても、それで敵うとは限らない。だが今、唯一可能性を感じられるのはこれだ。

　あの連中の力を組み合わせれば──あるいは。

「……やはり、それしかなさそうね」

「ああ。とはいえ成功したとしても、それで排除できるのはオルドネス一人きりだが」

　この国を滅ぼす道は、やはり果てしなく遠い。そう思い知って深く嘆息する。

　しかし、すぐに唇を固く結ぶ。

　道は遠い。だがそれでも、踏破しなければならない。

「フィガロ魔皇国を滅ぼす手段は二つだ。お前が皇帝になるか、あるいは俺達の望む形に魔皇国を変革してくれる可能性のある者──ゼウルあたりが皇帝になるか。だがそれを実現させる為ためには、皇族の中でも屈指の有力者達を排除しなければならない」

　エトラが第九皇女で、ゼウルが第三皇子。どちらを皇帝にするにしても、まずは皇太子にしてやらなければならない。

「ゼウルが味方なら、皇帝から第二皇子までを排除する。逆にゼウルがこれまでの魔皇国の方針を踏襲せざるを得ないなら、皇帝から第八皇子までを排除しなければならない。何にしても特に重要なのは、神代の詩エク・セ・レスタを使う、魔皇国の軍事力の中核だ」

「……皇帝と、第一から第四までの皇子。やはりこの五人という訳ね」

「ああ。そして最大のネックはもちろん、皇帝オルドネスだ」

　魔皇国のあり方を決めるのは皇帝だ。そして魔皇国において皇帝とは結局、最も武力に秀でた者ということになる。

　次期皇帝の候補として有力視される四人の皇子のうち、敗戦国の民を隷属民として扱っていない者はゼウルだけだ。他ほかの三人が皇帝になったところで、この国が変わることなどあり得ない。

　そして何より、オルドネスがいる限り、何も変えることなどできない。

　父上を殺し、母上を死に追いやり、祖国を滅ぼして民を虐げる仇きゆう敵てき。天使に触れた過去を持つ、フィガロ魔皇国を統べる絶対者。

　あの男が健在であれば、フィガロ魔皇国の滅亡という宿願は、叶かなうことはない。

「どうあっても奴やつの排除は必ひつ須すだ。だがそれこそが最も難しい。……やはりどうにかして、第一から第四の皇子達を、一時的にも味方につけなければ」

「結局そこからしか、何も始められそうにないわね……」

　たとえそれ自体が、限りなく実現の見込みの薄いものだとしても。そんな思いを込めるかのように、エトラが神妙に呟つぶやいた。

「それでお義に兄い様さま？　彼かれ等らを取り込む手段はあるのかしら？」

「あればとうの昔にやっているさ。ひとまずは祈るしかないな。天使の加護を凌りよう駕がするには、神のご加護に縋すがるしかない」

「当てになるのかしらね。聖女の祈りにすら応こたえてくれたことがないのだけれど」

「ならば神は女神なのだろうな。お前の美しさに嫉しつ妬としているのだろう」

「え──っ？」

　と、エトラが唐突に声を上ずらせて頬ほおを染めた。

　そこでシリュウも我に返る。……しまった、また考えなしに妙な言葉を口走っていたらしい。

「……その、性分だとは知っているけれど、せめて不意を衝つくのはやめてもらえるかしら。返答に困らせないで、バカ」

「……すまない。適当に流しておいてくれ」

「何よそれ。失礼な男ね、バカ」

　エトラが唇を尖とがらせてそっぽを向いた。……ならばどう言えば良かったというのだ。

　まったくもう。エトラが気を取り直すように嘆息して、壁掛け時計の針を見やる。

「そろそろお出迎えの時間ね。神に祈るのは最後の手段にしましょう？　現実的な武力の方が、きっと私達には有用だわ」

「ああ……もうそんな時間か」

　シリュウも一度時計を見やり、皮肉げに薄く笑う。

　今日は王宮からとんでもない兵器が届けられる。二人が戦場から領事館に戻ってきたのも、その受け取りの為ためだ。

　窓の外の雨は、いつの間にかやんでいた。

「まったく厄介なことだな。あんなものを、よりにもよって俺達に押し付けるとは」

「ええ。けれどうまく使いこなせるなら、この上ない戦力になるわ」

「剛ごう毅きなことだな、相変わらず」

　あれが一番厄介となる相手はお前だというのに。そんな義ぎ妹まいに短く笑った。

　そしてシリュウはうやうやしく、エトラに右手を差し伸べる。

「行くとしようか、総領事殿下」

　その手をそっと握りしめて、エトラが凛りん然ぜんと立ち上がった。

「ええ、お義に兄い様さま。私達を憎んでいるはずの、あの兵器を受け取りに」
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　キロメートル四方の見晴らしの良い平原には、アスファルトの滑走路が並んでいる。領事館の隣に位置した、軍事基地の一郭だ。

　午前九時過ぎ。半年前の輅ロ機キ戦の舞台に、シリュウはエトラと共に立っていた。

　とうに修繕された滑走路に、甲高い轟ごう音おんが近づいてくる。機影が一度陽ひ射ざしを遮ってから旋回して、暴風を撒まき散らしながら滑走路の端に着陸し、地を駆けながら減速していく。輅機の搬送も可能な、大型の輸送機だ。

　王宮のある首都パルネを発たった輸送機が、セツキガルド州の州都ノール市に降り立った。そして今、シリュウやエトラに横付けするように停止する。

　裏側がタラップになっている扉が開いた。そして輸送機から、例の厄介な兵器が降りてくる。

　焔ほむらのような朱髪と、鋭く吊つり上がる紅の瞳ひとみ。艶なまめかしい姿態を誇りながらも、その左腕には魔法の発動を物理的に封じる拘束具、腕うで枷かせを嵌はめられた女。

　その女がこちらを見やり、妖あやしく口くち許もとを緩めた。

「くふ、これは一興。再びこの地を踏んで最初に見る顔が、汝なんじ等らとはのう」

　元第五皇女、ディーヴァ。半年前に自分とエトラに陥れられ、魔皇国の反逆者となった前セツキガルド州総領事。

　王宮から押し付けられた兵器とは、紅の戦せん姫きと、その輅ロ機キアンセムだ。

　出迎えるエトラが楚そ々そと微笑ほほえむ。

「お久しぶりですディーヴァお姉様。長旅、お疲れ様でした」

「長かったのう。半年も流れてしもうたわ。食事もよほど口に合おうたのか、頬ほおが落ちすぎていくらか痩せたやもしれぬ」

　皇帝オルドネスに身柄を拘束されていたディーヴァが、くつくつと皮肉げに笑った。

「シリュウ、汝とも久しいのう。変わりは無いか？」













「はい。皆様のご厚意により、毎日を健やかに過ごしております」

「それは重畳。妾わらわもセツキガルド州に戻ったのじゃ。こちらでは健やかに日々を送りたいものじゃな」

　ディーヴァが悠然とこちらに歩み寄り、その首を見せつけるように顎あごを上げる。

「時にシリュウ、妾を拘束しておるのは腕うで枷かせばかりではない。こちらに戻る前に、このような無粋な首輪を嵌はめられたわ」

　ディーヴァの細い首には、ドーナツ状に丸く膨らんだ黒い首輪が嵌められている。

　首輪型の爆弾だ。檻おりの外へと放たれる代わりに、ディーヴァの首にはこれが取り付けられた。

「のう……シリュウ。妾が尊血の皇女じゃったのも今は昔。妾は汝なんじ等らの踏み台とされ、この首輪が示すとおり、オルドネスの犬と成り下がった。なれどあやつが王宮を離れたことで、妾は自由を取り戻したのじゃ」

　顎をしゃくり上げる、こちらを見下す格好のディーヴァ。

　紅の戦せん姫きが凍いてつくほど冷ややかに睥へい睨げいし、命じる。

「これを外せ。シリュウ＝スィグア」

　その双そう眸ぼうのように鋭い声。半年前まで自分の飼い主だった皇女が、怨えん嗟さの炎を灯ともす瞳ひとみで射貫いてくる。

　その眼まな差ざしを受け止めて、シリュウはうやうやしく頭こうべを垂れて口を開く。

「──なりません」

　刹せつ那な、発しようと思っていた言葉が隣から聞こえた。

　エトラだ。紅の戦姫を前にして、白銀しろがねの聖女が凛りん然ぜんと微笑ほほえんでいる。

「……ほう？」

　ディーヴァの捧ほう貢ぐは乙女の破は瓜かの血液だ。かつてエトラは格好の獲物として、ディーヴァにその純潔を狙ねらわれていた。

　そんな少女に命令を阻まれたディーヴァが、今度はエトラをその鋭い双眸で射貫く。

　そして。

「……くふ。そうじゃったな。シリュウの今の主あるじは、汝か」

　やがてそう告げて、しゃくり上げていた顎をゆっくりと下ろした。

「ご理解いただけて何よりです、ディーヴァお姉様」

「くふ、相も変わらず吠えおるわ。思えば半年前、汝等が想そう調ちようして輅ロ機キを駆った時には、既にシリュウの主あるじは汝であったのじゃろう」

　楚そ々そと微笑を湛たたえるエトラに、ディーヴァが何やら愉快げに言い捨てた。

「まあ実際に外そうとしておれば止めておったがのう。無理に外そうとすれば、起爆する仕掛けになっておるらしいわ」

　ディーヴァが背後に目配せすると、輸送機から兵士が一人降りてきた。

　兵士がその手に持っていた物を一つずつ、シリュウとエトラに手渡して、三者から離れた位置に控える。

　二人が兵士から渡された物は、タッチパネルが嵌はめ込んである腕輪だった。

「ディーヴァお姉様、これは？」

「起爆装置じゃ。オルドネスより汝なんじ等らに渡せと言こと付づかっておる。起爆のパスコードを登録して、右腕に嵌めておくが良い。決して妾わらわにパスコードを知られるでないぞ？」

　皮肉げに言ったディーヴァが、黒光りする首輪を指差す。

「その腕輪を外すにもパスコードが必要じゃ。嵌める前に登録しておくが良い。無理に外そうとするでないぞ？　腕輪ではなく、こちらが爆発してしまうからのう」

「御意。扱いには注意します」

「くふ……御意かシリュウ。それは妾が申すべき言葉じゃろうに」

　ディーヴァが豊かな胸を毅き然ぜんと反らし、口を横に広げる。

「今この時をもって、この首輪のリードは汝等に預けられた。エトラにシリュウ、これより妾は汝等の犬じゃ。飼い犬に噛かまれぬよう、心するが良い」

　堂々たる態度で、ディーヴァがこちらを真まっ直すぐ見据えてきた。

　対するシリュウも、心中でほくそ笑む。

　……心するが良い？　当然だ。飼い殺される犬ほど牙きばを砥ぎ澄ませていることは、誰だれよりも自分が承知している。

　貴様の方こそ、いつの間にか飼い馴ならされていないか、心しておくがいい。

「御意にございます、ディーヴァ殿下」

　うやうやしく頭こうべを垂れながら、シリュウは密ひそかに口の一端を吊つり上げた。

　と、その時だった。

「──ぐうっ!?」

　刹せつ那な、三人は堪たまらず一斉に耳を塞ふさいだ。突然エトラの腰元からけたたましい電子音が鳴り響き始めたのだ。

　ＰＣＤだ。ＰＣＤが凄すさまじい音を轟とどろかせ、三者が顔を険しくしかめる。

「エトラ様っ？　この音量設定はさすがに……！」

「いや、設定ではあるまい！　妾も初めて聞くが、この着信音と音量は、よもや──！」

「ええ……！　緊急招集の連絡が届いたようです……！」

　前総領事と現総領事がそう言い、エトラがＰＣＤを操作して着信メールの内容を確認する。

「──っ!?」

　鳴り響いていた音が失うせる。だがメールの文面に目を通したエトラが、突然目を剥むいて息を呑のんだ。

「……エトラ様、いかがなさいましたか？　緊急招集とは、一体」

「さすがに何やら、穏やかならぬ事態のようじゃのう」

　しかめていた顔を戻しながら、シリュウとディーヴァが尋ねた。

　一方のエトラが、ゆっくりと頷うなずく。

「ええ。第一皇子殿下より、皇位継承順位一ひと桁けたのフィガロの系譜フイガロエルヴエに対して、直ちに輅ロ機キを伴って首都に急行せよとの命令が下されました。……おそらくフィガロ魔皇国史上、最も穏やかならぬ事態です」

　ちょうど皇位継承順位が一桁になったばかりのエトラが、口くち許もとに拳こぶしを当てて眉まゆをひそめる。

　そして、シリュウとディーヴァの顔を見やると、嘆息混じりに言葉を続けた。

「軍事クーデターの発生です。皇帝陛下が首都に不在の今、第二皇子と第四皇子が、輅機で王宮を占拠しました」









　　　　第二章◆彼と彼女の分かたれた道






「クーデター……!?」

　滑走路の一郭で、シリュウはエトラの言葉に声を上げた。

　だがふと思い出す。第二皇子クロードと第四皇子ローランという組み合わせは、ゼウルとの電話の中でも登場していた。

「……そういえば、僕も聞いております。イリスカヤ連邦との休戦協定は、そのお二人の働きによるものだそうです。この休戦によって、お二人が首都近郊の内地州に戻ったことを考えますと……」

「なるほどのう。連邦が休戦を許したのは、あやつらが謀反を企てておったからか」

　くふ、とディーヴァが愉快げに笑った。魔皇国内で内乱を起こす為ためとあらば、連邦が休戦の誘いに乗るのも当然のことだ。

「バートレットお兄様もそのようにお考えのようです。二人揃そろって内地に戻り、陛下が王宮を離れる瞬間を狙ねらったのだろう、と」

　エトラが重々しく息を漏らす。

「こうなると、連邦がいつ再び動き出すか分かったものではありません。連邦との前線に残っている皇族は、連邦への抑えとして残す必要があります。各州の守りに就く皇族も同様で、このメールにも『招集外の皇族は任地の防備に当たらせるように』と記されています」

　エトラが眉まゆをひそめ、唇を噛かむ。

「それに第二皇子第四皇子を討伐するとなると、討伐隊もフィガロの系譜フイガロエルヴエの最精鋭、一ひと桁けた順位の皇族のみになるのも当然でしょう。ですが、そうなると……」

「あ……！」

　エトラの態度で、自らが『招集外の皇族』に該当するシリュウも察した。

　……まずい。今回招集されたのは、この中ではエトラのみだ。それはエトラにとっては非常に望ましくない事態だ。

　今でこそエトラは第九皇女だ。だがつい半年前までは、序列をつけられている中では最下位で、輅ロ機キもまともに駆れなかったのだ。そのエトラが輅機戦でディーヴァを降くだしたのは、想そう調ちようによってシリュウの肉体や血液を借り受けたからに他ほかならない。

　だがそのことは公になっていない。ディーヴァが特に口外しなかったこともあり、エトラが単独で元第五皇女を降したことになっている。エトラが第九皇女まで成り上がれたのは、それも理由の一つなのだ。

　しかし反面、今はそれがあだとなっている。

「エトラ様。そうなりますと、この討伐には……！」

「ええ。……お義に兄い様さまを連れていく正当な理由が、私には無いのです」

　渋面のエトラが、手立てを探るようにＰＣＤを睨にらみつけていた。

　……くそ！　義ぎ妹まいを見つめて密ひそかに歯は噛がみする。

　これはまずい。エトラを一人で輅機戦の舞台に送り込むのは危険だ。

　それに、特に今はまずいように思える。

　エトラはここのところ、妙に不安定に見える時がある。

　だからどうにかして自分も付いていかなければ。だがどうやって？　本来セツキガルド州の守りに就くべき自分が、一体どうやって付いていく？

　くっ！　考えろ。エトラが危険だ。守ってみせなければ。

　正当な理由が必要だ。だが何がある？　フィガロの系譜フイガロエルヴエでもない自分が？　輅機も駆れない自分が？　だが考えろ。理由が無ければ、エトラを一人で死地に向かわせてしまうことになる。

　ならばどうする？　一体どんな大義名分を作って、無理やりエトラに付いていく……!?

「エトラよ、妾わらわを連れていくが良い」

　その時だ。ディーヴァが唐突に、挑発的な笑みを浮かべてそう言った。

　突然の物言いに、シリュウとエトラが訝いぶかしげにディーヴァを見やる。

「……ディーヴァお姉様？　一体、何を……」

「何をも何も無いわ。輅ロ機キ戦に招集されたところで、シリュウと想そう調ちようして血液を得ねば、か弱き聖女など戦いくさ場ばでは的になる他ほかあるまい」

　くふ、とディーヴァが声を漏らす。

「汝なんじには戦う術すべが必要じゃろう？　ならば妾わらわを連れていくが良い。神代の詩エク・セ・レスタを使う二人に対抗するべく、同じく神代の詩エク・セ・レスタを使う元第五皇女を連れてきた。これは正当な理由にはならぬか？」

「……いいえ。確かにあなたを連れていく理由としては充分です。……ですがディーヴァお姉様。それはつまり、お義に兄い様さまと想調できない私に代わって、あなたが戦うということでしょうか」

「くふ。たとえ妾を連れていようが、汝が戦いくさ場ばに立たぬ理由になどならぬわ。妾を伴うのは、シリュウを連れていく為ための方便に過ぎぬ」

　ディーヴァが小こ馬ば鹿かにするように笑った。

　そして顎あごを上げて、その喉のど元もとの首輪を指差す。

「エトラよ、こうと申すが良い。汝は元第五皇女の武に期待して妾を伴った。妾の手た綱づなを握る方法としては、起爆装置を皇帝より下賜されておる。そしてそれは汝のみならず、シリュウにも下賜されておる。ゆえに汝は妾への抑えを十全とするべく、シリュウも伴うことにした。──そのように申せば、大義名分にもなるじゃろう？」

「……ご意見としては、大変参考になります」

　エトラの回答は、ひとまずそれに留とどまった。

　実際、それならばシリュウが付いていく理由として充分だ。これが別の者の提案ならば即座に採用したに違いない。

　問題は、この提案がディーヴァの口から出たということだ。

「今にも飛びつきたいご提案です。ですが率直に申し上げて、ディーヴァお姉様のお言葉だからこそ信用なりません。何を企たくらんでいるのです？　私の窮地を救ったところで、一体あなたに何のメリットがあるとおっしゃるのですか？」

「くふ、企みなど無い。犬が主人に尻尾しつぽを振ることに、理由など必要無いじゃろう？」

　犬に成り下がった紅の戦せん姫きが、くつくつと笑って左腕を見やる。

「まあ褒美としては、この腕うで枷かせを外すことを求めたいものじゃのう。アンジュライト製の枷を嵌はめられておるのじゃ。薄手でさほど重くはないが、関節がろくに曲げられぬ上に、掌てのひらに至ってはミトンなので全く動かせぬ。四六時中これでは、肩が凝って敵かなわぬわ」

「つまり、あなたに自由を与えろということですか？」

「なに、妾も戒めの全すべてを解けとは求めぬ。犬を縛り付けるのは、首輪のみでも充分じゃろう？」

　ディーヴァがそう言って再び顎あごを上げた。

　そしてエトラに向けて、挑発的に笑う。

「安心するが良いエトラ。か弱いながらも妾わらわを降くだした汝なんじには、これでも敬意の念を抱いだいておる。……汝の純潔を奪う夢は、とうの昔に諦あきらめておるわ」

　──っ！　思わずシリュウは剣に手を伸ばしかけ、そして密ひそかな歯は噛がみとともに押し留とどめる。

　落ち着け。ただの挑発だ。ディーヴァはただ軽口を叩たたいただけだ。

　……だが、もしも再びエトラの身を狙ねらおうものならば、その時は躊ちゆう躇ちよなどしない。

「ほう？……くふ」

　そんな自分の様子を察したらしい。ディーヴァがこちらを一いち瞥べつして、愉快げに口くち許もとを緩めた。

「……ディーヴァお姉様のご要望は、理解しました」

　訝いぶかしげだったエトラが、うつむき加減で思案顔になった。

　ディーヴァの提案について検討しているのだろう。いや、提案を呑のむかどうかは考えるまでもない。エトラがシリュウを連れていくには、それが最善だ。

　だから検討するべきなのは、ディーヴァの要求に対する落としどころだ。

　腹が決まったのだろう。うつむき加減のエトラが一つ息を吐き、凛りん然ぜんと顔を上げた。

「ご提案を採用させていただきます。但し条件がございます。あなたの腕うで枷かせを外すのは、バートレットお兄様かゼウルお兄様と合流した後とします」

「なるほど。あやつらがおれば、妾が反逆したと同時に妾を処分できるからのう。ならば謀反を鎮圧した後の、あやつらが傍そばにおらなくなった時は？」

「追って考えるものとします。これよりのディーヴァお姉様の働きぶりが、今後の処遇を決めるとお思いください」

「くふ、肝に銘じよう。なんとも恐ろしい総領事じゃわ」

　セツキガルド州の前総領事が、唇を三日月形にして笑った。




　その直後、早速出発の準備が始まった。

　シリュウが基地内に発令して首都への移動の準備を整える。エトラが対ミランド王国前線基地に詰めているユーリやガリンシャ少佐に連絡し、後のことを任せる。

　慌ただしく動き始めた州都の基地。その喧けん噪そうの中、シリュウとエトラは隙すきを見て顔を合わせ、密かに嘆息し合った。

「……参ったな。第四位までの皇子達を取り込んで皇帝に挑むという腹案は、既に頓とん挫ざしてしまったらしい」

　皇帝に次ぐ実力者達の力を得て、あの絶対者を討ち果たす。

　仇きゆう敵てきオルドネスに勝利する唯一の手段と思われたその案は、第二皇子と第四皇子が思わぬ行動に出たことで、泡と消えてしまった。

「ままならないものね。けれど仕方ないわ。……また後で、別の手段を探しましょう」

　捨てるにはあまりにも惜しい案だった。正直に言って、これ以上の手段など、今後も見つけられる自信が無い。

　だが、今は頭を切り替えるしかない。

　出発の準備が整った。仇敵を亡き滅ぼす方策の検討は、ひとまず後回しだ。

　これまでどおり、魔皇国に忠誠を誓う素振りで功績を積み重ね、エトラの序列を上げてみせなければ。

「それではお義に兄い様さま、戦争に出掛けましょう」

　シリュウとエトラとディーヴァ、そしてウィンダムとアンセムを乗せた輸送機が、王宮のある首都パルネへと飛び立った。
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　午前十一時過ぎ。シリュウ達を乗せた大型輸送機ＴＬ－４が着陸したのは、魔皇国の首都パルネにある民間用の空港だった。

　王宮にほど近い軍事基地は、既にクーデター側に押さえられてしまっている。そこでどうにかバートレットが確保したここが、現体制側の前線基地に定められた。

　シリュウはディーヴァと共に輸送機から降りる。エトラの駆るウィンダムがアンセムを抱えて輸送機から降りる。そして適当な場所までアンセムを運ぶと、想そう調ちようを解いて二機とも整備班に預けた。

　こちらに戻ってきたエトラをシリュウは出迎える。

「お体に障りはありませんか、エトラ様」

「ええ。お義兄様、ありがとうございます」

　エトラは血の少ない体質だ。それが魔力の高さの割に成り上がれずにいた原因だった。だがさすがにこの程度の想調など問題にはならないらしく、特に疲労の色は見られなかった。

「くふ。相も変わらず、仲なか睦むつまじいものじゃのう？」

　ディーヴァが嘲あざけるように声を上げた。だが。

「ええ。平素よりお義兄様には、とても良くしていただいておりますわ」

　エトラが満面に笑みを湛たたえ、凛りん然ぜんと答えてみせた。

「ほう……？　これは重畳。か弱き聖女も蓋ふたを開ければ、やはり尊血フィガロの武人であるようじゃのう」

　ディーヴァが妙に愉快げに、その唇を三日月形にした。

　エトラがＰＣＤに届いたメールの文面を確認し、ＰＣＤを仕舞う。

「ラウンジの一つを軍議室の代わりにするようです。そちらへ向かいましょう」

　御意、とシリュウはエトラに返す。そしてエトラやディーヴァと共に滑走路を抜け、ターミナルへと入った。

　天井の高さはおよそ十メートルといったあたりか。その空間の広さに圧倒されそうになるターミナルには、人ひと気けがほとんど無い。

　それは滑走路においても同じだった。仮設とはいえ、皇位継承順位一ひと桁けたの皇族のほとんどが集結する前線基地だというのに、あまりにも兵や職員の数が乏しい。

「閑散としておるのう。出迎えはおろか、件くだんのラウンジへの案内人すらおらぬとは」

「ここも既にクーデター軍の勢力圏内ですので、おそらくは発着する輸送機の安全を確保する為ための兵力に人手を割いているものかと。とはいえ、それにしても人の姿を見かけないものです」

　シリュウもディーヴァに追従した。当然民間人は退去させられているのだろうが、空間の広さが広さであるだけに、この静けさはかえって落ち着かない。

　そんなことを感じつつ、シリュウは歩を進めながら辺りを見回す。

　すると不意に見知った顔が角から出てきて、こちらに気付いて笑顔で手を振ってきた。

「お！　シリュウ、やっぱりお前も来てたのか！」

　金髪碧へき眼がんの、長身で眉び目もく秀麗な十九歳。第三皇子のゼウルだ。

「ようシリュウ、何気に直接会うのも久しぶりだな。あとエトラとディーヴァも」

　ゼウルが屈託のない顔で笑った。……いや、この三人を前にしてその物言いはおかしいだろう。

　ディーヴァの目もあるので、シリュウはゼウルにうやうやしく頭こうべを垂れる。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、ゼウル様。主君を差し置いてまず僕にお声を掛けてくださったこと、あまりに過分で勿もつ体たいなき礼遇にございます」

「悪い悪い、久々だったからついな。エトラとディーヴァも悪かったな」

　ゼウルがひらひらと手を振って二人に詫わびた。全く悪びれていない。

「久しいのうゼウル。思い起こせば、シリュウが汝なんじのもとに身を寄せる時期もあったか」

「ガキの頃ころに一年だけな。もう七年も昔になっちまうが……」

　腕を組んでしみじみと頷うなずくゼウルに、エトラが楚そ々そとした微笑ほほえみを投げ掛ける。

「……まあ、それほど経たつのですか？　それでは一年とはいえ、とても濃密で充実した時をお過ごしだったのでしょう。お義に兄い様さまからは常々、ゼウルお兄様のお名前ばかりを常々聞かせていただいております」

　表情の割にどこか剣けん呑のんとした声だった。そもそも何な故ぜ「常々」を二度も言ったのか。

「そういうことでしたら遠慮は無用です。私達のことは気にせず、どうぞ旧交を温めてください」

「じゃあお言葉に甘えて、と言いたいトコだが残念だ。さすがに状況も状況だからな」

　ゼウルが背後に向けて親指を立てる。

「他ほかの一ひと桁けた順位の連中は既に到着してる。もちろんクロードとローランはいねえけどな。ラウンジの前のロビーに集まってるから、そこまで案内してやるよ」

　そう言ったゼウルに先導されて、一行はロビーへと向かい始めた。

　二階に上がったが、ここにも人の姿はほとんど無かった。たまに階級の低い兵士を見掛けるが、こちらに最敬礼するなりどこかへと慌ただしく移動していく。どうやら任務に追われているようだ。

　二階から上は吹き抜けになっていた。三階から五階までショッピングモールになっているらしく、滑走路側の壁伝いに店舗が並んでいる。モールとは通り抜けできない区画にはラウンジがあるようだ。

　民間の空港の天井が高い理由の一つが、空港のターミナルビルを巨大にすることで空間の壮大さを演出するためだ。遠方との玄関口である空港を豪華に見せることで、国家や都市の権威を示すらしい。

　だが今は、その広さがかえってうらさびしい雰囲気に繋つながっている。

「ゼウル様。先程も話していたのですが、人手があまりにも不足しているようですね」

「突然のことだったからな。輅ロ機キ戦を想定した緊急招集だったから、ここに集められた皇族も輸送や輅機の整備の担当くらいしか兵を連れてきてねえし。それに軍の基地じゃなく民間の空港を接収しただけだから、現地の兵もろくにいねえんだよ」

　広いターミナルに、四人の足音が響き渡る。

「そもそもが、皇族が首都にいなくて兵もほとんど残ってねえトコを狙ねらったクーデターなんだろ。クーデター発生の瞬間、王宮や首都の基地の兵は皇帝と一緒に出払ってた。残されてた数少ない兵も、その大半はクーデター発生時に拘束されちまってる。そこから逃げ延びた僅わずかな兵と、ここに集合した皇族が連れてきた手勢だけで、この仮設基地を運用してる訳だ」

　厄介なことをしてくれたもんだ、とゼウルがぼやく。

「クーデターのタイミングとしてはここしか無かったな。クロードもローランも首都の近くにいて、ナプトラにいる第一皇子と入れ替わりで皇帝がいなくなる。対イリスカヤ連邦と対ナプトラ共和国、その両方の都合がちょうど噛かみ合ったから、一瞬で首都を制圧できた。皇帝か第一皇子がいたら、こうも簡単にはいかなかったはずだ」

　確かにな、とシリュウも心中でぼやく。イリスカヤ連邦との休戦協定を結べただけでは、こうはならなかっただろうに。

　と、不意にゼウルが振り返ってくる。

「皇帝と言えば、そういやお前、半年前に皇親帝父から銃を下賜されたんだってな？　どんなやつだ？」

「銃……ですか。今も持っておりますが、ご覧になりますか？」

「おう。悪いな」

「勿もつ体たいなきお言葉。こちらです、どうぞ」

　皇帝から下賜された、というところに複雑なものを覚える。だが気を取り直し、懐から銃を出してゼウルに手渡した。

「ほお……見た目の割に軽いんだな。口径も小さくねえのに大したもんだ」

　ゼウルが手に馴な染じませたり眺める角度を変えたりして銃を調べる。黒光りする銃身が、ガラス張りの外壁から差し込む陽光を白く反射した。

「なるほど、俺がフィガロの系譜フイガロエルヴエじゃなきゃ自分で使いたいくらいだ。思ったよりもいいモンを渡されたんだな」

「……はい。陛下も良い品だとおっしゃいました。ただ陛下の手に馴染ませるには、小さすぎたそうです」

　忠犬らしい笑みを浮かべて、心にも無いことを言ってのけた。

　……あの男から与えられた物に、良い物など存在する訳がない。

「ん……？　ハハ、親父おやじも歳としのくせにでかいからな。俺も百八十ちょいあるが、その俺が見上げるくらいだし──な」

　不意にゼウルが隣に並び掛け、背中を叩たたいてきた。

　軽薄そうな笑みを浮かべているが、自分の様子から何かを察したのかもしれない。

　相変わらず阿あ呆ほうな男だ。後になって気にするくらいなら、最初からそんな話などしなければいいだろうに。

　だがシリュウは密ひそかに、いつの間にか強こわ張ばっていた肩の力を抜く。

　まったく……相変わらずな男だ。

「ま、けど俺はやっぱり銃よりも剣だな。輅ロ機キを駆るフィガロの系譜フイガロエルヴエに必要なのは、銃よりもこっちの腕前だ」

　ゼウルがそう言って、腰に佩はいていた剣を鞘さやから抜いた。

　現代においては宝飾品として佩いているだけのはずの剣だが、ゼウルのそれは華美な装飾の無いシンプルな代物だ。

　長く真まっ直すぐなその刀身。毀こぼれを知らないその刃。外から差し込む陽光を弾はじき、研ぎ澄まされたその身を真ま白しろに煌きらめかせている。

「──良い剣です」

　ただ率直な言葉が、自分の口から零こぼれていた。

「ああ。俺が持ってるやつの中でも、一番の業わざ物ものだ」

　ゼウルもただ率直に、そう評した。

「ま、輅ロ機キならともかく生身なら銃も剣もあんまし関係ねえけどな。フィガロの系譜フイガロエルヴエには魔法があるし」

　ゼウルが苦笑を漏らし、剣を腰に佩はき直す。

　そして足を止めて、告げた。

「さて、到着だ」

　ロビーの一郭に大きなプランターが並んでいて、仕切り板になるような格好で植え込みが生育されている。その植え込みの向こう側に長なが椅い子すが二列並んでいて、向かい合うように五人の男女が座っていた。

　それぞれ何度か顔を合わせたことがある。義理の兄弟達だ。一ひと桁けた順位のフィガロの系譜フイガロエルヴエが五人、先にこの場に集っていた。

「……うん？」

　一番奥に座っていた義ぎ兄けいが、こちらに気付いて訝いぶかしげに片かた眉まゆを上げた。

　鈍にび色の髪を後ろに撫なでつける、長身痩そう躯くの二十五歳の青年。『紫紺の太子』と謳うたわれる第一皇子、バートレットだ。よく見ると、どうやら序列順に座っているらしかった。

　そのバートレットが、エトラを見やって小首を傾かしげる。

「君とも久しぶりだけど、今日は挨あい拶さつは抜きにしようか。エトラ、どうしてここにディーヴァとシリュウまでいるんだい？」

「それはもちろん、魔皇国に降り掛かる災禍を鎮める為ためですわ」

　一同に挨拶代わりの会釈をしたエトラが、楚そ々そとバートレットに向き直る。

「クーデターの報を聞いた時、セツキガルド州にちょうどディーヴァお姉様が到着なさいました。このたびの相手は第二皇子と第四皇子。神代の詩エク・セ・レスタを使う、フィガロの系譜フイガロエルヴエ屈指の輅機の使い手達です。ですので私も、同じく神代の詩エク・セ・レスタを使う屈指の輅機の使い手、紅の戦せん姫きにご出陣いただくことに致しました。ディーヴァお姉様のお力は、必ずや私達に勝利をもたらすことでしょう」

「……なるほど、だからディーヴァまでここに」

「ええ。そしてディーヴァお姉様にアンセムをお戻しする上での保険として、シリュウお義に兄い様さまにもお越しいただきました」

　紹介されたシリュウは、義理の兄や姉達に向けてうやうやしく頭こうべを垂れた。

　エトラが一同に腕輪を見せる。

「ご存知のとおり、ディーヴァお姉様はまだその罪の全すべてを許された訳ではございません。陛下はディーヴァお姉様の収監を解く代わりに、ディーヴァお姉様の首に爆弾を、その起爆装置を私とシリュウお義兄様に下賜なさいました。ディーヴァお姉様に二心があった場合には私が、その私の身に万一のことがあればお義に兄い様さまが、爆弾を起爆させていただきます」

「む……」「スィグアの負け犬に、そんな物まで……」「陛下のご意向、か」

　皇子達が何やら難しい顔で唸うなり、口を噤つぐんだ。

　気に入らないが、やはりオルドネスの名は影響力が大きい。一ひと桁けた順位の皇族ですら口を挟めなくさせてしまうのだから。

「……うーん、そうか。予定外に人数が増えたか」

　だがただ一人、バートレットが額を押さえて嘆息した。さすがは第一皇子様だ。

　しかし随分とご挨あい拶さつだな、と心中で自虐的に笑う。戦力が増したはずだというのに歓迎されないあたりが、スィグア人と罪人の立場を物語っている。

　そんな風に思っていたが、やはり立場が悪いのは自分だけだったようだ。

「……ただ、ある意味では望ましいことだね」

　もう一つ嘆息すると、バートレットが気を取り直したように顔を上げた。

　そしてディーヴァを見やり、瞳ひとみを薄くして不敵に笑う。

「ディーヴァ。予定外の展開だけど、君の収監が解けたことは嬉うれしく思う。僕は君の力を高く買っている。君の暴力はこの国の将来に必要なものだ。君さえ構わなければ、君には僕のところに来てほしいな」

「ほう？　これは随分と持ち上げるものじゃのう。妾わらわも今やうらぶれた負け犬じゃというのに」

「卑屈になる必要は無いさ。エトラが言ったとおりだ、君には神代の詩エク・セ・レスタがある。この場に集まった一桁順位の優秀なフィガロの系譜フイガロエルヴエの中でも、その際立った力を有している者はたった三人きり。僕と、ゼウルと、君。他ほかには誰だれもいない」

　ともすれば他の皇子達を侮辱するような発言だ。実際第六皇子のヴィルトールが眉まゆをひそめている。

　だがそれを一顧だにせず、薄く笑みを浮かべるバートレットが、ただディーヴァだけを見据えて告げる。

「ハッキリ言うとね、君はエトラに飼われなければならないような器ではない。君は強い。その暴力は世界を動かすに相応ふさわしい。だけど、僕の暴力の方がもっと強い。だから君は、僕のところへ来るべきだ」

　オルドネスの決定に背くような発言。第一皇子の薄められた双そう眸ぼうが、他を無視して罪人の姫だけを捉とらえる。

「くふ。汝なんじの方が強い、か。確かに武を競い合えば、妾は汝に敗れるじゃろうのう」

　思わぬ勧誘を受けたディーヴァが、首輪を撫なでてくつくつと笑った。

　だが。

「なれど戯たわけ、汝なんじに飼われる謂いわれなど無い。妾わらわのアンセムを降くだしたのは、エトラのウィンダムただ一機じゃ」

　最奥に座る第一皇子を、紅の戦せん姫きが毅き然ぜんと睥へい睨げいした。

　バートレットが満足げに頷うなずく。

「なるほど、実に分かりやすいね。互いの暴力をぶつけ合って雌雄を決する──これに勝る解決の手段など人類には存在しない。世界を動かすものは結局、圧倒的な暴力だ」

　その言い草に数人の皇子皇女が渋面を作った。第七皇女リィタもその一人だ。

「……それは、あまりにも乱暴な決めつけではありませんか？　確かに我々魔皇国は武力で版図を拡大しましたが、今まさにその武力によって、こうして国が危機に瀕ひんしているのですから」

「そう、それがまさに証拠だよ。どうしてクーデター軍は首都を勢力圏に収められたんだい？　その中でどうやって僕達はこの空港を確保したんだい？　答えは武力──すなわち暴力だ」

　リィタの反論に、バートレットが深々と頷いてみせる。

「どれほど崇高な理念を持っててもさ、ナイフ一本でその人は殺されておしまいだよね。どれほど平和を愛そうとさ、ミサイル一発撃たれたらこれ以上殺されない為ために戦うしかないよね。僕達は輅ロ機キを配備したよね。他国は戦略兵器を開発しようとしてるよね。それは結局、暴力で他者を屈服させるためだよね」

　フィガロ魔皇国の第一皇子、紫紺の太子バートレット。今オルドネスに万一のことがあれば、この男が皇帝の座に君臨することになる。

「利権主義者は自己都合で愛だの平和だのと叫ぶ。でも彼かれ等らも危機に瀕すれば隣人に愛ではなく刃を向ける。刃で安全を確保したうえで、初めて愛を説くことができる。これは厳然たる事実だ。人類史上、正義も宗教も経済も、結局暴力には敵かなわずにいるのさ」

　強きことこそを至上と捉とらえ、弱き者のことはその視界にすら入れない男。

　その理念はある意味で正しいのかもしれない。自分達もまた、復ふく讐しゆうに暴力を用いようとしているのだから。

　だが、だからこそ思う。

　……やはり皇帝がこの男に替わったところで、父上と母上の民は──スィグアの民は、救われない。

　居並ぶ次期皇帝候補を前にして、亡国の王子は密ひそかに拳こぶしを握った。

　バートレットが長い足を組み、促すように両腕を広げる。

「さて、ちょうどクーデターの話も出たんだ。全員揃そろったことだし、このままここでブリーフィングを始めようか」

「は？　おいおい」

　ゼウルが口を挟みつつ、植え込み側にある長なが椅い子すに座る。

「待てよ、まだ皇族しか揃そろってねえんだぞ？　せめて外を守ってる連中の指揮官クラスの奴やつくらい呼ぶべきだろ」

「そんな必要は無いさ。だってそうだろう？　輅ロ機キ以外の戦力なんてこの戦いでは無力だ。クーデターを鎮圧できるかどうかは、全すべて輅機戦で決まる」

　バートレットが肩を竦すくめて一同を見やる。

「輅機に匹敵する暴力なんて、こちらにも向こうにも他ほかに存在しない。だから議論することも単純だ。こちらのどの輅機をどこに布陣させるか。そして向こうのどの輅機が、どこに配置されているか」

「……確かに、そうかもしれんな」

　第六皇子ヴィルトールが追従した。

　それをきっかけに、他の皇子達も腰を据えてブリーフィングに臨み始める。

　エトラとディーヴァが末席に腰を下ろし、シリュウはエトラの傍そばに控えた。

「さて、それではブリーフィングを続けよう」

　バートレットが一同を見やり、仕切り直した。

「脱出してきた兵の話を総合させると、クロードが麾き下かを引き連れて王宮を、ローランが同様に基地を制圧したらしい。クーデターの発生は午前八時頃ごろ。王宮や基地に残っていた者達には輅機に抗あらがう術すべなど当然無く、瞬く間に占拠されてしまったとのことだ」

「なるほど。空き巣が居直り強盗になった訳か」

　長椅子に座る一同がやや身を乗り出す。

「向こうもこの占拠だけで終わるはずがない。他の皇族の裏切りを待つか、あるいは既に内応者がいるのか」

「イリスカヤ連邦もクーデターに同調して動きを見せるだろうな」

「占拠された場所は両方とも要衝。おそらく二人とも、別の場所で動きがあるまではその場を離れんだろう」

「つまり、それまでにクーデターを鎮圧するというのが、私達の作戦目標になる訳ですね」

「ならば戦力を振り分けて、早急に王宮と基地に乗り込むべきだな」

　その意見に、バートレットが神妙に頭かぶりを振る。

「……いや、その場に留とどまっていると決め付けるのは危険だね。ローランはもちろんだけど、特にクロードは」

　す、とバートレットが双そう眸ぼうを薄くする。

「向こうもフィガロの系譜フイガロエルヴエなんだ。常識で考えてはならない。何せクロードには、空間を跳躍する手段があるんだから」

　バートレットがそう注意を喚起した──その刹せつ那な。




「────《絶・紅海渡渉パサージユ・ドウ・ラ・メール》!!」




　突然背後から声が。思わずそちらを見やる。

　景色の一部が変わっている。境界面だ。空間転移だ。何も無かったはずの空間に突如として境界面が発生している。

　境界面の向こう側に兵士が居並んでいる。その背後に見える荘厳な建造物は、王宮だ。

　瞬く間の出来事。空港の皇族達の不意を衝つき、第二皇子クロード麾き下かの歩兵達が境界面から殺到してくる──。

「──シリュウ！」

　大喝が飛ぶ。ゼウルだ。

　同時に閃ひらめく白刃。境界面に最も近かったシリュウが剣を抜いて吶とつ喊かん。

　境界面から押し寄せる歩兵。それを斬きる。斬る、斬る、斬り伏せる。

「な──っ!?」

　不意を衝いたはずの敵。その敵達がたたらを踏む。流入の勢いが殺される。そうする間に境界面が狭まり始める。

　なおも閃くシリュウの白刃。怒ど涛とうのごとく猛威を振るう。

　薙なぐ、突く、一いつ閃せん一いつ閃せん一いつ閃せん。

　剣が嵐あらしを逆巻かせ、次の敵を間合いに収めて──縦に鋭く一閃！

　ッ…………。だが刹那、甲高い音が響いた。

　縦に振り下ろされた剣。その刀身が中ほどから折れ、宙を舞っている。

　剣は歩兵を捉とらえたはずだった。だが境界面から現れた壁のような何かに寸前で阻まれ、歯が立たずに折れてしまった。

　その壁のように聳そびえ立つ銅色の何かが、そのままこちらに倒れ込むように迫る。

「ぐぅ……!?」

　肺から苦く悶もんの声が絞り出される。体が壁に包み込まれて宙に持ち上げられる。

　いや、壁ではない。その何かの正体に気付く。これは巨大な掌てのひらだ。

　境界面が閉じる直前、こちら側に渡ってきたそれに、持ち上げられているのだ。

「──そこまでだ、忠実なる負け犬。他の者達も、妙な気を起こすことは許さん」

　外部スピーカーから聞こえる、低く渋い声。

　輅ロ機キだ。シリュウを持ち上げる銅色の輅機から言葉が発せられる。

　元赤銅あかがねの太子、第二皇子クロードの愛機、サンクトゥスだ。

　空間転移を可能にする境界面は、この皇子が神代の詩エク・セ・レスタで形成したものだった。

「貴き様さま等ら全員、抵抗はするな。ゆっくりと武器とＰＣＤをその場に出して立ち上がり、左手を上げろ。無論、左腕に傷を付けた時点で抵抗と見なす」

　サンクトゥスのアイセンサーが、長なが椅い子すの皇族達を睨にらみ付ける。

「……参ったね。紫紺の太子より、赤銅あかがねの太子の方が上うわ手てだったらしい」

　自らを戒めるように、バートレットが大きく溜ため息いきをつく。そしてゆっくりと立ち上がり、懐から銃とナイフとＰＣＤを出して長椅子に置いた。

　それにならい、他の皇族達も手持ちの武器とＰＣＤを差し出していく。

「……ち」

　最後にゼウルも立ち上がり、舌打ちしながら銃やＰＣＤなどを長椅子の上に捨てた。

「それでいい。早まった真ま似ねはするな。この負け犬のような真似は、な」

「ぐ……っ！」

　サンクトゥスを駆るクロードが、腹いせ混じりに一度シリュウをきつく締めあげた。

「良い働きだシリュウ＝スィグア。大いに予定を狂わされた。貴様に怯ひるんだ兵士達が、境界面の向こうに取り残されてしまったではないか」

　結局数十もの歩兵の空間転移を許してしまった。だが境界面の向こう側には、その四倍ほどの歩兵が居並んでいた。本来、彼等もこちらに渡ってくる予定だったのだろう。

　とはいえこの場を制圧するだけなら、この戦力でも充分すぎる。

「だがこれ以上神代の詩エク・セ・レスタで血を失う訳にもいかん。元よりこの場の制圧だけなら俺一人で充分だ。取り残されたままの者達には、その足でここに辿たどり着いてもらおう」

　クロードがそう言い、シリュウをその場に捨て転がした。

「お義に兄い様さま……！」

「……いいえ、僕なら平気です」

　案じるように声を掛けてきたエトラに、痛みを堪こらえて粛々と答えた。

　その折、ふとゼウルと視線が合う。

　ゼウルが無言で小さく頷うなずく。

　シリュウも密ひそかに、短く頷いた。

「さて貴様等。そのままゆっくりとこちらに背を向けて、壁際まで歩け」

「……くそっ」

　毒づく者もいたが、現体制派の皇族達がクロードに従い、ガラス張りの外壁の傍そばに並ぶ。

　と、不意に上空からプロペラ音が近づいてきた。

　そのプロペラ音がガラス越しにもけたたましくなり、やがて眼下の滑走路に砂すな埃ぼこりが逆巻き、輸送ヘリらしき影を落とす。

「──ぃよっと！」

　直後に巨大な塊が滑走路に落下し、粉ふん塵じんが舞い上がる。

　いや、着地だ。碧へき水すい色の輅ロ機キが輸送ヘリから豪快に飛び降りたらしい。

　この輅機の名はハレルヤ。クーデター犯の片割れ、第四皇子ローランの愛機だ。

「クロードよ！　首尾はどうだ？　誰だれも逃がしてはおらぬだろうのう？」

「フィガロの系譜フイガロエルヴエは全員このとおりだ。貴様は貴様の役目を果たせ」

「カカカ！　ならばそやつらの輅機を見つけてさっさと差し押さえてやるわい。そやつらの拘束が終わったらこちらにも兵を回すのだぞ！」

　そうとクロードに野太い声で告げると、ローランの駆るハレルヤが重低音と振動を響かせて走り去っていった。

　そちらには輅機の格納庫の代わりにしている倉庫がある。皇族各人をここまで乗せてきた輸送機も、あの辺りに停とめられているはずだ。こちらの整備や輸送担当の兵士があの場にいるはずだが、ハレルヤが乗り込めば一瞬で制圧されるだろう。

　そもそもこの空港自体、少数とはいえ現地の兵士に守られていたはずだ。しかしやはり輅機に直接乗り込まれるとなると、彼かれ等らには為なす術すべなどあるはずもなかった。

　ロビーでは歩兵達の手により、現体制派の皇族の拘束が始まっていた。フィガロの系譜フイガロエルヴエの魔法を物理的に封じる腕うで枷かせが嵌はめられ、その上で各人に手錠が嵌められていく。

　クロードのサンクトゥスがこちらを見やる。

「シリュウのみならず、ディーヴァまで馳はせ参さんじていたのか。前もって腕枷を嵌めていてくれて助かる。危うく数が足りぬところだった」

「汝なんじ等らを鎮圧する段には外される話になっておったのじゃがのう。捕囚に次ぐ捕囚で、妾わらわも飽あいてきたわ」

「ならばおとなしくしておけ。我等が本懐を遂げた暁には、貴様等にも自由を与えよう」

「朗報じゃな。汝の温情には涙が止まらぬわ」

　後ろ手に手錠を嵌められながら、ディーヴァが皮肉の笑みを浮かべた。

　同じく拘束されるゼウルが、サンクトゥスを睨にらむ。

「……で？　わざわざ連邦と組んでまでクーデターなんか起こしやがって、お前等は一体何を考えてやがる。これから一体、俺等をどうするつもりだ」

「言ったはずだ。抵抗しなければ殺すつもりは無い。貴様等はオルドネス亡き後の魔皇国に必要な人材だからな」

　っ──。その言葉に、思わずシリュウとエトラの身が一瞬強こわ張ばった。

　オルドネス亡き後。クロードは今、確かにそう言った。

　現体制を打倒しようとしているのだ。皇帝を亡き者にするのも当然だろう。

　復ふく讐しゆう者二人が果たせずにいる、皇帝オルドネスの打倒。それをこの者達は、果たそうとしているのだ。

　……しかし分からない。ならば何な故ぜわざわざ首都の王宮や基地を先に占拠した？

　その王宮や基地を放棄してまで、クロード達は一体、今から何をするつもりなのだ……？

「我われ等らの狙ねらいは、皇帝オルドネスの命と地位。首都を制圧したのは、貴様等を誘おびき寄せてこうして拘束する為ためだ」

「……俺等を、拘束する為？」

「いかにも。今の時点で首都でクーデターを起こせば、我等を鎮圧しに現れるのは貴様等になるのでな」

　赤銅あかがね色の輅ロ機キが、こちらを厳然と見下ろしている。

「第二皇子と第四皇子による謀反だ。我等との輅機戦になることを思えば、鎮圧に向かわせる意味のあるフィガロの系譜フイガロエルヴエも限られてくる。皇帝オルドネスはナプトラとの前線から離れる訳にはいかない。よって招集されるのは必然的に、第二世代のフィガロの系譜フイガロエルヴエの中でも屈指の実力者。つまり貴様等ということになる」

　サンクトゥスのアイセンサーが、鈍い光を放つ。

「皇位継承順位二ふた桁けたの皇族を前線や任地に張り付け、一桁順位の屈指の実力者をここで拘束する。そうして横よこ槍やりが入らぬようにして、前線に釘くぎづけになっているオルドネスを我等二人で討つ。──それが、我等の計画の全容だ」

「……へえ、そして僕達はまんまと操られた訳だ。特に第一皇子として招集をかけた、この僕は」

「そうなるな」

　クロードのその淡白な返事に、バートレットが乱暴に舌打ちした。

　そして、聳そびえ立つ赤銅あかがねの巨人を睥へい睨げいする。

「……クロード、君達も魔皇国の皇子だろう。その君達が何な故ぜ魔皇国に刃を向けるんだ。皇帝オルドネスを弑しいするのは、一体どんな目的があってのことだ」

「皇帝の座を我等の手に、という理由では不服か？」

　微動だにしないまま、サンクトゥスと想そう調ちようするクロードが答えた。

「今の貴様等にそれを語る必要もあるまい。我等がオルドネスを始末した後、貴様等が我等に恭順を誓うならば全すべてを話そう。そうでなければ、自ら答に辿たどり着くか──」

　サンクトゥスが、厳然と踵きびすを返して。

「あるいは、何も知らずに死に絶えろ」

　三十一という年齢の割に、低く渋い声。現体制派の皇族達の拘束が完了したことを見届けるなり、サンクトゥスが巨大な空港を階下へと去っていった。

　飛行音が近づいてくる。そして輅機の搬送も可能な大型輸送機が一機、滑走路に着陸した。ＴＬ－５だ。おそらくクロードかローランの輸送機だろう。

　きっとこれからあの輸送機は、クロードとローランと二機の輅機を乗せて、あの仇きゆう敵てきを葬り去るべく飛び立つのだ。

　歩兵の一人が皇族達に一度敬礼し、告げてくる。

「クロード殿下が戻られましたら、皆様の拘束を解きます。お言葉ながら、事が穏便に済みますよう、何卒なにとぞご協力をお願いします」

　慇いん懃ぎんに脅し文句を述べると、兵士達が皇族達の背後に回り、銃を突きつけた。

「部屋へご案内します。ご不便をお掛けしますが、その拘束が解けるまでは、どうぞ我々に従ってください」

　それぞれ別室に監禁されるのだろう。兵士達が皇族達を散り散りに連行していく。

　シリュウも連行され始める。エトラはまだロビーに残されている。移動のタイミングをずらし、誰だれがどこに監禁されるのかを隠すつもりなのだろう。

「……」

　そのエトラがふと、心ここにあらずといった様子で、自らの左胸をじっと見つめた。

　……どうかしたのだろうか。思わず視線がエトラに釘くぎづけになる。

　そのエトラがこちらに気付き、一瞬だけエトラと視線が交わった。

「……シリュウ様、そのまま前へ」

　じり、と背後の兵士に銃口で後頭部を押される。扱いが他の皇族より乱暴なのは、その出自のせいだけでなく、ロビーに転がっている亡骸なきがらも原因だろう。

「ああ、分かっている」

　そうと答えて、エトラから視線を外した。

　大丈夫だ。あの一瞬、エトラが凛りん然ぜんと微笑ほほえんだ。

　それを確認すると、シリュウは兵士に従って足を進めた。
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　本来は強化ガラスの壁越しに、吹き抜けになっている階下を眺められるのだろう。だが今は壁伝いにシャッターが下ろされていて、外の様子を確認することはできない。室内の照明は煌きらびやかだが、外から光が入らないために、ここが地下室であるかのように思えてくる。

　だがここは地下ではなく三階だ。巨大な空港にあるラウンジの一つに、シリュウは監禁されていた。

　会員制の上等なラウンジではなく、一般開放されている場所らしい。一人用の机と椅い子すが、胸元ほどの高さの壁に仕切られて居並んでいるだけだ。カウンターバーがあることと調度品の質が良いことを除けば、州立図書館の読書コーナーあたりと大差が無いかもしれない。

　だが、四十人は利用できそうなそのラウンジにいる者は、シリュウただ一人だった。

　……さて、どうしたものか。椅い子すに腰掛けるシリュウは、ここから脱出する手段を思案する。

　廊下への扉は一つきり。その外には銃を持った看守の兵士が一人立っているはずだ。

　さすがに自分には腕うで枷かせを嵌はめられていない。後ろ手に掛けられた手錠が唯一の拘束具だ。だが手元には武器もＰＣＤも無く、外の様子をうかがい知る手段も無い。

　親指の関節を外せば手錠から手が抜けるだろうか？　輪の大きさを考えれば微妙なところだ。こんなことなら、小指の関節も外せるようになっておくべきだった。

　だがたとえ手錠を外せたとしても、その後のプランを立てることができない。

「……うまくエトラかゼウルのところに辿たどり着くならいいのだがな。だがどのラウンジが誰だれの独房なのかが分からん。別の皇子達の独房に飛び込んでしまえば、色々と面倒なことになりそうだ」

　うっかり助けると、どう動かれるか分かったものではない。かといって立場上、助けない訳にもいかない。スィグアの忠実なる負け犬には、そのような不忠な真ま似ねなど許されない。

　天井を仰ぎ、歯は噛がみする。

「ならばどうする？　立場的にも技能的にも難しいところだな。……ゼウルなら、こういう状況でもどうにかしそうなものだが」

　どうしたものか。いっそゼウルが迎えに来るのをお姫様のように待つか？　皇子様のお迎えか、字面だけならハッピーエンドだな。

「……」

　そう思って苦笑しかけた時、不意に、少し昔のことを思い出す。




　──王子様がお姫様を迎えに来たのだもの。だからこの物語はきっと、ハッピーエンドよ。




　銀糸のように艶つやめく髪。鈴を転がすような澄んだ声。

　半年前の微笑ほほえみが、気付けば胸中をよぎっていた。

「……この状況で、ただ手をこまねいている訳にはいかん」

　言葉を吐き出し、唇を固く結ぶ。

　遠い昔に出会った少女。同じ願いを分かち合う少女。

　半年前から共に歩み、そしてここまで辿り着いた。

　だがまだだ。道はまだまだ果てしない。足を止めている余裕など、自分にもエトラにも存在しない。

　そう思い、ぐっと拳こぶしを握りしめた。

「──《鉛打鎚プロン・マルト》！」

　刹せつ那な、扉の向こうから鋭い声が。直後に鈍い打撃音と何かが倒れる音がドア越しに漏れてきた。

　音の重みからすると、倒れたのは人間か。外には看守が立っていたはずだが、そいつが倒されたのか？　魔法を放つ声がしたということは、フィガロの系譜フイガロエルヴエの誰だれかが脱走したということか。

　訝いぶかっているところで扉が開く。何者かが昏こん倒とうする看守を引きずってラウンジに入り、扉を閉める。

　若い女性兵士だ。そこで昏倒している看守とは別人だ。だが皇族ではない。では誰かが脱走したという訳でもないのか？

　いや、違う。魔法が放たれたのは確かだ。看守を昏倒させたのはこの女だ。

　フィガロの系譜フイガロエルヴエではない者から魔法が放たれる理由。それは誰より自分がよく知っている。やはりこの者は、脱走してきたフィガロの系譜フイガロエルヴエなのだ。

　そしてその正体はおそらく、奴やつだ。

　……まったく、よりにもよって、貴様が迎えに来るとはな。

　心中で皮肉の笑みを漏らし、侵入してきた女性兵士を見やる。

　すると女性兵士が、唇を三日月形にして笑った。

「くふ。適当に飛び込んだ先が汝なんじの檻おりであったか。これは重畳」

　女性兵士が悠然と胸を張る。

　いや、女性兵士ではない。眼前で胸を張ったのは、想そう調ちようによって女性兵士の肉体を操っている、皇位継承権を剥はく奪だつされた皇女だ。

「無様な姿じゃのうシリュウ。そうして枷かせを嵌はめられておると、あたかも妾わらわのようではないか」

　紅の戦せん姫きディーヴァが、見知らぬ女性兵士の姿でそう言った。どうやらこの女性兵士は迂う闊かつにも、フィガロの系譜フイガロエルヴエの顔に口くち許もとを近づけ、想調を許してしまったらしい。

　厄介なことになったものだ。好機なのか危機なのか分かったものではない。

　そう心中で独りごちつつ、シリュウはうやうやしく一礼する。

「ご無事で何よりですディーヴァ様。ところで重畳とおっしゃいましたが、僕に何かご用がございましたか？」

「戯たわけ、妾も今や飼い犬の身じゃ。主あるじを解放しに来たに決まっておるじゃろう。妾の鎖を握っておるのは、汝とエトラじゃからのう」

　ディーヴァが昏倒する看守から何かを奪い、こちらに近づいてくる。

「騒ぎは極力小さくしておいたわ。この娘の姿ならば、クロードの麾き下かに見つかろうと荒事にはならぬ。無論、自由な体を得るべく想そう調ちようしたのも事実じゃがのう」

　ディーヴァが奪ったのは小さな鍵かぎだった。その鍵で、ディーヴァがシリュウの手錠を外した。

「……良いのですかディーヴァ様。半年前、僕はあなたに背いたはずですが」

　ディーヴァには首輪が嵌はめられている。その元凶は、自分とエトラだ。

　するとそのディーヴァが、くふ──と冷笑する。

「まったくじゃのう。汝なんじは別の女にばかり尻尾しつぽを振る、実に卑しき──犬じゃったわ！」

「っ!?」

　不意に眼前に金属片が突きつけられる。咄とつ嗟さのことで反応が遅れる。

　だがディーヴァが突きつけてきた物は、先程とは別の手錠の鍵だった。

「……くふ」

　溜りゆう飲いんを下げたとばかりに、ディーヴァが妖あやしく笑った。

「ゆえにシリュウ、妾わらわへの最後の奉公じゃ。妾はこれより想調を解く。汝はこの娘の自由を奪い、妾の戒めを解くが良い」

「……御意」

　呑のんでいた息をそっと吐き出し、ディーヴァから鍵を受け取った。

　ディーヴァが女性兵士の体で床にうつぶせになる。シリュウは女性兵士から銃を奪い、自分を戒めていた手錠を女性兵士に嵌めて、馬乗りになった。

　その直後だ。誰だれもいなかったはずの空間に、女性がもう一人現れる。

　炎のような朱髪と、鋭く吊つり上がる紅の双そう眸ぼう。

　想調を解いたディーヴァが、シリュウの眼前に姿を見せた。

「くふ……ではシリュウ＝スィグア。妾に自由を与えよ」

　冷ややかに薄められたその双眸。首輪と腕うで枷かせと手錠、三つの戒めを施されたディーヴァがこちらを見下ろし、試すように告げてくる。

「……」

　実際試されている。だから一瞬考える。

　そして結局シリュウは、ディーヴァの手錠と、そして腕枷を外した。

「ほう？　バートレットもゼウルもおらぬというのに、妾に魔法の自由まで与えるとは」

「殿下の御み心こころにより、僕の戒めは一つ解かれました。ならば僕が解く殿下の戒めは、一つきりでは足りないでしょう」

　皮肉げに言うディーヴァに、粛々と答えた。

　無論、ディーヴァを信頼してのことではない。腹をくくっただけのこと。

　たとえ諸もろ刃はの剣であろうとも、今はディーヴァの武を利用するべきだ。

「相も変わらず、詭き弁べんの多い犬じゃわ」

　冷ややかに双そう眸ぼうを薄めつつも、どこか愉快げにディーヴァが吐き捨てた。

「まあ良いわ。これで幾ばくかの自由を得られたのじゃからのう」

　ディーヴァが余った手錠を昏こん倒とうする看守に嵌はめ、笑う。

「なれどシリュウ、自由とは常に選択を伴っておるものじゃ。自由を得た今、妾わらわ達には選択肢が与えられておる」

「はい。……おっしゃるとおりです」

　やや低い声で、神妙に答えた。

　確かにそのとおりだ。これまでは何かと制限が掛けられていた。クーデターを鎮圧する側に与くみしていたものの、それはそうせざるを得ない展開だったというだけだ。

　だが今は違う。これは単に解放されたというだけのことではない。

　自分は自由を得た。事を為なしうる立場を得た。

　──宿願を果たす為ための機会が今、眼前に用意された。

「皇帝オルドネスか、第二皇子クロードと第四皇子ローラン。どちらを敵に回そうが、妾の武は高みに近づこう。なれど、汝なんじ等らはそうもいくまい。半年前の妾との輅ロ機キ戦で、エトラが妾に踏み台になれと申しておった。ならばシリュウ、汝とエトラには、妾を踏み台にしてまで目指す何某なにがしかの頂いただきがあるのじゃろう？」

　矛を差し向ける強敵を見つけて、紅の戦せん姫きが妖あやしく笑う。

「妾の鎖を握っておるのは汝じゃ。ゆえにシリュウ＝スィグア、汝が決めよ」

　冷ややかに見下してくる紅の双眸。

　ディーヴァが豊かな胸を反らし、問い質ただす。

「皇帝とクーデター軍。こたびの件、汝はどちらに尻尾しつぽを振る？」

　問われたシリュウは、一瞬だけ息を呑のむ。

　これほどの機会はそうは無い。宿願を大きく手た繰ぐり寄せられる。亡き滅ぼさんとしていた国が今、自ら大きく傾こうとしている。

　だから是非とも選ばなければ。

　皇帝か、第二皇子と第四皇子か。この機に討ち果たすべきなのは、一体どちらなのか。

　…………ぎりっ。

　刹せつ那な、堪たまらず密ひそかに歯を食いしばる。

　自由？　選択？　どちらを討つか？……阿あ呆ほう、そんなものは考えるまでもない。

　父を殺して祖国を滅ぼした男。母を辱め死に追いやった男。今なおスィグアの民を虐げて、自分をこの国に捕囚する皇帝。

　奴やつを討つには、自分とエトラだけでは力が足りない。フィガロの系譜フイガロエルヴエの序列上位の皇子達の協力が必ひつ須すだ。

　そして今なら協力を取り付けることができる。

　妄想で終わるはずだったものが、今なら実現できる可能性がある。

　クロードのサンクトゥスとローランのハレルヤ、そこにディーヴァのアンセムを加えれば、あの絶対者を相手にしても勝機が見える──！

「……ディーヴァ様、直ちにクロード殿下を追いましょう」

　負け犬の顎門あぎとに潜む牙きば。長年研ぎ澄ませてきた、この国を滅ぼす為ための牙。

　それを密ひそやかに剥むいて、シリュウ＝スィグアは吠ほえた。

「僕達が仕えるべき主君は、──クロード殿下です」
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　相変わらず、嫌になるほど虚弱な体だ。

　独房代わりのラウンジのソファに腰を下ろすエトラは、もがいたところでびくともしない腕うで枷かせと手錠に溜ため息いきをついた。

　フィガロの系譜フイガロエルヴエの魔法を物理的に封じる腕枷は、プレートアーマーの肩口から指先までの部分に似た代物だ。板金自体は薄いのだが、輅ロ機キと同じ霊金アンジュライトで出来ているので、そう簡単に破壊できるものではない。

　魔法は左腕のどこかに傷口があれば発動できる。だがたとえ腕枷を嵌はめる前に傷口を作ったとしても、やはり魔法を放つことはできない。発動自体は可能なのだが、魔法が腕枷を破壊する前にその衝撃が腕枷内に跳ね返り、左腕そのものを破壊してしまうからだ。

　その腕枷に加えて手錠まで嵌められているので、もはや為なす術すべが無い。まあ仮に手錠が無くとも、片手で腕枷を外すことはできないのだが。

　腕枷は肩口のベルトを絞って固定する物なのだが、これを外すにはプッシュ式バックルのロック部を二カ所同時に押さなければならない。しかしその二カ所の位置が離れているため、片手では外すことができないのだ。

　半年前にもディーヴァ達にこれを嵌められたことがあった。あの時はベルトで腕枷を固定されなかったものの、組み伏せられていたので外すことができなかった。逆に今は体こそ拘束されていないが、ベルトで固定されているのでやはり外すことができない。

　……何にしても、あまり派手に動くことはできないのだけれど。

　ラウンジの扉の前から、看守がこちらを監視している。その看守を盗み見て、エトラはもう一つ溜め息をついた。

　女に対して男の看守を宛あてがうのは倫理的にいかがなものか。もちろん倫理の話をするなら、まずクーデターを起こしたこと自体を問うべきだが。

　……そもそも倫理の話なんて、復ふく讐しゆう者の私に言えた義理は無いわね。

　ふとそんなことに気付き、密かに皮肉の微笑を浮かべた。

　さておき、今の状況は復ふく讐しゆうを誓う自分達には願っても無い機会だ。他の皇族達を監禁した上で、第二皇子と第四皇子が皇帝の命を奪いに飛び立っていった。

　もしこの状況で自由を得られたなら、宿願成就に向けて大きく前進できるはずだ。

　フィガロ魔皇国の滅亡。そんな、自分とシリュウの宿願は。

　それはシリュウも気付いているだろう。おそらくどうにかして自由を取り戻して、この機会に行動を起こすに違いない。

　しかし自分は脆ぜい弱じやくだ。自力で自由になるだけの力は無い。けれどいずれ、自分の力が必要になる場面も訪れるはずだ。

　ならば今は、その場面が訪れることを信じて、待つしかない。

　そう覚悟を決めた時、突如として扉が外から激しくノックされた。

「──おい、応援に駆け付けろ！　下の階で脱走者と戦闘になっている！」

「何っ、脱走者だと!?　一体誰だれが!?」

　堪たまらず看守が扉を開ける。

「よっ、俺が脱走者だ」

　軽薄に一言そう告げると、扉をノックした脱走者が腕うで枷かせを嵌はめた左腕で看守の頭を薙なぎ払い、昏こん倒とうさせた。

　その脱走者がラウンジに入り、扉を閉める。

「さて、ここには誰が……おっと！　どうやら当たりだったらしいな。助けに来たぞ」

　こちらに気付いた脱走者が、屈託のない笑みを見せた。

　短めの金髪をひっつめたその者は、第三皇子のゼウルだ。

　……なるほど。迎えに来るとすればお義に兄い様さまだけかと思っていたけれど、こういう可能性もあったわね。

　密ひそかに妙に納得しつつ、エトラは立ち上がり、楚そ々そと笑みを浮かべる。

「助けに来てくださってありがとうございます。よくぞご無事で」

「ま、道中も別に荒事は無かったからな。そっちこそ無事みたいで何よりだ」

「ええ、おかげさまで。本当にありがとうございます、ゼウルお兄様」

　エトラは後ろ手に拘束されたまま、深々と一礼した。

　と、エトラはゼウルの手に気付く。左腕の腕枷は嵌められたままだが、手錠が無い。

「ゼウルお兄様、どうやって手錠を？」

「普通に抜けられたぞ？　親指と小指の関節を外したらどうってことはなかったな」

「そうだったのですか。さすがですわね」

　どうってことの前提条件がどうかしている。

「こういう芸当もできた方がいいかと思って、一応な」

　この兄は本当に大国の皇子なのだろうか。

「シリュウもできるはずだぞ？　ガキの頃ころに一緒に習得したからな。あいつは結局親指だけだったかもしれねえが」

「あら？　それではお義に兄い様さまも、そうも優れた技能を……？」

　……確かに万一に備えておくというのは、先見の明と言って良いものよね。

「酷ひどい差別を受けた気がするんだが」

　何な故ぜか唐突に、ゼウルがその整った顔をしかめた。

「ま、そんな訳で右手を自由にしたところで、看守を倒して手錠の鍵かぎを奪ったんだよ。けどさすがに一人じゃ腕うで枷かせまでは外せなくてな。お前の手錠を外してやるから、俺の腕枷を外すのを協力してくれ」

「ええ、もちろん。その後で、私の腕枷もお願いします」

　ゼウルが昏こん倒とうする看守から鍵を奪い、エトラの手錠を外す。そして互いに協力して、双方の腕枷も外した。

「ふう……これで文字どおり肩の荷が下りましたわ。それにしてもゼウルお兄様、よくぞ武器も魔法も無い状況でここまで辿たどり着いたものですね」

「ちょいと難しい部分もあったが何とかなった。シリュウのおかげだな」

「お義兄様の？」

「王宮からクロードが空間転移してきた時にシリュウが奮戦したからな。ここにクーデター軍の兵士の数が少ねえのは、あいつのおかげだ」

「ああ、思い出しました。あの…………ロビーでの」

　普通に上げるはずの声が、後半で不意に萎しぼんだ。

　そっと左胸に指先で触れる。……そう、あれはあの時のことだ。

　あの──またこの体に、捧ほう貢ぐを取り込んだ時の。

　……いいえ、深く考える必要は無い。捧貢を取り込むことは、より強くならなければならない私達にとっては、望ましいことなのだから。

　そう自分に言い聞かせると、短く頭かぶりを振って気を取り直した。

「納得しました。あちらに輅ロ機キがいる中でお義兄様が抵抗したのは、その為ためだったのですね」

　あの瞬間はたしか、ゼウルが号令を発し、境界面の傍そばにいたシリュウが動いた。つまり二人は今の展開を見越した上で、咄とつ嗟さに意思疎通を図っていたということらしい。

「それだけが目的じゃねえけどな。まあ何にしても、あいつのおかげだ」

　ゼウルがラウンジを見回し、顎あごに手を当てて唸うなる。

「しかし、エトラはシリュウとは別のトコに拘禁されてたのか。ま、そりゃそうか。同じ部屋に放り込む訳にもいかねえよな、色んな意味で」

　そう都合良くはいかねえな、とゼウルが肩を竦すくめた。

　だが、その肩を元に戻すと、不意に真顔になる。

「まあシリュウのことだ。俺が手を貸さなくても今いま頃ごろ脱出してるだろ」

　第三皇子がその碧へき眼がんに強い光を宿らせて、魔力の感覚を確かめるように、左の掌てのひらを開閉する。

「ここにいたのがお前で良かったよ。正直なトコ、シリュウとそのご主人様のエトラとだけ会いたいと思ってたからな。他ほかの連中は、迂う闊かつに助けたらどっちに付くか分かったもんじゃねえ」

「どっち、とは？」

「決まってんだろ？」

　長身のゼウルが、不敵な笑みを投げ掛けてきた。

　そして、問うてくる。

「──親父おやじか、兄貴二人。これから戦い合う二つの陣営の、どっちだって話だよ」

　空気が引き締まったのを、肌で感じた。

　実際、自分も先程それを考えていた。宿願を果たす為ためにはどう動くのが最善なのか。シリュウに救出してもらったとして、その後は一体何をするべきなのか。

　凛りん然ぜんと、ゼウルの顔を見上げる。

「ゼウルお兄様は、もう決めていらっしゃるのですね」

「当然。お前は？」

「ええ。私も既に、心を決めております」

　多少はどうしようかと考えた。だがやはり、辿たどり着く結論は一つきりだった。

　おそらくゼウルも同じ答だろう。

　──そして、きっとシリュウも、同じ選択をするはずだ。

「話が早いな。さすがにあいつのご主人様なだけはある」

　ゼウルが満足げに笑みをこぼした。

　そして、告げる。

「じゃあエトラ。皇帝陛下か第二皇子殿下、どっちに付くのか『せーの』で言い合おうぜ。せーの──」

　ゼウルの口が形を変えていく。同時にエトラも言葉を紡ぐ。

　第三皇子と第九皇女、シリュウと近しい二人は声を揃そろえ、こうと答えた。

『────皇帝陛下』









　　　　第三章◆すれ違いの異床同夢






　一般開放用と思われるラウンジに、シリュウの声が響き渡る。

　昏こん倒とうする看守と、シリュウに馬乗りになられた若い女性兵士。クロード麾き下かの二人を手錠で拘束したまま、そのクロードに仕えるべきだと、シリュウはディーヴァに宣言した。

「ほう、敵は皇帝オルドネスか。ならばオルドネスを弑しいした暁には、クロード達には妾わらわを復権させることでも求めようかのう」

　シリュウの宣言に、ディーヴァが満足げにくつくつと笑った。

　一方シリュウも顔を伏せ、密ひそかにほくそ笑む。

　これでいい。エトラやゼウルも、確実に同じ考えのはずだ。

　今はこうすることが、自分達の宿願の成就を手た繰ぐり寄せる為ためには、最善なのだ。

「クロード達に与くみするのじゃな。ならばこの場をうろつく野の兎うさぎどもも、わざわざ狩ってやる手間が省けよう」

　ディーヴァが組み伏せられた女性兵士を見下ろす。

「娘、聞いておったな。これより妾とシリュウもクロードの力となろう。クロードの麾下の者どもには、妾に手向かいするでないと申し伝えるが良い」

「く……っ！」

　床に這はいつくばう兵士が、歯は噛がみしてこちらを睨にらみつける。

「お断りします……！　ディーヴァ殿下の私達への狼ろう藉ぜきはもちろん、シリュウ殿下には同胞を何人も殺あやめられているのです……！　今更私達が、あなた達に従うとでもお思いですか！」

「…………ほう？」

　凍いてつくほどに冷ややかに、ディーヴァが若い女性兵士を睥へい睨げいする。

「犬は吠ほえるじゃろう。人も吠えるじゃろう。……なれど、か弱き野兎が吠えたてることなど、妾は知らぬわ」

「っ……!?」

　貫き通すような苛か烈れつな眼光。ディーヴァに見下ろされる兵士が目を剥むき、歯を食いしばる。

「お待ちください、ディーヴァ様」

　そこへ、シリュウは言葉を差し挟んだ。

　……何をしているのだこの皇女は。わざわざ敵を増やしてどうする。

　そんな感情はおくびにも出さず、シリュウは女性兵士のポケットをまさぐり、そこに収まっていた通信機を彼女の眼前に置く。

「僕に思うところがあるのは当然だ。だが謝罪するつもりもない。あれは僕が君達と敵対していた時の行動だからだ。だが今は違う。拘束を解くから、僕達が味方についたことを仲間に通達してくれ。もし君達が歯向かってくるならば、ディーヴァ様と僕は出立する為ために、この空港を占拠しなければならなくなる」

「な……！」

　女性兵士が声を詰まらせ、ディーヴァを見やる。たった二人でも空港の占拠が可能だということを理解しているのだろう。

　先程まではディーヴァを拘束していた。だが今、ディーヴァは魔法を取り戻しているのだ。

　シリュウは女性兵士の背中からどく。

「僕達はクロード殿下のもとに馳はせ参じる。たとえ君達がそれを許さなくてもだ。ただ、よく考えてくれ。ディーヴァ様がクロード殿下と共闘することを阻止するのは、君の主君にとって大きな不利益になるはずだ」

「……くっ。……御意」

　どうやら観念したらしい。うつ伏せの女性兵士が歯は噛がみして、無念そうに頷うなずいた。

　だが。

「…………戯たわけ。それで手打ちとなるはずなどないわ。野の兎うさぎの分際で妾わらわに物申したこやつの罪、働き一つで償えるものではない」

　その時、底冷えする声がラウンジに響いた。ディーヴァだ。

　ディーヴァが実に冷ややかに、口を三日月形にする。

「シリュウよ。この娘には機会が必要じゃろう。その身を尽くして妾の一助となる為の、詫びの機会がのう」

「……っ!?」

　詫びの機会。その言い回しに、半年前までの出来事が脳裏をよぎった。

　その予感が正しかったことを証明するように、兵士を睥へい睨げいしていたディーヴァが妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

「この娘、なかなかに見目は悪くない。歳としを考えても可能性はあろう。妾の捧ほう貢ぐは生娘の破は瓜かの血じゃ。こやつが生娘ならば、詫びとしては充分じゃ」

「な……」

　堪たまらず娘が細い声を漏らす。シリュウも思わず身を強こわ張ばらせる。

　す──、とディーヴァが双そう眸ぼうを薄くして、手錠を嵌はめられた娘を見下ろす。

「これより妾は絶対者に挑む。ならばなおのこと武の高みに至る必要もあろう。……こやつが生娘か否か、妾が直々に確かめてくれるわ」

　そう言って、ディーヴァが膝ひざを落とし、娘の頬ほおを艶なまめかしく撫なでる。

「ひ……」

　思わぬ事態に娘が怯おびえる。か細い声で息を呑のみ、か弱く体を震わせ始める。

　一方、シリュウも身を震わせる。

　…………おい、やめろ。フィガロの系譜フイガロエルヴエは結局それか。

　奴やつが母上にやったことを……他ほかの女にもまた繰り返すのか！

「──そこまでです、ディーヴァ様」

　堪たまらず、シリュウは娘を撫なでるディーヴァの腕を掴つかんだ。

　そしてうやうやしく一礼して、顔に笑みを張り付かせる。

「お言葉ながら申し上げます。この者はこれより同志となる者です。手荒な真ま似ねはお控えください。むしろ彼女が仲間から責めを受けないよう、ディーヴァ様のお名前で一筆書き添えておくべきと存じます」

　ディーヴァの鋭い双そう眸ぼうが、ゆっくりとこちらを見やる。

「……ほう？　汝一人では輅ロ機キも駆れぬというのに戯言たわごとを。汝なんじは妾わらわの武を恃たのみながら、妾の武を高める機会を見過ごせと抜かすか」

「はい。それが最善と申し上げております」

　その睥へい睨げいを真正面で受け止め、言葉に力を込める。

　あのような真似は許さない。半年前とは訳が違う。













　一度は剥むいた牙きばだ。必要とあらば、何度でもその喉のど笛ぶえに突き立ててくれてやる。

　そんなシリュウに、ディーヴァは。

「ほう。……くふ」

　やがて妖あやしげに、笑った。

「シリュウよ、今や妾わらわも犬に成り下がった。なれど犬ゆえに、多少は鼻が利くようにもなったわ」

　その首輪の存在を強調するように、眼前のディーヴァが顎あごをしゃくり上げる。

「シリュウ＝スィグア。妾の生殺与奪の権利は汝なんじが握っておる。汝を虐げた憎き女が、汝の言葉一つで股またぐらすら開かざるを得ぬようになっておる。なれど、汝は決して妾に手を下さぬ。決してな」

　じっと細腕を掴つかむ右手。その手をディーヴァは振りほどかない。

「汝はその手で多くの敵を殺あやめてきた。大義や軍務や怨えん恨こんばかりではなく、時には自らの損得のみに判を委ゆだねて、情け容赦なく殺めてきた。なれど、その汝が手心を加える相手がおる。──女、じゃわ」

　至近距離で見つめ合う、かつての主君と忠実なる負け犬。

「かつて汝は、不能であるなどと吠ほえておったのう？」

　三日月形に唇を歪ゆがめ、ディーヴァが妖しく冷笑する。

「なるほど。汝は確かに、不能じゃわ」

「はい。あなたを欺いたことなど、僕にはありません」

　そっとディーヴァの手を離し、シリュウは毅き然ぜんと答えた。

「……くふ。そうじゃったのう」

　ディーヴァがなじるように瞳ひとみを薄くする。

　だがそれも数秒のこと。娘への興味が失うせたとばかりに立ち上がり、悠然と腰に手を当てた。

「ならば行くとするかのう。なれど妾には無用じゃが、汝には武器が必要じゃな。汝の剣は折れたが、拘束されておるフィガロの系譜フイガロエルヴエより取り上げた武器がいずこかにあろう。それもこの娘に用意させるが良い」

「いいえ、彼女から取り上げた銃も返します。武器を提供しろと申せば、これより味方となる彼かれ等らの信頼を得ることが難しくなるでしょう。僕は彼等の仲間を斬きり伏せておりますので」

　武器は必要だが、ここでは敢あえてそう言っておいた。信頼はこうして勝ち取るしかないだろう。

　それに実のところ、武器なら当てがある。

「それではディーヴァ様。先程申したとおり、一筆書いていただきたく願います」

　ラウンジに備え付けられていたメモ用紙を二枚破り、机上のペンも二本取る。その一組をディーヴァに渡すと、二人でメモにペンを走らせた。

　うつ伏せの女性兵士の手錠を外し、銃や通信機を返すと共に一筆書いたメモを渡す。

「く……っ」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で、女性兵士がメモを受け取る。そして通信機を使い、空港を占拠する仲間達に、シリュウとディーヴァがクーデター軍に付いたことを通達した。

　これで自分達は自由になった。そしてこれから、宿願の成就を手た繰ぐり寄せる為ための戦いが始まる。

　自分とエトラが長年夢見てきた、宿願を。

「……」

　ふとその時、思考が復ふく讐しゆう心とは切り離された。

　エトラのことだ。去り際は凛りんとした姿を見せていたが、やはりどうも最近のエトラは様子がおかしいことがある。どうかしたのかと尋ねたこともあったが、結局煙に巻かれてしまった。

　エトラは無事だろうか。酷ひどい扱いは受けていないだろうか。

　やはり迎えに行って解放して、行動を共にするべきか。

　シャッターの下りたラウンジを見回し、少し考えて結論を出す。

　……いや、やめておくべきだ。

　現状、クーデター軍の自分達への信頼はほとんど無いと思っておいて間違いない。そんな中で下手にエトラを解放しようとすれば、クロード達を裏切るつもりだなどと受け取られかねない。そんなことになれば、二人の宿願が遠のいてしまう。

　それにエトラの扱いも、そうは悪くないだろう。何せスィグアの負け犬の自分ですら、無意味に虐げられていないのだ。クーデター軍が皇帝を打倒した後の新体制にエトラ達を組み込むつもりなら尚なお更さらだ。ある意味では、拘束されている方が安全かもしれない。

　とはいえ、合流した方が戦力的には大いに助かるというのが本音だ。エトラが自分の血液を必要としているのと同様に、やはり自分にもエトラが必要だ。

　なるべくなら傍そばにいたい。しかし自分には判断が難しい。いざという時に、果たして傍にいてもらった方が良いのか、悪いのか。

　結論に迷った。すぐには答を出せそうになかった。だがいつまでもここにいたのでは、何も果たすことができない。

　だから思った。

　ならばここはいっそあの男に──ゼウルに委ゆだねるべきだ。

　おそらくゼウルもうまく脱走することだろう。ならばエトラのことはゼウルに任せるとしよう。

　あいつなら自分よりうまく立ち回るに違いない。それに自分に本性を曝さらけ出させたあいつになら、エトラも抱え込んでいるものを打ち明けられるかもしれない。

　そして何よりあいつは強い。剣での勝負ですら、自分はあいつに負け越している。

　だからエトラも、あいつの傍そばにいた方がいい。

　エトラを一番守ってやれるのは、……それはおそらく、あいつだ。

「……」

　エトラを一番守ってやれる男が、自分ではない。

　自ら出したその推察に、何な故ぜか一瞬、思考が凍り付いた。

「どうしたのじゃシリュウ。珍しく険しい顔をしおって」

「へ……？　あ、いいえ。……申し訳ありません」

　ディーヴァの声で我に返り、詫わびた。

　指に痛みを覚える。いつしか拳こぶしを固めてしまっていた。その拳と表情を元に戻し、頭を切り替える。

　とにもかくにも、エトラのことを思えばそうするべきだ。あの男になら、時が来るまでエトラのことを預けられる。

　ならば自分はその時まで、自分にできることを果たすまでだ。

「それではディーヴァ様、参りましょう」

　粛々と促すと、シリュウはディーヴァを連れてラウンジの外を目指す。

　そしてふと、扉の向こうへと足を踏み出しながら、初めてゼウルと全力で切り結んだ時のことを思い出した。
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　世界一美しいと称される、洗練された栄華と輝かしい伝統を誇る都市パルネ。その街の中心では今、爆撃でも受けたかのように、砂さ塵じんが盛大に舞い上がっている。

　そんな中、シリュウは片手剣競技デュエルのコートが三面入る屋内闘技場で、義ぎ兄けいと対たい峙じしている。

　母を亡くしてから三年。身寄りの無いシリュウが義理の兄弟の家に放り込まれるのも、これで五度目となっていた。

　シリュウを呼び出したのは、第十八皇子のゼウルだ。皇帝オルドネスの初陣は十四歳の時だったが、幼少期から『黄金こがねの神童』と謳うたわれてその才を見込まれていたゼウルは、父よりも早い十二歳という異例の若さで初陣を飾った。その初陣でゼウルは目覚ましい活躍を遂げて、第十八皇子の地位を得ることとなった。

　一方シリュウは、徹底してスィグアの負け犬として過ごしていた。復ふく讐しゆうを果たすべく密ひそかに鍛錬して己を磨きつつ、下手に警戒されないようにその実力を隠していた。デュエルにおいてゼウルやその麾き下か達と手合せをする機会もあったが、全力を尽くすフリをしながら巧みに負けておいた。

　だが、そのように目立たないように過ごしていたある日。シリュウは密かに呼び出されて、こうしてデュエル用の模擬剣を片手にゼウルと対たい峙じすることになった。

　闘技場の外が騒然としている。城の庭に置かれた輅ロ機キリヒトに対して呼び掛けているのだろう。ゼウルがまだ想そう調ちようしていると思い込んで、下りてきて事情を説明するように説得しているらしい。

　パルネには、象徴的な塔があった。フィガロ魔皇国の前身であるエスノワ共和国が、この街で万国博覧会を催した際に建造した塔が。技術の粋すいを結集し、当時では世界一の高さを誇る人口建造物となった、この国の権威を象徴していた塔だ。

　あの塔はこの街の、ひいてはこの国の歴史と権威の証明であり、何より誇りであった。

　そんな物をどうにかすれば、たとえ皇子といえども皇帝によって過去の功績を剥はく奪だつされてしまうだろう。そのくらいのことは、この少年にも分かっていたはずだ。

　だがその塔を、ここに来る直前に──ゼウルがリヒトで破壊した。

　訳が分からない。何を考えているのだこいつは？

　だからさすがに尋ねた。何が目的だったのですかと。どうして殿下はたった今、あのような真ま似ねをなさったのですかと。

「──お前に本性を曝さらけ出させるためだ」

　毅然。こちらを鋭く見据えたまま、ゼウルが堂々と答えた。

　さすがに唖あ然ぜんとした。何だこいつは？　何を言っている？　自分のしでかしたことの意味を分かっていないのか？

「手加減されるのは勘弁だ。お前の全力を引き出したい。お前の本性を曝け出させて、殺すつもりで俺と戦わせたい。だから賭かけた。こうすれば俺の前でだけは、お前がその忠実なる負け犬の仮面を外すんじゃねえのかって」

　ゼウルが人差し指を立て、一語一語を強調するように言葉を続ける。

「そして、賭けがもう一つ。本気を出したお前は、俺の相手ができる逸材なんじゃねえのか、ってな」

　一瞬、心臓が跳ねた。

　まずい。本性を知られたのか？　隠していた実力も見抜かれてしまったのか──？

　本来であれば、そう不安になるはずだった。だが心臓が跳ねたのは別の理由だ。

　……得体が知れない。訳が分からない。

　自分の復ふく讐しゆう心に気付きながら、この少年の態度からは、糾弾の意思を感じない。

「麾き下かの誰だれも皇子の俺に本気を出さねえのは気付いてた。まあ公然の事実ってやつだな。誰も本気じゃねえことを、誰もが知っている」

　邪気など微み塵じんも感じない、得意げな少年の堂々たる口調。

「だが、お前に関してだけは違う。誰もがあれがお前の実力だと騙だまされてる。けどそんなもんは連中がその程度だからだ。俺の目はごまかせねえよ」

「……いいえ、思い違いです。僕は実力を隠してもいなければ、仮面もかぶっていません」

「ああ、お前はそう言うだろう。俺もただでお前に全すべてを曝さらけ出せとは言わねえよ。これは賭かけだ。俺はお前が逸材だという直感に賭けた。お前がフィガロ魔皇国を恨み続けている可能性に賭けた。──賭けるチップは、第十八皇子の地位だ」

　更に心臓が跳ね上がった。向こう見ずな皇子の、確固たる口調。

「俺はこの国の象徴をぶっ壊した。ある種の反乱だ。さすがにこれまでの功績は間違いなく剥はく奪だつされる。だが構わねえ。俺は、お前に賭けたんだ」

　迷いも恐れも匂におわせない、僅わずか十二歳の少年の毅き然ぜんとした姿。

　その揺るぎない言葉と眼まな差ざしが、真まっ直すぐこちらを貫いてくる。

「……そんなことの為ために、皇帝の座をみすみす遠のかせたのですか」

「そんなことじゃねえ。俺には相手が必要なんだよ。俺にかしずく麾下じゃなく、俺の隣に並び立つ相手が」

　その碧へき眼がんに映るものは、眼前の自分と遥はるかな未来。

「忠実なる負け犬。お前の仮面の下にはどんな顔がある？　フィガロが憎いか？　恨んでいるか？　俺達を亡き滅ぼさんと強く切実に希こいねがっているか？　お前が弱者ならどうでもいい。だが強き者ならそうであれ。俺達を恨みながら、俺の隣を共に歩め。そしていずれ、俺が全てを統べる覇者となった時──俺の隣に並び立ち、俺を戒める一振りの剣となれ」

　闘技場に響き渡る、若き皇子の芯しんの通った声。

「そんな相手を俺は求めている。そして俺は賭けたんだよ──お前にな」

　為政者の眼差しはそのままだ。しかしこちらを見つめる魔皇国の皇子は、秘密基地を見つけた少年のように、屈託なく笑っていた。

　もう一つ、心臓が跳ね上がった。

　いや、一つきりではない。鼓動が早鐘を鳴らし、掌てのひらに汗が滲にじんでくる。

　何な故ぜあの塔を破壊したのか。先程までは分からなかった。だがもう分かった。

　愚かなのだこいつは。自分とはまるで相あい容いれない。

　たかがそんなことの為に、第十八皇子の地位を捨てるというのか──。

「──阿あ呆ほうめ。自ら磨いた剣でその首を斬きり落とすつもりか？」

　その態度に、ゼウルが一瞬目を丸くした。

　だが皇子はやがて、実に満足げに笑う。

「賭けっつっただろ？　斬きり落とせるかどうかはまだ分かんねえよ。どれだけ磨こうが、お前がなまくらなら賭かけは負けだ」

「何が賭けだ。貴様の道楽なんぞに興味は無い」

　デュエル用の剣を握り直し、す、と双そう眸ぼうを薄くしてゼウルを見据える。

「だが、奴やつの未来ある息子を全力で叩たたき伏せるというのは、実に魅力的な話だ」

　上等だ、とばかりにゼウルが笑い飛ばす。

「おいおい、まさか黄金こがねの神童に勝てるつもりでいるのか？　全力を尽くさなかったのはお前だけじゃねえんだぞ？」

　右手の剣をゼウルが構える。

「来いよ負け犬。復ふく讐しゆうしたけりゃかかってきな」

　シリュウも剣を右手に構える。

「仰せのままに、黄金の阿あ呆ほう。その喉のど笛ぶえを噛かみちぎってやる」

「おう。じゃ、尋常に──」

「ああ。ならば、ルール無用で──」

　遠く響くは外の騒乱。闘技場で二人、少年達が剣を片手に鋭く睨にらみ合い、

『────勝負!!』

　互いに弾はじけるように疾駆して、初めて全力で切り結んだ。




　剣ならば、全力を尽くせば誰だれにも負けはしない。シリュウには既にそうした自負があった。しかしこの義ぎ兄けいには、一矢報いるだけで精いっぱいで、結局敗北を喫してしまった。

　この後、ゼウルは裁きを受けることになる。『国威の象徴を穢けがしていたずらに己の武威を誇示した』として、これまでの功績の全すべてを剥はく奪だつされることになる。

　だが、そんな義兄の一撃を受けて意識を手放す直前、シリュウはゼウルの宝の地図を見つけた子供のような、実に誇らしげな声を聞いていた。

「──デュエルも賭けも、俺の勝ちだ」
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　ラウンジから抜け出したシリュウは、ディーヴァと共にターミナルの二階を歩いていた。

　この空港に到着した時もそうだったが、今は輪をかけて出歩く人影を見ない。たまに別のラウンジの扉の外に看守が立っているくらいだ。

　クーデター軍の兵士の数が少なすぎるのだろう。そもそも皇族への看守が各人一人だけという時点で人数不足は明らかだ。

　兵士は数十人この空港へと乗り込んできたはずだが、他の兵士は皇族が連れてきた手勢を監視しているのだろう。人手が足りないものの、仕方ないのでこの人数でしばらく回し、後で到着する王宮からの応援を待つつもりなのだと思われる。

「こうも閑としておると異様じゃのう。兵の数が足りぬのは、汝なんじの勇み足が原因じゃわ」

　静まり返るターミナル。そこに悠然と足音を響かせて、ディーヴァが双そう眸ぼうを薄くする。

「時にシリュウ。クロード達と合流するならば、輸送を担う者どもを解放せねばならぬはずじゃろう？　あやつらは一階に監禁されておるそうじゃが、何ゆえに汝はここを歩いておる」

「先程のロビーへ向かいます。武器の調達が目的です」

「ぬ？　武器じゃと？」

「はい。クーデター軍から借り受けずとも、当てがございますので」

　言葉で語るより、これを読んでもらった方が早いだろう。シリュウはラウンジで綴つづったメモをディーヴァに手渡す。

　すると、メモに目を通したディーヴァが、どこか愉快げに呟つぶやいた。

「……ほう？　汝には妾わらわのみならず、クロード達もが踏み台に過ぎぬということか。汝が心より尻尾しつぽを振る相手など、結局はエトラとゼウルのみなのじゃな」

　メモを返しながら、ディーヴァが口を三日月形にする。

　シリュウは無言のまま、ただ粛々と一礼してみせた。

　そうする間にロビーに到着した。ブリーフィングを行おこなった例の長なが椅い子すが二列で並んでいる。

　その長椅子の裏にある植え込みのプランターの下を、シリュウは床を這はって確認する。

「ありました。武器です」

　プランターの下に手を伸ばし、武器を取り出して身に付けた。

　ずしりと腰に重みが掛かる。これまで使っていた物よりも、この剣の方がいくらか長い。

　その長尺の剣を見て、ディーヴァが再び愉快げに笑った。

「なるほどのう。先程のメモから察するに、その剣をあの時、ゼウルがそこに忍ばせておったのか」

「はい。クロード殿下が麾き下かを連れて空間転移してきた、あの時に」

　あの時、自分はゼウルの号令と同時に吶とつ喊かんした。境界面から殺到しようとしていたクーデター軍を相手に派手に立ち回った。

　もちろんそれは、クーデター軍がこちらに渡ってくるのを防ぐ為ためだ。しかし理由はそれだけではない。そもそもそれだけなら、ゼウルも共に立ち回っていたはずだ。

　だがゼウルはそうしなかった。あの瞬間、ゼウルは後にこうした展開が訪れることを見越して、自分を目くらましにして武器をここに隠したのだ。

《絶・紅海渡渉パサージユ・ドウ・ラ・メール》が発動した以上、この場に輅ロ機キが登場することは明らかだった。だがさすがに輅機に対抗する手段など、あの時の自分達には無かった。

　だからゼウルは戦わずに、こうして後の展開に向けて布石を打っておいたのだ。

「小こ賢ざかしい知恵ばかり回しおるわ。なれどそれはゼウルの剣じゃろう。汝なんじが持ち出しても構わぬのか？」

「構いません。ゼウル殿下は魔法のみで全すべて事足りるお方です。殿下がこれを隠したのは、元より僕に貸し与える為ためです」

　あいつに限れば武器など要らない。それでも自分には必要だろうと、あいつはこうしてここに用意してくれた。

　あの義ぎ兄けいは昔から、そういう男なのだ。

「くふ……涙ぐましい兄弟愛じゃのう。その片割れは、卑しきスィグアの負け犬じゃというのに」

　だがそれを、飼い犬に成り下がった女がからかうように笑った。

「なれど今は国が割れようとしておる時。ゼウルにしてもエトラにしても、汝が尻尾しつぽを振る主あるじ達が、こたびも汝と同じ勢力に付いて共闘するとは限らぬ」

　冷笑を浮かべて、ディーヴァが問う。

「シリュウ＝スィグア。もしゼウルやエトラが汝と敵対することになれば、汝はあやつらにも弓引くつもりか？」

　底意地悪く紡がれる、かつての主君の無粋な言葉。

「僕の主君はエトラ様です。エトラ様がご意志を示されたなら、それこそが僕の意志でございます」

　忠実なる負け犬は、胸元に拳こぶしを添えて毅き然ぜんと答えた。

「戯たわけ。半年前の汝に聞かせてやるが良い」

　ディーヴァが低く吐き捨て、踵きびすを返して歩き始めた。

　悠然と姿勢良く歩む、長い朱髪の元第五皇女。その美しい後ろ姿を見つめ、シリュウは密ひそかに冷笑する。

　阿あ呆ほうめ。同じ宿願を抱いだくエトラと、そして負け犬の俺に力を与えたゼウルだぞ。

　あの二人が俺と道を違たがえることなど、ある訳がないだろうが。

　そう一笑に付すと、シリュウもディーヴァを追って階下を目指し始める。

「！　ディーヴァ様！」

　叫んだ直後に乱射音。マシンガンによる襲撃だ。

　クロードの麾き下かの兵士だ。吹き抜けの三階からこちらに向けて連射してくる。周囲の床やプランターの縁が小さく弾はじけ飛んでいく。

　だが二人には命中していない。兵士がこちらに銃口を向けていたことに気付いたシリュウは、すんでのところでその身とディーヴァを大きなプランターの裏に引きずり込んでいた。

「……不能の犬の割には、随分と女を乱暴に扱うものじゃのう」

　銃弾の雨の中、無理やり物陰に引きずり込まれたディーヴァが顔をしかめた。銃撃の直前で左手をかざそうとしていたので、襲撃にも気付いていたのだろう。

「ご容赦を。それに敵は上だけではありません。先の角の裏にも二人潜んでいます」

　腰の剣を鞘さやから抜いて、乾く唇を軽く舐なめた。

　自分達がクーデターに加担しようとしていることは通達されているはずだ。だがやはり納得がいかないのだろう。足並みを揃そろえずに、こうして勝手に歯向かってくる兵士もいるようだ。

「野の兎うさぎ風情ふぜいが煩わしい。一撃までなら誤射とでも抜かすつもりか」

　ディーヴァが実に不愉快そうに吐き捨てた。

　そして、既に浅い傷の付いている左手の甲を前方に掲げて、放つ。

「ならばこちらも誤射をくれてやるわ。《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

　ディーヴァの傷口から魔法が発動。物陰から放たれた神速の矢が弧を描き、中空を貫いて三階へと飛ぶ。

　直後、短い悲鳴と同時に銃撃がやみ、三階から骸むくろが落下した音が低く響いた。

　魔法とは、形あるものを形無いものに、形無い想おもいを形あるものに変換する現象のことだ。そして魔法は、簡単なものであれば任意の軌道を描くこともできる。

　ディーヴァの左腕に流れる血液を代償とした魔法は、障害物を避けて三階の敵を仕留めていた。

「まったく不興な真ま似ねを。……こうとなれば、目にした者全すべてを始末した方が早いのう」

　ディーヴァが苛いら立だたしげに瞳ひとみを薄くした。

　……阿あ呆ほうめ、そんな真似をされては台無しだ。これは魔皇国の滅亡を大きく手た繰ぐり寄せる千載一遇の機会なのだぞ。

　貴様には戦いの場をくれてやる。代わりにその武勇を利用させてもらう。勝手な真似など、許す訳にはいかない。

　シリュウは忠実なる負け犬の顔で、粛々とかしずいてみせる。

「ご自重くださいディーヴァ様。僕達はこれから、クロード殿下に取り立ててもらわなければならないのですから」

「取り立ててもらう？……くふ、よくも抜け抜けと」

　冷ややかに、かつての主君が笑った。

　だが、そこで矛を収める。

「なれどそうじゃったのう。それに妾わらわが尊血を賭として戦うべきは獅し子しのみ。野の兎うさぎごときになど、血の一滴すらもったいないわ」

「賢明で寛大なるご判断、誠にありがとうございます」

　物陰に潜んだまま、深く頭こうべを垂れた。

　それでいい。下手に掻かき乱されては困る。うまく立ち回って、事をこちらの思惑どおりに果たさせてもらおう。

　その為ためにも、この場は自分が露払いをやり遂げなければ。

「ここでお待ちください。道を開いて参ります」

　密ひそかに笑みを浮かべると、顔を戻して頭を上げる。

　そして抜き身の剣を握りしめて、物陰から弾はじけるように飛び出す。

　刹せつ那なの疾駆。床を蹴ける。瞬く間に角に迫る。

『な──っ!?』

　機先を制された兵士二人がたたらを踏む。慌ててマシンガンを構える。

　だが既に剣の間合いだ。借り受けた剣が二度閃ひらめき、兵士二人がその場に倒れ伏した。

「それではディーヴァ様。参りましょう」

「うむ。ならば手向かう者がおれば、汝なんじが始末するが良い」

　物陰から出てきたディーヴァが、左手の傷を舐なめながら合流する。

　そして二人は再び、階下を目指して歩き始めた。




　皇族各人が連れてきた手勢が監禁されていたのは、空港の職員用の食堂だった。

　食堂では荒事にはならなかった。シリュウはクロード麾き下かの兵士の監視のもと、エトラの輸送機の乗組員を解放させた。

　さあ、魔皇国の滅亡への一歩だ。目的を果たすべく、まずはクロード達と合流しなければ。

　シリュウはエトラの輸送機であるＴＬ－４にアンセムを積み込むと、クロードとローランを乗せた輸送機を追って、空港から飛び立った。
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　ガラス張りの外壁の向こうに、広大な滑走路が横たわっている。その滑走路から輸送機ＴＬ－４が飛び立っていく姿を、エトラはターミナルの二階の端から目撃した。

　今のは自分の輸送機だった。シリュウが脱走に成功して、クロードとローランを追っていったのだろうか。もしそうだとすれば、輅ロ機キも無いのにどうするつもりなのだろう。

　いや、あの義ぎ兄けいのことだ。何かしら手段は講じているのだろう。

　こうして別行動にはなったが、目指す未来は二人とも同じはずだ。自分も自分に与えられた場所で、宿願の成就を手た繰ぐり寄せるべく力を尽くすとしよう。

　そう決意を新たにして、再びエトラはゼウルと共にターミナルを進み始めた。

「《鉛防壁プロン・エズイド》！」

　刹せつ那なに銃口が二つこちらに向けて火を噴く。クーデター軍の兵士二人が自分達に気付き、通路の角に身を隠しながらマシンガンで銃撃してきた。

『──ぐおっ!?』

　だがそれより先にゼウルが鉛の障壁を展開。その障壁を兵士目掛けて発射。高速で飛ひ翔しようする障壁が角を抉えぐりつつ兵士を轢ひき倒す。

　崩落音が響く。粉ふん塵じんが舞い上がる。その中をゼウルが瞬時に駆け抜け、障壁を消して敵兵の足を銃で撃ち抜いて飛び掛かる。

『ぐああああああっ！』

　耳をつんざく兵士二人の絶叫。ゼウルが次々と二人の両りよう肘ひじの関節を外し、手放されたマシンガンを《炎爆弩プロズ・デクラ》で消し炭にした。

「見つかっちまったか。エトラ、少し急ぐぞ？」

　兵士二人の奇襲を一瞬で返り討ちにしたゼウルが、飄ひよう々ひようとこちらに振り返った。

「は……はい、ゼウルお兄様」

　出遅れたエトラは、小走りでゼウルに駆け寄る。

　ゼウルが看守から奪っていた銃を懐に収め、二人で足早に進軍を再開した。

「……」

　エトラはちらりと背後を見やる。

　足を撃ち抜かれ、両肘を脱だつ臼きゆうさせられた兵士達。二人は立ち上がることもできず、床で悶もん絶ぜつしていた。

「ん？　どうしたエトラ？」

　数歩先行するゼウルが無造作に振り返ってきた。

「……いいえ、少し」

　エトラは顔を戻し、ゼウルに並び掛けて周囲に目を配る。

「……守っていただいた私が言うことでもありませんが、彼かれ等らにそこまでする必要があったのですか？　ゼウルお兄様ほどの力があれば、足止めだけでも充分だったのでは……」

「は？」

　と、ゼウルがきょとんと目を丸くして、そして。

「ははは！　凄すげえ、ホントに聖女様なんだなお前は。自分が神なんぞの子供じゃねえから二つ名なんてのはお飾りだとばかり思ってたよ。まあ二つ名って言っても、俺のは一瞬で消えちまったがな」

　元黄金こがねの神童が、珍しい物を見たかのように笑い声を上げた。

「……何も笑うことはないではありませんか。お義に兄い様さまから、あなたが弱者にも慈悲深いお方だと聞いていただけです。ですので今も、手心を加えるのではないかと」

「ま、そうしてやりたいのもやまやまなんだがな。さすがに見過ごしたせいで背後から襲われまくるってのは勘弁だ。つーか慈悲なら充分深いだろ？　殺した方が手っ取り早いんだぞ？」

　そう飄ひよう々ひようと言ってのけるゼウルに、一瞬面めん喰くらった。

「……やはり意外です。仮にも自国の兵を殺あやめるという選択肢が、ゼウルお兄様にも存在していたことが」

　ゼウルともそこまで交流がある訳ではない。たまに会合で顔を合わせるだけだ。伝え聞いていたのも、武勇や政治姿勢の評判と、シリュウによる過去の逸話くらいだ。

　だがそうして出来たイメージと、目の前のゼウルが微妙に一致しない。

「おいおい、俺を何だと思ってるんだよ。『第三皇子』ってのがどういうことか分かってねえのか？」

　大おお袈げ裟さに肩を竦すくめたゼウルが、屈託のない笑みを浮かべて、告げる。

「単純計算で言って、俺は三番目に多くの人間を殺してきた皇子なんだぞ？」

「……そう、ですね」

　思わず息を呑のみ、噛かみしめるようにそっと、左胸に指で触れた。

　そうだった。眼前の兄は第三皇子だった。

　そして自分も今や、第九皇女なのだ。

　ゼウルがおどけるように頭かぶりを振る。

「そもそも俺は基本的には嫌な人間だぞ？　変に持ち上げるなよ」

「……そうでしょうか。ゼウルお兄様の治政は、フィガロ人ではない民にも支持されていると聞いておりますが」

「そんなもん、それこそ政治的な判断の結果だ。ホントの俺は意地が悪い奴やつだぞ？　お前は兄弟に対して『ゼウルお兄様』みたいに名前込みで呼んで区別をつけてるが、ただ『おにいさま』と呼ぶ時はいつもシリュウのことを指してるんだな──そんなことをわざわざ口に出してツッコむくらい意地が悪い」

　……ぴし。時が一瞬止まりかけたが、エトラは満面に笑みを湛たたえて答える。

「ええ、何も不思議ではないでしょう？　お義兄様は私の親衛隊長で、兄弟の中でも特別私のお傍そばにいらっしゃる方ですもの」

「おっと、そりゃそうだ」

　ゼウルが妙に大袈裟に納得した。……何かとても気に入らない。

　ひとまず密ひそかにひと睨にらみして、気を取り直して先へと進む。

　ターミナルの二階を中央へと歩く。そちらにあるのは、ブリーフィングをした例のロビーだ。

「ま、結局他人のことなんて、分かるようで分からねえもんだろ」

　歩を進めながら、ゼウルが不意に口を開いた。

　そして、言葉を続ける。

「それに、やっぱり俺には慈悲なんざ無えよ。なんせ俺は今度────」




　乱射──！




　ターミナルに響く射撃の轟ごう音おん。ロビーの方から兵士が四人現れた。

「おっと、またお出ましか。さっき騒ぎになっちまったもんな」

　ゼウルが物陰にエトラを引きずり込み、自身は応戦しに飛び出していく。

「…………《風斜矢ヴアン・デクラ》！」

　一瞬放心してしまったエトラも、我に返って魔法を放った。

　不可視の矢が弧を描いて兵士のマシンガンを貫く。その援護を受けてゼウルが瞬く間に場を制圧していく。













　輅ロ機キを駆らずとも無類の強さを誇る第三皇子。その圧倒的な背中を見つめて、エトラは口を噤つぐむ。

　先程のゼウルの言葉は射撃音と被かぶった。

　だが隣にいた自分には、辛うじて掻かき消されることなく──耳に届いていた。

「…………」

　思うところはある。だが先程聞こえたその言葉を、エトラは一いつ旦たん棚上げすることを決める。

　……今は、ゼウルお兄様と一緒に、目的を遂げなければ。

「よしエトラ、先に進むぞ」

「はい」

　敵兵を制圧したゼウルを追って、エトラは凛りん然ぜんと足を踏み出した。





　　　　　　　●






　小一時間ほど前にブリーフィングを行おこなっていたロビーに、エトラはゼウルと共に戻ってきた。

　ゼウルが床を這はい、プランターの下を覗のぞき込む。

「さーて？　さっき輸送機で飛んでいったのはシリュウなのかどうか。おっ？　喜べエトラ、やっぱりあいつも脱走してるみたいだぞ」

「やはりそうだったのですね。ですが、どうしてそうだと分かるのですか？」

「俺がここに隠しといた武器が無くなってるからな。あいつが脱出した時の為ために置いといたんだよ。で、その代わりなんだろうが、ここにこんな物が──」

　ゼウルが声を弾ませてプランターの下に手を伸ばす。

「──うん？　そこにいるのはエトラと……ゼウルか？」

　と、背後の少し遠くから男の声がした。

「バートレットお兄様？」

　軽く身構えながら振り返ったが、相手に戦意が無かったので警戒を解いた。

　鈍にび色の髪を後方に撫なでつける、二十五歳の第一皇子。バートレットがこちらに無造作に歩み寄ってくる。

「良かった、二人とも脱出できたんだね」

　ゼウルが立ち上がってバートレットを見やる。

「よう、お前も無事だったんだな。第一皇子様のくせに、俺おれ等らより逃げ出すのが遅かったみたいだが」

「得手不得手があるんだ、放っておいてくれ。特に今日は後手に回ってばかりだ」

　バートレットが苦々しく笑う。

「こうして逃げ出せたのも、ちょうど看守が外に駆り出されたことが理由の一つだ。しかしどうやら彼が駆り出されたのは、君達が暴れ回っていたからみたいだね」

「暴れ回るとは人聞きが悪いな。お国の為ために奉公してるだけだよ」

　ゼウルが腰に手を当て、首を軽く傾ける。

「で、バートレット。お前は何をする為に監獄から出たんだ？」

「決まっているだろう？　君は僕が何の為に君達を招集したと思っているんだい？」

　口調は柔らかいまま、第一皇子が眼まな差ざしを鋭くする。

「皇太子としてクーデターを鎮圧させること。それが僕の目的だ。君達もクロードを追撃するつもりなら、僕と行動を共にしてもらいたい」

「なるほど、やろうとしてることは同じって訳だ」

　ゼウルがそう言い、どうする？　とばかりにこちらに小首を傾かしげる。

「ありがたいお話ですわ。とても心強く思います」

　エトラは楚そ々そと頷うなずいた。

　是非も無い、敵は第二皇子と第四皇子だ。神代の詩エク・セ・レスタを使う強敵だ。

　そしてバートレットも神代の詩エク・セ・レスタを使う強者だ。輅ロ機キ戦になることを考えれば、戦力としては申し分ない。

　……そう。神代の詩エク・セ・レスタを使えるということは、非常に望ましいことだ。

　彼かれ等らは一定以上の捧ほう貢ぐを取り込んだ──優れたフィガロの系譜フイガロエルヴエなのだ。

　そんなことを、ふと思う。

　そしてそっと人知れず、自らの左胸に触れた。

「こっちとしては願ったり叶ったりだ。てことで頼む、バートレット」

「任された。ではクロード達を追おう。しかしそれには輸送機とその乗組員が必要だ。一階に収容されているらしいので、まずは解放しに行こう」

　バートレットに先導されて、エトラとゼウルは階下へと向かい始めた。

　吹き抜け部分の階段を下っているが、どの階からも攻撃を受けない。道中で何度か敵兵を倒してきたからだろう。最低限の看守役を除いて、既に空港内のクーデター軍を無力化できているらしい。

　階段に三つの足音が響く。周囲に目を配るが、やはり敵兵の姿は無い。

　そんな折、不意にバートレットが口を開いた。

「それにしても、軍事クーデターか。行為の是非はともかく、敵ながら手段としては正しいものを選んだみたいだね。世界をスマートに動かすには、結局暴力が最善だ」

「最善、ですか？」

「うん。どれだけ言葉を交わそうと、嘘うそが存在する以上は信じる方がバカらしいからね。強い者が勝ち、強い方に従う。人の世界とは、そうやって回すのが一番正しいのさ」

「そう……ですか。私には、少々難しいお話ですわ」

　密ひそかに眉まゆをひそめつつ、そうとだけ答えた。

　確かにそれが一番確実なのかもしれない。しかし一番回しやすい方法かもしれないが、一番正しい訳ではない。

　……母の祖国、アメアの民が虐げられているというのに、正しい方法であるはずがない。

　それが正しくないからこそ、自分とあの人は、復ふく讐しゆうを誓ったのだ。

「俺にもちょいと難しい話だな」

　ゼウルが小首を傾かしげ、大きく息を吐き出す。

「そもそも今更あいつらがクーデターを起こした理由が分からん。ホントに皇帝になりたいなら第一皇子から転落した時点で動くもんだろうし、今動くにしても俺おれ等らも殺しておくべきだろ。確かに他国と交戦してる現状を考えりゃ、俺等は必要不可欠な戦力なんだろうよ。だが実際クーデターが成功したとして、俺等が素直に従うとは限らねえだろ」

「……ほう？」

　と、バートレットが意外そうに唸うなる。

「ふむ……そうだね。難しいと言いながら、考えることは放棄していないみたいだ」

「は？　それ俺のことバカにしすぎじゃね？」

「いいや、バカにはしていない。……むしろふと、真実は意外と君の考えの先にあるのではないかと思っただけさ」

「俺の考えの先に、ねえ。あるとすれば、例えばどんなのだ？」

　難しい顔でゼウルが頭を掻かく。

　するとバートレットが、こんな例を出した。

「そうだね。実は皇帝の地位自体はどうでも良くて、ただオルドネスという存在を亡き者にしたい──とか」

　一瞬、その言葉にぎくりと心臓が跳ねた。

　だが自分に向けられた話ではないとすぐに気付き、そのまま歩を進める。

　……大丈夫だ。気取られた訳ではない。そもそも自分達はただオルドネスを打倒しようとしている訳ではない。

　自分達の宿願は、フィガロ魔皇国を滅亡させることだ。

「……陛下を亡き者にしたいということは、私し怨えんということでしょうか」

「それも可能性の一つだね。あるとすれば私怨か、あるいは、大義か」

「大義、ねえ」

　バートレットの言葉に、ゼウルがこちらを一いち瞥べつする。

「大義で殺されるのか。ま、正直恨みなら天文学的なレベルで買いまくってるだろうからな、あの親父おやじは」

「うん。それは実の子供の僕達であっても例外とは言えないだろう。例えば、ディーヴァなら恨んでいても不思議ではない。謀反を起こしたせいとはいえ、彼女はこの半年間皇帝に捕囚されていて、そして──」

　二人の前を歩くバートレット。顔の見えない第一皇子が、言葉を続ける。

「彼女の双子の弟は、半年前に、皇帝オルドネスに処刑されている」

　その件の当事者でもあるエトラは、無言で瞳ひとみを薄くした。

　半年前、ディーヴァとその双子の弟ベルトランは自分達に陥れられ、謀反を起こすに至った。それを自分達が鎮圧して、彼女等の身柄はオルドネスに引き渡された。

　元より問題行動の多い双子だった。だが結局ディーヴァは生かされた。紅の戦せん姫きの武勇は、生かすに値するものと見なされた。

　しかし双子の弟は、そうはならなかった。

　ふむ、とバートレットが溜ため息いきをつく。

「それにしても妙な話だね。女のエトラの前でこういうことを言うのも何だけど、不思議だとは思わないかい？　ベルトランの行動が、害悪なものとして処理されるなんて」

「奴やつの行動？　どれのことだ？」

　問われたバートレットが、前を向いたまま答える。

「もちろん、ベルトランが女性を孕はらませまくっていたことだよ」

　事実だった。ベルトランはある州で総領事を任されていたが、戦場に立つことからはひたすら逃げる一方で、領内の女性に対して無理やり事に及んでいたそうだ。

　それを問題視された結果、ベルトランは総領事を罷免されて、ディーヴァの親衛隊長の座に左遷された。

　そんな話にさすがに無言で顔をしかめる。……本当に、女の自分の前で言うようなことではない。

　だがバートレットはそれには気付かない。

「本当に不思議だよね。ベルトランは領内の女性を何人も孕ませたんだろう？　それってつまりフィガロの系譜フイガロエルヴエを増やすことだよね？　ひいては魔皇国の戦力を増強するってことだよね？　なのに何な故ぜそのことが評価されないのかな？　女性を凌りよう辱じよくしてはならないだなんて、そんな真っ当な価値観はまず持っていないだろう？　あの皇帝は」

　それはそのとおりだろう。実際自分を含め、そうやって生まれてきたフィガロの系譜フイガロエルヴエは決して少なくない。あの男の価値観は、下劣極まりない。

　だが下劣さという意味では、その話を女の自分にまで振ってきたバートレットも、やはりそう変わるものではない。

「ええ、言われてみれば不思議ですわ」

「……まあ、俺もよく分からねえな。そのへんのことは」

　楚そ々そと微笑ほほえみながら心中で唾だ棄きする。ゼウルも一つ息を吐き出し、そう答える。

「ふむ。……そうか」

　前を向いたまま、バートレットが小さな声で答えた。

　階段を下りて一階に辿たどり着いた。第一皇子のバートレットを先頭に、三人はターミナルを更に進む。

「まあつまり、それほど今のこの国は、歪ゆがんでいるということさ」

　不意に、第一皇子が危うい言葉を口走った。

「……申し訳ありません。よく、聞こえませんでしたわ」

　顔に笑みを張り付けながら、敢あえてそう言った。

　この国は歪んでいる。それはおそらく自分の方が痛感している。しかしその発言は体制批判だ。先程までくらいの話に留とどめるならともかく、そうもはっきりと公言して良いことではない。

「警戒する必要は無いさ。僕がこう思っていることくらい、あの皇帝なら気付いているだろう。……それでも僕が生かされているのは、僕が次代の皇帝に相応ふさわしい器である可能性を有しているからだ」

　前を向いたまま、バートレットが皮肉げに鼻先で笑う。

「最も優れた人間を魔皇国の皇帝に据えて、その地位を脅かす存在を排除する。そういうシステムを、あの皇帝は構築しようとしている。世界征服を企たくらんでいるのもその為ためさ。世界を統べれば、敵なんかどこにも存在しなくなるからね」

　何かを諦あきらめているようで、それでも熱は失っていない、皮肉めいた声。

「そしてあの皇帝には、それを実現させられるほどの、驚異的な力がある」

　三つの足音が空港に響く。この三人は、第二世代の中でも極めて優れた魔力を有している。

　だがその三人が協力して挑んだところで、おそらくオルドネスとその輅ロ機キドミナスには、勝ち目が無い。

　フィガロ魔皇国の初代皇帝とは、それほどの存在だ。

「今、世界を征服しようとしている皇帝。あれは果たして人間と呼べるような存在なのだろうか。確かに暴力による統治こそが自然だけど、でもそれ以上の大前提がある」

　前を行く背中が、こうと語る。

「人間の世界は、人間こそが統べるべきだ」

　ターミナルに神妙に響く、第一皇子の確固たる声。

「僕はいずれ魔皇国の皇帝になる。その時この世界は再び、人間だけで動かされることになる。人の世を最も強い人間が支配する。それが自然だ。僕達は自然な世界へ回帰するべきだ」

　オルドネスに万一のことがあれば、皇帝の座を継ぐことになる男。第一皇子バートレットが、柔らかな口調はそのままに、力強くそう告げた。

「……自然、ね」

　そこへ、しばらく黙っていた者が口を挟んだ。ゼウルだ。

　兄の背中に強い眼まな差ざしを注ぎながら、第三皇子が問い掛ける。

「──一つ訊ききたいんだが、じゃあ今の世界からオルドネスがいなくなったものが、お前にとっては世界の自然な姿なのか？」

　いつもと同じで飄ひよう々ひようとした口調だ。歩調もこれまでと変わらない。

　だが心なしか、その声音はいつもより、鋭い。

「暴力こそが至上っつーお前の考え方、俺は割と嫌いじゃねえ。どう綺き麗れいごとを並べようが、強すぎる暴力には従うしかねえんだからよ」

「当然だね。良いか悪いかは別にして、結局それは事実なんだから」

「ああ。だからフィガロの系譜フイガロエルヴエの俺達が魔皇国を支配してるのは分かるし、俺達第二世代を遥はるかに凌しのぐ親父おやじが皇帝の座に就いてるのも自然だと思ってる。親父が人間かどうかはさておき、人の世界は人が動かすべきってのも分かる。……だが、だからこそ分からねえんだよ」

「ふむ。何がかな？」

「決まってんだろ」

　一語一語を強調するように、ゼウルが鋭く言葉をぶつける。

「お前にとっての『人間』が、フィガロ人しか指してねえことだよ」

　その言葉に一人、びくりと肩を震わせた者がいた。

　言葉をぶつけられたバートレットではない。震えたのは、エトラの肩だ。

「善悪はともかくとして、他ほかの連中より俺達フィガロの系譜フイガロエルヴエが上にいるのは致し方ねえトコがある。だがこれは分からねえ。何な故ぜお前達の州では、フィガロ人が併合された地域の人間より、上位の存在ってことになってるんだ？」

　エトラのセツキガルド州ではそうなっていない。ゼウルが総領事として治めている州もだ。

　だがそれら以外の州では、法でこそ区分されていないものの、敗戦国の血筋の人間は事実上の隷属民として扱われている。

「事実として、フィガロの系譜フイガロエルヴエは常人より強い。だから俺達が国民を支配して、その国民を俺達が守ってる。持つ者と持たざる者には違いがあり、持つ者は責任を伴ってる。持つ者の間でも、その力の優劣によって、皇位継承順位という序列が決められている。それは自然だ」

　……そう、フィガロの系譜フイガロエルヴエは常人とは違う。だから幼い頃ころから、アメア州でも自分だけは人として真っ当に遇されていた。

　だが、だからこそ腑ふに落ちないことがあった。そしてそれこそが、この国を滅亡させることを自分に誓わせた。

　そうした魔皇国の歪いびつさを、第三皇子が言葉として紡ぎ出す。

「だが、持たざる者同士の間で、血筋だけで上位と下位に分けられてるのは何な故ぜだ」

「持たざる者同士、ね。何か不自然なことでもあるのかい？」

「とぼけるなよ。決まってんだろ」

　す──、とゼウルがその碧へき眼がんを薄くして、告げる。

「シリュウをはじめとするスィグア人や、エトラの母親みたいなアメア人。輅ロ機キを擁する魔皇国に併合されて、新たに魔皇国の民にさせられた人間達。そういう連中が、ただのフィガロ人に隷属しなきゃならねえ理由ってのが、一体どこにあるってんだよ」

　──びくり。再び肩が震えた。

　ゼウルは生きつ粋すいのフィガロ人だ。母親もフィガロ魔皇国の貴族家の出身である、紛れもないフィガロ人だ。

　そんなフィガロ人の皇子が今、こんなことを語っている。

「皇帝オルドネスの出自というだけの旧バイワー人と、皇帝オルドネスの武力で隣国の侵略から抜け出しただけの旧エスノワ人。その二つを合わせた『フィガロ人』は国民だってのに、後で併合された敗戦国の連中は、国民じゃねえのか」

　それは疑問ではない。この国の歪いびつさに対する、純然たる糾弾だ。

「お前の言う世界が自然だとは、俺には到底思えねえよ」

　対象はバートレットだけではない。現体制の頂点にいる皇帝オルドネスごと、ゼウルが明白に批判した。

「……なるほど、それが君のスタンスという訳だね。君がシリュウを妙に買っているのもそのせいか」

　バートレットの背中が、柔らかい口調のまま受けた。

「僕と君では意見が異なるらしいね。しかし実際に通る意見は一つきりだ。じゃあ、通すべき意見は、一体どうやって決める？」

　ゆっくりと、バートレットがゼウルに振り返る。

　紫紺の太子は、不敵な笑みを浮かべていた。

「僕は暴力で皇太子の座を勝ち取った。君も意見を通したければ、暴力で僕を支配するがいいさ」

　ゼウルはただ、その笑みを真正面から受け止める。

「必要があればそうするかもな。それも持つ者の責任ってやつだ。だが、できればそんな必要はあってほしくねえもんだ」

「僕はあっても構わないよ。魔皇国の次期皇帝は、最も暴力に秀でた人間がなるべきだ。もしそれが君であるなら、世界の形は君が決めればいい」

　実に満足げに、バートレットが口を横に広げた。

　そしてそのまま、こちらにも顔を向けてくる。

「エトラ。僕達はこう思っている訳だが、アメア人の母を持つ君はどんな意見を持っているのかな？」

　特に本気の質問ではない。ただこの場にいたので、ついでに尋ねてみただけ。そんな雰囲気が醸し出されている。

　自分という存在は、皇帝の座を狙ねらう第一皇子には特に意識されていない。

　そうと悟りながら、楚そ々そとした笑みを浮かべて答える。

「私は脆ぜい弱じやくです。皇帝の座など、考えたこともございません」

　そう、そんなものなど最初から願ってはいない。魔皇国の皇帝の地位に価値など無い。

「ただ、安らかに治められている世界。それが私の願いです」

　──フィガロ魔皇国が滅亡した世界。

　それを遺のこすことが自分の、いや自分とシリュウの、たった一つの願いだ。

「そうかい。じゃあがんばって、僕やゼウルより強くなるがいい」

　何であろうと叶かなえられないだろうけどね。バートレットの声色が、言外にそう語っている。

　しかしそれでいい。誰だれかに認められたい訳ではない。

　自分とシリュウの宿願は、二人だけが知っていれば良いのだから。

「さて、まあこの話はここまでにしようか。目的地に到着したからね」

　そう言ってバートレットが足を止めたのは、空港職員用の食堂の前だった。

　扉の向こうでは、皇族各人の手勢が拘束されて監禁されているらしい。そうなると、その看守も複数いるはずだ。

　ここからでは中の様子はうかがい知れない。そういう状況下で、救出劇を成功させなければならない。

　重要となるのは、突入の瞬間だ。

「僕が先頭で突入する。ゼウルとエトラはその直後に続いてくれ」

　声を潜める第一皇子に、二人は無言で頷うなずいた。

　敵の方が人数は多いだろう。だがこちらはフィガロの系譜フイガロエルヴエだ。それも第一皇子と第三皇子とが揃そろっている。

　おそらく成功するだろう。だがそうと知りながら、妙に唇が乾いてくる。

　今の自分は一人だ。シリュウがいない。想そう調ちようできない。あの人の血液と身体能力に頼ることが、今はできない。

　ふと、不安になる。

　そして、今は何も感じていないというのに、思わず左胸にそっと触れてしまう。

　昨日今日と、立て続けに捧ほう貢ぐが集まってくる感覚のある、この場所を。

「それじゃあ三つ数えたら、行くよ」

　予告が入った。エトラはぐっと唇を噛かんで気を引き締める。

　そしてバートレットの後に続き、手勢が収容されている食堂へと突入した。




「ディーヴァ殿下とシリュウ殿下が、クロード殿下達を追ってここを発たたれました」

　そんな話を、エトラは救出したゼウルの手勢から聞き出した。エトラの輸送機はあの二人を乗せて飛び立ったらしい。

　輅ロ機キも無いのに、シリュウはどうしてクロード達を追ったのだろうか。先程まではそう思っていた。しかしどうやら、ディーヴァのアンセムを戦力として利用するつもりだったようだ。

　食堂の制圧は、特に難儀することなく完了していた。五人しか看守が残っておらず、結局無抵抗に近い状態だったのだ。元々空間転移してきた兵士の数が少なかった上に、自分とゼウルが道中で無力化してきたからだろう。

　しかし、クーデター軍の兵士はここにいる者達だけではない。王宮に取り残されてしまった者達が、じきにこの空港に乗り込んでくるはずだ。

　バートレットが顎あごに手を当てる。

「……参ったね、これは不用意にこちら側の手勢を解放するべきじゃないかもしれない。僕達が去った後、彼かれ等らが拘束されているフィガロの系譜フイガロエルヴエを解放する前にクーデター軍に乗り込まれたら、おそらく今度は拘束ではなく蹂じゆう躙りんされてしまう」

　確かにそうかもしれない。だが自分達もここに留とどまっている訳にはいかない。早くクロード達に追いつく必要がある。

　彼等を解放するのか、敢あえてこのままにしておくか。決断が必要だ。

　バートレットが一度瞑めい目もくし、すぐに目を開けた。

「エトラ、君はここに残ってくれ。フィガロの系譜フイガロエルヴエの圧倒的な暴力で、敵の援軍が乗り込んでくる前に他ほかのフィガロの系譜フイガロエルヴエの解放を遂げるんだ」

「……！」

　一瞬、目を見開いた。

　だがある意味当然だ。クロード達と輅機戦になることを想定すれば、バートレットとゼウルは戦力として不可欠。この三人の中で誰だれかをここに留めるとすれば、最も弱い自分が適任だ。

　しかしそれは困る。それでは大した戦功にならない。宿願成就を手た繰ぐり寄せることができない。

　だがかといって、自分で手柄を寄越せなどと言うのは、脆ぜい弱じやくな白銀しろがねの聖女に許されたことでは──。

「おいおい、そりゃ横暴だろ。そもそもお前が脱走できたのは俺とエトラの働きがあってこそなんだろ？　今更いい場面からエトラが外されるのは違うと思うぞ、第一皇子殿下」

　と、そこへ助け舟が出された。ゼウルだ。

　義ぎ兄けいの親友が、何も言えない自分に代わって意見した。

「……ふむ、それもまた道理だね」

　さすがに痛いところを衝つかれたのだろう。バートレットがまた瞑めい目もくして再考する。

　そして、決断した。

「それならいっそこうしよう。僕達を輸送するのに必要な人員以外には、もうしばらくこのまま拘束されておいてもらう。クーデターが成功しても失敗しても、おそらく明日には解放されるはずなんだからね。ディーヴァとシリュウが自分達の輸送の担当者以外を解放しなかったのも、おそらくそういう理由だろう」

「……あの、お言葉ながら申し上げます」

　だが、バートレットがそう言った時だ。不意に手勢の者が口を挟んできて、こうと語った。

「ディーヴァ殿下とシリュウ殿下には、我々を解放する理由がありません。あのお二人は、クロード殿下にお仕えするとおっしゃっておいででした」

　────!?　思わず声を上げかけ、懸命に呑のみ込んだ。

「参ったね。……そういうことだったのか」

　バートレットが渋面で何かを呟つぶやいている。その声が、やけに遠く聞こえてくる。

　……どういうこと？　シリュウがクロードに加担する？

　いや、確かに状況次第ではそういった選択もあり得たかもしれない。けれどこの状況で最も宿願の成就を手繰り寄せる選択肢は、そちらではないはずなのに。

　だが密ひそかに頭かぶりを振る。

　いいえ、きっと何か考えがあってのこと。

　……お義に兄い様さまが私とは別の道を選ぶことなんて、あるはずがない。

「はぁ？　ったく何を考えてんだよあいつは。……だがこうなると、ますますエトラのウィンダムも輅ロ機キ戦に必要になるな」

　声を上げたのはゼウルだった。親友の判断を嘆いたのか、大きく溜ため息いきをついている。

　だがすぐに割り切ったらしい。ゼウルが屈託のない笑みを浮かべて、エトラの手をぶんぶんと握ってきた。

「つーことで改めてよろしく頼むわ。お前もウィンダムも、俺のＴＬ－５に乗せてやるからよ」

「……？　は、はい、よろしくお願いしますわ」

　一瞬動揺が増したが、慌てて白銀しろがねの聖女の姿に戻った。

　自分の輸送機はシリュウ達が使っている。ゼウルの輸送機に乗せてもらえるのであれば、願ってもない話だ。

「ふむ、話がまとまったみたいだね」

　バートレットが頷うなずき、急せかすように一度大きく手を打った。

「じゃあ二人とも、早速クロード達を追うとしよう」

　第一皇子の号令で、皇族三人とその輸送担当者が行動を開始した。

　……どう、なるのかしら。

　心中で人知れず、そう呟つぶやいた。

　エトラは輸送に向けて準備を始める。だがその胸中には、なおも不安が渦巻いている。

　その原因の一つが、先程のゼウルとの握手だ。実はあの時、折りたたまれた紙切れのような物を密ひそかに握らされていた。まだ確認していないのだが、これは一体何なのか。

　そして、不安がもう一つ。

　──自分とシリュウは本当に、今も同じ道を歩もうとしているのか。













　また、そっと左胸に触れる。

　いつもよりも、鼓動が早鐘を打っていた。





　　　　　　　●






　轟ごう音おんを伴って、大型の輸送機が雲海を北アフリカへと突き進んでいる。

　シリュウを乗せた輸送機ＴＬ－４は、地中海の上空を南南東へと飛んでいた。

　アンセムを積んでいる貨物室は機体の下部にある。その上のキャビンにディーヴァと共に座っていたシリュウは、前方のコックピットの窓から見える、最新型の輸送機を見つめている。

　あれがクロードとローランと、その輅ロ機キを乗せたＴＬ－５だ。

　ディーヴァが長い足を組み替えて笑う。

「もう追いついたか。あやつらの輸送機はもっと急進しておるものとばかり思うておったがのう」

「あるいは輅機の数の差が出たのかもしれません。あちらは二機でこちらは一機ですので。積載重量による僅わずかな速度の差が、この航行距離では大きく響いたとも考えられます」

　追いつくにしてももっと先だろうと予想していたが、この方が都合が良い。国家転覆に向けた好機だ。目的を果たす為ためにも、なるべくあの二人の傍そばにいるべきだ。

　まずはクロードとローランに、自分達もクーデターに参加するつもりであると伝えなければ。あの二人に取り立ててもらえなければ、ここまで追ってきた意味が無い。

　シリュウはコックピットの操縦士達に、前を飛ぶ輸送機にその旨を伝えるべく、通信を送るように指示した。

「君達がそのつもりだという報告は受けている」

　ＴＬ－５からは、まずそのような言葉が伝えられた。

　少し進んだ先に、クロードが総領事を兼任する元島国の州があるらしい。そこに着陸して話をしようと打診された。

　そう来なくては。シリュウは密ひそかに口の一端を吊つり上げ、打診に応じた。

　やがてシリュウを乗せた輸送機は、前方の輸送機に誘導される形で、地中海に浮かぶ島の都市へと高度を下げ始めた。




　セツキガルドの州都や魔皇国の首都ではちょうど良かった軍服も、さすがに地中海の島で着るには厚着だ。時刻が現地時間で午後二時半頃ごろだったことと、足下のアスファルトからの照り返しが強いせいもあるかもしれない。

　何もしていなくても服の中が汗ばんでくる。だがそうした不快感はおくびにも出さず、シリュウはディーヴァの一歩後ろに控えながら、空港の滑走路を歩いていた。

　二人が歩く先には、輅ロ機キを搭載できる大型の輸送機がある。クロードとローランを輸送してきたＴＬ－５だ。

　ＴＬ－５からはタラップが降りていて、その下に男が二人、こちらを待ち構えるように佇たたずんでいる。

　赤茶けた髪の銀縁眼鏡の男と、蒼あおい髪の筋肉質の男。三十一歳の第二皇子クロードと、二十九歳の第四皇子ローランだ。

　クーデターの首謀者達だ。あの不ふ倶ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てき、皇帝オルドネスを討ち果たそうとしている皇子二人だ。

　そんな義ぎ兄けい達の前に、シリュウはディーヴァと共に辿たどり着いた。

「我々に与くみしたい、とのことらしいな」

　前口上も無く、赤茶けた髪のクロードが核心を突いてきた。

　ローランも野太い声で腕を組む。

「突然何のつもりか分からんわい。おぬしらは元々我われ等らを鎮圧しに来たはずであろう？」

「いかにも。なれどあの時妾わらわはエトラの支配下にあったのじゃ。こんな首輪を嵌はめられたとあっては、犬は飼い主に従う他ほかあるまい」

　ディーヴァが一度、黒光りする首の爆弾を撫なでる。

「なれど今、妾はあやつの鎖から解き放たれた。妾が自由を得た経緯には、汝なんじ等が皇帝オルドネスを討たんとしていることが大きく関かかわっておる」

「ほう。ならばおぬしは、その恩返しがしたいということか？」

「戯たわけ、いかに妾が犬でも汝等に覚える恩など無い。妾が汝等に与くみする理由はただ一つ。あの尊血フィガロの頂いただきに立つ覇者──皇帝オルドネスと、武を競い合う機会を欲したまでのこと」

　ディーヴァが腰に手を当て、悠然と笑う。

「半年前には叶わなんだ戦いくさ、この機に臨むもまた一興。汝等があやつと矛を交えるならば、妾も汝等に同道しよう。なれど、ただ与くみするのみというのも味気ない。共にオルドネスを討った暁には、妾を犬から皇女に成り代わらせるが良い」

「なるほど。義ではなく貴様の興の為ためか。復権を望むという点も含めて、貴様が我々に与くみする理由としては充分だ」

　低い声でクロードが頷うなずいた。だが。

「納得はした。だがディーヴァ、貴様を信頼するにはまだ至らない」

　それがクーデター軍を統べる者の答だった。

　クロードが瞳ひとみを怜れい悧りに薄くして、シリュウの腕を睨にらんでくる。

「ディーヴァよ。そこの負け犬の右腕に嵌まる起爆装置、我々に預けろ」

「ほう？　それが妾わらわの首輪を引くリードであること、汝なんじも知っておったか」

　ディーヴァが唇を三日月形にして笑った。

　そして、顎あごをしゃくり上げる。

「戯たわけ、まだ信頼しきれぬのはこちらとて同じこと。妾を始末する気が無いのであれば、それは無用の物じゃろう。それにクロード。そやつは妾の犬であり、同時にエトラと並ぶ妾の飼い主でもある」

　す、とディーヴァがその紅瞳を薄くする。

「汝なんじ等らと共闘しよう。なれど、仮にも妾の飼い主はその負け犬。まだ餌えさも寄越しておらぬ汝等に飼われる筋合いなど無いわ」

「なるほど。話にならんな」

　クロードが短く吐き捨てた。

　そして、こちらの顔を一いち瞥べつする。

「だが構わん。右腕を横に上げろ、スィグアの負け犬」

「……御意」

　突然声を掛けられて虚を衝つかれつつも、シリュウは第二皇子の言葉に従った。

　すると、クロードがシリュウの真正面に立った。

　そしておもむろに、腰の剣を抜く。

「ディーヴァ。貴様の武力は有用だが、この犬は要らん。起爆装置は勝手にいただくとしよう」

　……!?　一瞬目を見開きかける。だがすんでのところで反応を押し留とどめる。

　斬きり落とすつもりだ。第二皇子はこの腕を斬り落とし、ディーヴァを従える起爆装置を奪うつもりなのだ。

　そうと悟りつつも無感動を装う。あくまでも忠実なる負け犬を貫く。

　抗あらがうことなど、今の立場では許されない。

　そんなシリュウの右腕を目掛けて、クロードが剣を振りかぶり、

「──シリュウ。それを奪われんとした時は、やるが良い」

　刹せつ那な、女の悠然とした声が奔はしった。

「御意」

　表情を一切変えないまま、シリュウは紅の戦せん姫きに答えた。

「ぬう……っ!?」

　ローランが表情を歪ゆがめて声を上げる。クロードも剣を振りかぶったまま動きを止め、片かた眉まゆを上げる。

　ディーヴァが命じた。奪われるくらいなら起爆させろと。

　そしてそれを、シリュウは拝命した。

　相手も手て練だれのフィガロの系譜フイガロエルヴエだ。爆発させようが我が身くらい守るだろう。だが爆弾の威力次第では、傍そばにあるクロード達の輸送機に被害が及んでしまう。

　そうなればクロード達は、この場に足止めされてしまう可能性がある。

「……なるほど。いたずらに侮ぶ蔑べつを被こうむるならば、死をも辞さないということか」

　微動だにしないまま、クロードが低い声で告げた。

　陽ひの照り返す滑走路。シリュウの背中を汗が伝う。

　輸送機のエンジンは切られている。何も物音を発しない。誰だれ一人、一切の動きも見せない。

　──閑。

　と、しかしその静寂を、不意に二つの電子音が打ち壊した。

　音源はクロードとローランだ。どうやら二人のＰＣＤに、メールが届いたらしい。

「……ふむ」

　気が変わったらしい。クロードが剣を腰に戻し、ＰＣＤを取り出してメールを確認する。

　そして、深く溜ため息いきを漏らした。

「何事じゃ？　ありがたい内容ではなかったようじゃのう」

「現状に関しての連絡だ。貴き様さま等らが脱走してこちらに向かっている、という報告も再び含まれている」

「それは重畳。朗報じゃな」

「まったくだ」

　クロードがゆっくりと瞬まばたきをして、観念したように頷うなずく。

「……分かった、貴様等を歓迎しよう。但し貴様等にも我々のＴＬ－５に乗ってもらい、傍には監視の兵士を付ける。オルドネスの近くに到着するまでは、ディーヴァには腕うで枷かせを嵌はめてもらう。だが、それ以外は貴様等の自由を認めよう」

「また腕枷か。そろそろ左肩が外れてしまいそうじゃわ」

「あと数時間の辛抱だ。その首輪を握らない分、貴様も妥協しろ」

　ＰＣＤを仕舞うと、クロードが銀縁眼鏡のブリッジを押さえる。

「元より貴様は罪を犯したとはいえ、あの皇帝が自らの都合で定めた規律を破ったというだけのこと。今回の働き次第では、貴様を元の第五皇女にまで復権させることを約束しよう」

「厚意に痛み入るわ。なれど妾わらわの最たる目的は強き者との戦いくさ。それを忘れるでないぞ」

「無論だ。存分にその武を極めるがいい」

　クロードが低く告げて、ディーヴァの肩を叩たたく。

「……こちらも貴様の暴力は評価している側面もある。ゆめゆめその期待を裏切るなよ、ディーヴァ」

「くふ、言われるまでもないわ」

　第二皇子の言葉に、紅の戦せん姫きが妖あやしげな笑みを浮かべた。

　その一方で、シリュウは一人、密ひそかに安あん堵どの息を漏らす。

　……ディーヴァに一つ、貸しが出来たかもしれんな。ふとそう感じさせられた。

　先程の起爆命令は、別に事前に打ち合わせていたものではない。ディーヴァが突然そう言って、咄とつ嗟さにそれに合わせただけだ。

　実際、これ以上侮辱されるよりは死を望んだだけかもしれない。紅の戦姫の考えそうなことでもある。

　しかし確認でもしない限り、その本意は分からない。

　……いや、そんなことはどちらでもいい。

　そう思い至り、人知れず小さく頭かぶりを振った。

　何にしても、これで計画は前進した。なるべくクロード達と同じ輸送機に乗りたいと思っていたが、それもあちらから提案してくれた。

　戦力は整った。舞台も整った。

　──あとはもう、本懐を遂げるだけだ。

「それでは、アンセムをこちらに積み替えてもらおう」

　クロードのその言葉に従い、ディーヴァがエトラのＴＬ－４へと一度引き返す。

　その一歩後ろに続きながら、シリュウは人知れず、仄ほの暗ぐらい笑みを浮かべた。




　その後、シリュウとディーヴァとアンセムはクロード達のＴＬ－５に同乗した。エトラから無断で借り受けていたＴＬ－４は、首都へと引き返していった。
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　地中海を越えたＴＬ－５は、北アフリカの砂漠の上空を飛んでいた。

　陽ひも傾き始めていて、広大な砂漠がうっすらと赤茶けた色に染まっている。そんな景色を眼下に眺めながら、それと似た髪色の第二皇子クロードは、銀縁眼鏡のブリッジを押し上げた。

　ＴＬ－５の上部フロアのキャビンには、クロードの隣にローランがいて、その対面にシリュウと腕うで枷かせを嵌はめられたディーヴァが座っている。その二人の隣にはそれぞれ、不穏な真ま似ねをした場合に備える兵士が一人ずつ、座席を一つ空けて控えている。すぐ前方のコックピットから連れてきた、交代用の操縦士達だ。

　……いよいよ、だな。

　大いなる一戦を目前に控え、クロードの眼まな差ざしが自然と強まる。

　もうすぐオルドネスのいる対ナプトラ前線基地だ。これより自分達は、あれの首級を獲とる。

　ディーヴァが加わった。その愛機のアンセムも加わった。予定よりも戦力が増した。これならあの絶対者とも勝負になるだろう。

　世界を変える。フィガロ魔皇国の歴史を動かす。

　神の物は神の手に、人の物は人の手に。

　クロードが心中でそう唱えた、その刹せつ那なだった。

　────!!

　激しい衝撃と猛烈な破砕音。輸送機が上下に大きく揺さぶられる。警報がけたたましく機内に響き渡る。

　クロードは歯は噛がみしてコックピットを睨にらむ。

「何事だ!?　状況を報告しろ！」

「何らかの攻撃により被弾した模様！　出力、上がりません！」

「燃料漏れのアラームです！　攻撃は燃料タンクを掠かすめた模様！　しばらくは航行可能ですが、目的地までは持ちません！」

「追撃を警戒して低空飛行に移行します！」

「レーダーの五時方向に機影の反応あり！　くっ、速度が維持できません！　追いつかれます！　この識別信号は──ゼウル殿下のＴＬ－５です！」

「何と!?　ゼウルの奴やつめ、問答無用でぶっ放してくるとは！」

　ローランの怒声が揺れるキャビンを更に震わせた。

「……ちぃっ、奴か！」

　機体が乱高下する中、クロードは窓に張り付いて五時方向を見やる。

　いた。やや遠くからＴＬ－５が追ってきている。その側面のカーゴドアから覗のぞいているあの黄金こがね色の左腕は──ゼウルの輅ロ機キリヒトか！

　奴やつ等らも脱走したとの報告は受けていた。だが戦力を比較すれば返り討ちにできると予測していた。その予測が、奴に機先を制されたことで狂ってしまった。

　こうしてはいられない。敵は輅機を駆っている。こちらも輅機で対抗しなければ。

　クロードはコックピットに指示を飛ばす。

「十秒後に機体後尾のカーゴドアを開けろ！　サンクトゥスで降下して奴のＴＬ－５を叩たたく！」

　言うが早いか、激しい揺れの中を下部フロアの貨物室へ飛び込んだ。

　貨物室には輅機が三機積まれている。サンクトゥスとハレルヤとアンセムだ。赤銅あかがね色の機体が自分の愛機だ。

　そのサンクトゥスの約やく慕ぼ端末に唇を寄せ、約慕を果たす。

　視点が切り替わる。天井を見上げている。サンクトゥスと想そう調ちようした。

「ぬうっ！」

　サンクトゥスを床に固定していたバンドを引き千切る。機体後尾のカーゴドアが開いたのはその直後だった。

「サンクトゥス──参る！」

　気合一いつ閃せん。低空飛行のＴＬ－５から砂漠へと飛び出す。この高さなら霊金アンジュライト製の輅ロ機キならば無事に着地できる。

　宙に飛び出したサンクトゥス。降下しながら五時方向の空を睨にらむ。

「!?　何……！」

　刹せつ那な、見上げた空の光景に思わず声を上げた。

　追ってきた輸送機は二つだと予想していた。だが自分達のＴＬ－５の後方にいた輸送機は、三つだ。

　最後尾にいるのがバートレットのＴＬ－５で、こちらを攻撃してきた先頭の輸送機はゼウルのＴＬ－５。

　その間に位置した残りの一つは、ディーヴァ達をこちらと合流させた後で引き返したはずの輸送機、ＴＬ－４だ。

　くそ。そうか。なんということだ……！

　あのＴＬ－４がまた追ってきたということは、つまり────！







　前を飛ぶＴＬ－５が低空を蛇行する。その後尾のカーゴドアが開き、サンクトゥスが飛び出した。燃料タンクを射貫かれたせいだろう。

「っしゃ！」

　燃料タンクを魔法で射貫いたゼウルは、想調するリヒトの拳こぶしを固めて声を爆はぜさせた。

　うまくいった。狙ねらいどおりだ。指示されたミッションは全すべて完遂した。

　エトラを自分の輸送機に乗せていたゼウルは、引き返してきたＴＬ－４にエトラとウィンダムを分乗させて、各輸送機の速度を向上させてクロード達のＴＬ－５に追いついた。そしてそのＴＬ－５に対して、魔法による狙そ撃げきで燃料タンクに穴を空けてみせた。

　これらは全て指示されたものだ。空港のプランターの下に、武器と入れ替えで残されていた、あのメモに書かれていた指示どおりの行動だ。

　クロードの輅機サンクトゥスが飛び出した。射線を確保してこちらの輸送機を狙うつもりなのだろう。

　だが今更輸送機を狙っても無駄だ。もう自分もエトラもバートレットも、それぞれ輅機と想調しているはずなのだから。

　こちらの輸送機も高度を下げている。降下準備は整っている。

　カーゴドアが開いている。そこから身を乗り出す黄金こがね色のリヒト。それを駆るゼウルは背後を見やる。

　後方の低空を飛ぶＴＬ－４。その側面のドアから白銀しろがねの輅ロ機キが半身を覗のぞかせている。エトラのウィンダムだ。

　ゼウルはエトラに頷うなずき掛ける。

　エトラのウィンダムが頷き返す。

　そして二人同時に飛び降りて、それぞれの輸送機を退避させた。

　始まりだ。襲撃は成功した。この岩石砂漠が輅機戦の舞台だ。

　赤い大地が迫る中、宙を舞いながらゼウルは笑う。

　……さあ、ひとまず俺とエトラはお前の残したメモどおりにやったぞ？

　だからお前も役目を果たせよ────シリュウ！







「ぬうう！　真まっ直すぐ飛ばぬか！」

　機体の姿勢が安定しない。警報が轟とどろく。ローランが騒ぎ立て、シリュウとディーヴァを監視する交代の操縦士達も悲鳴を上げる。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんのＴＬ－５。ゼウルに燃料タンクを射貫かれた輸送機内が騒然とする。

　そうした状況下で、シリュウは。

　……さあ、宿願成就への次なる一歩だ！

　そう密ひそかにほくそ笑み、腰の剣を抜いて監視の操縦士達を斬きり伏せた。

「な……何をしておるのだっ、負け犬っ！」

　ローランがすかさずナイフで左手の甲に傷を付ける。

「この犬めっ、やはり裏切るつもりだったのか！　汚いぞっ！」

「はい、常に皆様からは穢けがれたものとして扱われております。──ディーヴァ様！」

「くふ──大儀じゃ！」

　すかさず声を爆はぜさせる。同時にディーヴァが駆けだす。ローランの脇わきをすり抜けて貨物室へ向かう。狙ねらいはアンセムとの想そう調ちようだ。

　ディーヴァの左腕には腕うで枷かせが。魔法を封じられている。だが想調だけは他の魔法とは端末が違う。想調という魔法は、腕枷を嵌はめていても約やく慕ぼ端末の口さえ自由なら使用可能だ。

「ぬう、行かさぬわい！　《鉛プロン──ぬおっ!?」

　ローランがディーヴァの背中を攻撃しようとする。だがちょうど輸送機が激しく揺れて失敗する。魔法の発動の直前、シリュウが銃撃を掻かい潜くぐってコックピットの操縦士も斬り伏せていた。

「航行中の輸送機の操縦士を斬きるだと!?　とち狂ったか……！」

「お言葉ながら殿下、フィガロの系譜フイガロエルヴエのあなたに言われるのは心外です」

　計器に目を走らせながら鋭く答えた。

　──阿あ呆ほうめ、今更何を言う。俺は貴き様さま等らの隷属民だぞ？

　俺の頭がまともなら、とっくに自らの喉のどをかっ捌さばいてたさ。

「狂犬めが！　ここまで来たというのに！」

　悪態を吐つきつつローランも貨物室への階段へと走る。輅ロ機キと想そう調ちようするつもりか。

「させん！」

「──ぬおおお!?」

　ディーヴァは既に想調したはずだ。すかさずシリュウは操そう縦じゆう桿かんを目一杯傾ける。機体がぶん回されてローランが宙に浮く──が、

「《鉛長槍プロン・ランス》ッ！」

　ローランが魔法を発動。壁に槍やりを突き立ててすかさず右手で掴つかまり、振り切られそうになる体を無理やり階段へと飛び込ませた。

　くそ、行かせてしまったか。機体上部の緊急ハッチを開けて、輸送機から振り落とすつもりだったというのに。

　だがこうなっては仕方ない。とにかくまずは、このＴＬ－５を不時着させなければ。

「!?　しまっ──！」

　そう思って前を見て気付いた。右翼が岩盤の山に迫っている。これでは衝突する。

　堪たまらず逆に操縦桿を倒す。だが間に合わない。

　右翼が山に引っ掛かり、機体が跳ね上がるようにぶん回される。

「──ぐううううっ！」

　慣性で壁に押し付けられる。とにかく操縦桿を傾けて持ち直そうとする。

　だが利かない。機体の制御が完全に死んだ。輸送機が急降下する。

　まずい。このままでは墜落だ。脱出しなければ。

　しかし手立てが無い。ではどうする？　探す、探す、周囲を見回す。

　それでもやはり、どうしようもない──。

「《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

　その時だ。鉛の矢が下部フロアの貨物室からＴＬ－５を貫いた。

　床に穴が空いた。すかさずその穴に飛び込む。すると体が何かに掴まえられた。

　自分を包む紅の霊金。アンセムの掌てのひらだ。

「歯を食いしばっておれ！」

　叫ぶと同時にディーヴァがアンセムを固定するバンドを引き千切る。

　そして落下するＴＬ－５の後尾から、アンセムがシリュウを握ったまま宙へと飛び出して──着地した。

　しばらく進んだ先で輸送機が墜落。爆発が生じる。炎が爆はぜる。大気と地盤の震えが伝わってくる。

　死地を潜くぐり抜けた。九死に一生を得た。

　だがまだだ……！　シリュウはすぐさま周囲を見回す。

　傍そばには先に飛び降りていたローランのハレルヤが。少し離れてクロードのサンクトゥスがいる。

　そしてその向こうにはリヒトと──ウィンダムの姿が。

「ウィンダムを狙ねらえ！　まずは数を減らすぞ！」

　クロードの声が砂漠に轟とどろく。

　ゼウルが連れてきたらしい。エトラがいる。ウィンダムと想そう調ちようしている。だがこの中では際立って弱い存在だ。

　なるほど、最善だ。敵がまず狙うべきなのは第九皇女だ。

　そもそもエトラは血が乏しい。短期なら凌しのげても継戦能力が無い。

　……まずい。このままでは危険だ。もっと血液が必要だ。

　白銀しろがねの聖女エトラには────シリュウ＝スィグアが必要だ！

　だから！

「──投げろおおおおおっ!!」

　咄とつ嗟さの絶叫。ディーヴァがそれに応こたえる。

　アンセムが自分を握ったまま助走して──投げる！

　軋きしむ全身。暴虐なまでの大気の壁。それを突き破って肉体が宙を飛ぶ。

　高速の投とう擲てき。クロードのサンクトゥスを飛び越え、その向こうのウィンダムのもとへ。

　猛スピードのロングパス。白銀の機体に見る間に迫る。

　しかし速い。エトラには速すぎる。遠距離を飛び越える為ために速度が必要だったとはいえ、エトラの身体能力ではこんなものは受け止められない。

　だが。

「ぃよ──っと！」

　──ぐうっ!!　全身が何かにぶち当たる。肺から空気が飛び出す。至るところに激痛が走る。

　だがそれだけだ。どうにか骨には異常は無い。単に全身を強烈に打撲し、顔や手の皮膚が擦れてずたずたに裂けただけ。

　自分の体を包み込む、黄金こがねの巨人の大きな両手。

　ゼウルの駆るリヒトが、衝撃を和らげながら自分を受け止めていた。

「ほらよエトラ！」

　リヒトがウィンダムに自分を手渡す。

「ありがとうございます、ゼウルお兄様」

　言うが早いか、ウィンダムが血に濡ぬれた自分を持って岩石の丘の裏に隠れた。

　そしてそっと自分を地面に下ろすと、少女がウィンダムとの想そう調ちようを解いて現れる。

　艶つやめく銀糸のような髪。透きとおるように白い肌。灰かい瞳どうを隠す長い睫まつ毛げに、桜に色づく薄い唇。

　共謀者の少女エトラが、不毛の大地に雅みやびやかに降り立った。

「薄情な男ね。置いていかれるとは思わなかったわ」

　なじりつつも凛りん然ぜんと微笑ほほえむ、白銀しろがねの聖女の細面。

「今見たとおり、少し派手に立ち回るつもりだったのでな。お前のことはしばらくゼウルに預けさせてもらった」

「そこが何より薄情だわ。私を守ると言いながら、別の男に私を委ねるだなんて」

「それは……すまない。だがあの状況下ではあいつに任せるのが一番確実だったのだ。それに今、こうしてお前を守りに来ただろう？」

　あの場はゼウルに任せた。連れ出すかどうかの判断も、連れ出した場合の護衛も、実際問題としてあいつの方が優れている。

　悔しくはあるがどうしようもない。結局それが最善だった。事実、あいつはエトラを無事にここまで連れてきた。

　だが、今は違う。この役目だけは自分のものだ。だから自分はここへ来た。

　今のエトラに必要なのは、他ほかの誰だれでもなく、シリュウ＝スィグアただ一人だ。

　エトラの顎あごに指を添えて、そっとこちらに顔を向けさせる。

「所しよ詮せんは穢けがれた身だ。最期は共に不幸になるだろう。だが今はまだ、その時ではない」

　ここは戦場だ。敵がエトラを狙ねらっている。エトラが最も弱いからこそ、真っ先に仕留めようと迫っている。

　──そんなこと、許してなるものか。

「生きるか死ぬかの瀬戸際だ。だが決してお前を死なせはしない。最期の時が来るまでは、この卑しき血をお前に捧ささげよう」

　宿願成就はまだ先だ。共に見た夢を果たすその時までは、エトラのことは、自分が。

　エトラが自らの左胸に触れ、そっと背伸びする。

「……ええお義に兄い様さま、生きましょう。何を利用しても、何を犠牲にしても。だから一緒に不幸になるまでは、あなたが私を守りなさい」

　十五の少女の軽い体。エトラがこちらに寄り掛かって瞼まぶたを閉じる。

　間近に迫る長い睫毛。折れてしまいそうなほど華きや奢しやな四肢。淡い桜色の唇が、少し震えてこちらに尖とがる。

　その震えが自分にも移る。罪悪感が芽生えてくる。

　だが、それを鎮めて、そっと瞼まぶたを閉じて。

　そして互いに、唇を重ね合った。

　直に伝わる柔らかさ。熱が重なる。鼓動が重なる。体の強こわ張ばりも重なっていく。

　そうしてやがて、エトラの感触が消える。約やく慕ぼを遂げて想そう調ちようを果たしたのだ。

　だがこれで終わりではない。白銀しろがねの聖女と重なり合うシリュウは、今度はウィンダムの約慕端末に唇を寄せて。

　そして、白銀の巨人とも想調を果たす。
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　不意に視点が高くなる。自分の体に変化が生じ、見上げていたはずの丘と自分の背丈がさほど変わらなくなる。

　雪原にも似た白銀の体。バレエダンサーを思わせる長身痩そう躯く。腰の大剣が西日を弾はじき、橙だいだいの光を煌きらめかせる。

　二重想調を果たしたシリュウは、ウィンダムの足で地を踏みしめていた。

　頭の中からエトラの念話が聞こえる。

【ようやく一つになれたわね、お義に兄い様さま。あなたがクーデター側に付いたと聞いた時は、血迷ったのかと思ったわ】

【それはすまない。ディーヴァと先行して、あわよくばクロードとローランを仕留めるつもりだった。そのあたりの真意については、ゼウルに伝えておくことにした】

【……伝えておいたというのは、あのメモのことかしら？】

　呆あきれたようにエトラが言った。エトラもあれを読んだのだろう。

【ああ。空港ロビーのプランターの下に残しておいた、あのメモだ】

　想調するウィンダムの中で、シリュウは後ろ暗くほくそ笑んだ。




　シリュウが為なしてきたこととは、結局こういうものだ。

　ラウンジでディーヴァに皇帝とクーデターのどちらを潰つぶすかと問われた時、シリュウはクーデター軍に与くみすると答えた。だがあれは、あの場にクーデター軍の兵がいたからこそついただけの嘘うそだった。

　最初からシリュウがこの機会に滅ぼさんとしたのは、仇きゆう敵てきオルドネスではなく、第二皇子クロードと第四皇子ローランだったのだ。

　オルドネスだけ始末したところで意味は無い。この手で魔皇国を滅亡させるにしても、ゼウルを皇帝にするにしても、オルドネスだけでなく上位の有力な皇子達も排除しなければならない。そうでなければ、この国を変えることなど不可能だ。

　ゆえに、いずれはどちらも排除する。その上で今回は敢あえて、皇帝オルドネスよりも皇子二人の排除を優先した。

　理由は単純だ。

　何な故ぜなら、皇帝と皇子達となら、皇帝の方が早く衰えるはずだから。

　双方を即座に排除できるなら問題ない。だがどちらかしか排除できないなら、先の長い方をまず排除しなければならない。

　私情だけならオルドネスを始末したい。何よりもそれを優先したい。あれこそが自分の仇きゆう敵てきだ。

　だがスィグアの民のことを、父上と母上の民のことを思えば、これが最善なのだ。

　今後もしばらく負担を強いてしまうかもしれない。しかし現状、彼かれ等らが虐げられる期間を最も短くする方法はこれなのだ。

　そう思い、シリュウは今回の行動に出た。

　シリュウはラウンジでこの真意をメモに綴つづった。そしてクロード達の隙すきをうかがうべく、ディーヴァと共に後を追った。血の乏しいエトラを連れ出すかどうかは、ゼウルの判断に任せることにした。

　ディーヴァには空港のターミナルでメモを見せることで真意を伝えた。そしてゼウルが残してくれた武器をプランターの下から回収すると、折りたたんだメモをそこに残しておいた。

　その後ゼウルがエトラを救出し、回収したメモをエトラにも読ませたらしい。更にゼウルがそのメモの指示どおりに、エトラを別の輸送機に分乗させて追走する速度を上げて、クロード達のＴＬ－５の燃料タンクを攻撃して。

　そして今、北アフリカのこの広大な砂漠が、輅ロ機キ戦の戦場と化そうとしていた。




【まったく、随分と無茶な真ま似ねをしたものね】

　エトラが大きく嘆息する。

【私達が来なければ、輅機の数で言えば一対二だったのよ？　まかり間違って私達がクーデター側に付けば更に孤立が深まっていたわ。だというのに、よくもそんな賭かけに出られたものね】

【阿あ呆ほうめ。賭けではない、確信だ】

　鼻先で笑い飛ばし、告げる。

【お前とゼウルが、俺に仇あだなすような真似をする訳がないだろう】

　エトラはあの日の少女で共謀者だ。ゼウルは自分に生き抜く術すべを与えた男だ。

　その二人が自分と道を違たがえることなど、あり得るはずがないだろう。

【……阿あ呆ほうはきっと、あなたよ】

　エトラが不意に、声を落として呟つぶやいた。

　その時、砂漠の果てからこちらに駆け寄ってくる機影が視界に入った。

　紫紺に煌きらめくその機体。第一皇子バートレットの輅ロ機キ、ゴスペルだ。

【ん？　何な故ぜ奴やつがここに？】

【え……？　ああ、バートレットね。あの人も私達と一緒に追撃に来たのよ】

【そうだったのか。これは僥ぎよう倖こうだな】

　戦場に近づいてくるゴスペルに、ウィンダムの中でほくそ笑む。

　どうやら紫紺の太子も脱出していたらしい。これは思わぬ追い風だ。

　自分と想そう調ちようして血を得たとしても、やはりエトラのウィンダムだけ一段力が劣っている。第三皇子と元第五皇女が味方だとしても、第二皇子と第四皇子と戦えば、勝敗はどう転ぶか分かったものではない。

　だが、第一皇子が味方についた。ならば勝負は見えている。

　これで輅機の数は四対二だ。たとえウィンダムだけ神代の詩エク・セ・レスタを使えないとしても、これならば確実に勝利できる。

　エトラと想調した。ウィンダムとも想調を済ませた。

　ならば、いつまでもここにいても仕方ない。

【戦場に戻るぞエトラ。この国の滅亡を手た繰ぐり寄せにな】

【ええ、お義に兄い様さま。共に願った悪夢を叶かなえに行きましょう】

　左腕はエトラの担当。それ以外は自分の担当だ。

　亡国の王子と姫は岩陰から飛び出し、戦場へと舞い戻ろうとする。




「──〈御使いフィグはかく語りき。雅みやぶる紫紺、畏かしこみの〉」




　その時だ。唐突に、歌が聞こえてきた。

　選ばれし者のみが詠うたうことを許される、この世のものならざる歌が。

「〈確しかる壁しきりを織り成して、詠うは幽かくりと無む辜この箱庭〉」

【な……!?】

　思わず絶句して振り返る。その歌は戦場から奏でられているのではない。

　それの詠い手は、遠く離れた後方にいた輅機──ゴスペル。

「〈此こ処こな憑より代しろを頂きて、臥がして其その身を贄にえと捧ささげよ〉──！」

　紫紺の巨人が詠唱を終える。絶対的な檻おりの構築が迫る。

　第一皇子が左手をかざし、神かみの代よの詩ことばを発動する。




「────《絶・天地創造デイ・シエプフング》!!」




　頑──！　刹せつ那なに辺り一帯に壁が聳そびえ立つ。床と天井も現れて密閉される。

　光が失うせる。音が失せる。外界から何ももたらされない。壁の向こう側と遮断されて、閉鎖空間に閉じ込められる。

　神代の詩エク・セ・レスタだ。その内外を絶対的に干渉不能とさせる、何をもってしても破壊も歪わい曲きよくも不可能な檻おりを形成する術だ。

　数キロ四方、高さ五十メートルほどの箱庭。それを形成する壁が淡く発光して、閉鎖空間内の視界を復活させる。

　岩石砂漠の地形を除けば、この空間に存在する物はたった二つ。

　第九皇女のウィンダムと、第一皇子のゴスペルのみ。

「ああ、なるほどね。あのエトラが第九皇女まで躍進を遂げられた理由は、それだったのか」

　紫紺の巨人がこちらに近づき、足を止める。

「だけど悲しいかなエトラ。犬と想そう調ちようして血を補おうが、結局君の暴力は、脆ぜい弱じやくだ」

　自分達を外界から隔離したバートレットが、鼻を鳴らしてそう告げた。

「……これはどういうことですか、バートレットお兄様」

「どうもこうもないよ。君達がクーデターを止めようとするのなら、君達は僕の敵だってことさ」

「……それではあなたは、クーデターに加担するのですね」

「加担？　何を言っているんだ、まったく」

　呆あきれたように肩を竦すくめるゴスペル。

　その紫紺の巨人を駆るバートレットが、更なる言葉を告げてくる。

「別に鞍くら替がえした訳じゃない。最初からクロードとローランこそが、僕の計画に賛同して加担していたのさ」

「な……っ？　そんな、まさか……っ！」

　エトラが唖あ然ぜんと声を漏らす。シリュウも思わず絶句する。

　だが、その一方で妙にしっくりきた。

　……なるほど、だからだったのか。だから連中の計画はうまくいっていたのか。

　このクーデターは最初から、実に都合よく進んでいた。

　イリスカヤ連邦との休戦。一ひと桁けた順位の皇族の内地帰還。そして皇帝オルドネスの親征による、首都のフィガロの系譜フイガロエルヴエと軍勢の不在。

　その隙すきにクーデターが勃ぼつ発ぱつした。それを鎮圧する為ために一桁順位の皇族が招集され、そして一斉に拘束されてしまった。

　無事に邪魔者を排除したクロードとローランは、真の目的である皇帝オルドネスの打倒の為ため、首都から北アフリカへと飛び立った。

　都合が良い。これは実に都合が良すぎる。

　まるで双方の陣営が、クーデター軍にオルドネスを始末させるべく、協力しているかのような事態だ。

【く……！　連中を踊らせているつもりでいたが、元々踊らされていたのは俺達の方だったのか……！】

　思い返せば、微妙に不自然な点はあった。

　エトラが自分とディーヴァを連れてきた当初、バートレットは人数が増えたことを好ましく思わなかった。それは何な故ぜだ？　答は、腕うで枷かせの数が足りなくなるからだ。だがクロードがロビーで言ったとおり、ディーヴァが元々腕枷を嵌はめられていたことで不足が出ずに済んだ。

　だというのに、クロード達のＴＬ－５には腕枷が一つあり、同道するディーヴァを改めて拘束することができた。それは何故だ？　答は、ロビーから連行された後で即座に拘束を解かれた内応者がいたからだ。

　そもそもの話、クロード達のＴＬ－５は思っていたよりも急進していなかった。それは何故だ？　答は、その内応者と密ひそかに合流することを目もく論ろんでいたからだ。

　そして──更にもう一つ。自分とディーヴァがクロード達の輸送機に乗り込む直前のことだ。何者かからのメールを受け取ったクロードがディーヴァに、「こちらも貴様の暴力は評価している側面もある」と言っていた。

　それでは、あの時クロードにメールを送信した、ディーヴァの暴力を評価している内応者とは、一体誰だれだ──？

「そうさ。僕こそが、このクーデターの首謀者だ」

　第一皇子の告白が、閉鎖空間に泰然と響き渡った。









　　　　第四章◆さよなら聖女






「不本意だね。邪魔が入る可能性はもちろん考慮していたが、まさか君達なんかに計画を乱されるなんてさ」

《絶・天地創造デイ・シエプフング》によって構築された閉鎖空間。エトラと共にウィンダムと想そう調ちようするシリュウの前で、バートレットの駆るゴスペルが頭かぶりを振る。

「皇帝オルドネスを弑しい逆ぎやくする。これはあまりに難易度の高いミッションだ。何せ第二世代の僕達より遥はるかに魔力に秀でている上に、術者以外の時間の流れを遅くするなんていう、反則的な神代の詩エク・セ・レスタまで使うんだからね」

　バートレットがゴスペルの左手を見やり、独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

「……神の物は神の手に、人の物は人の手に。あれはまさに人ならぬ存在だ。人間の持つ暴力であれを弑しいすることは、普通に考えれば不可能に等しい」

「……おっしゃるとおりです、バートレット殿下」

　ウィンダムを駆るシリュウは、息を呑のみながら頷うなずく。

「常人にはあまりにも実現の見込みの無い話です。……もし仮に僕とエトラ様がウィンダムで挑んだところで、皇帝陛下の駆るドミナスからすれば鎧がい袖しゆう一いつ触しよくでしょう」

　どうすれば奴やつを亡き滅ぼすことができるのか。それをずっと考えてきた。エトラと共謀者になってからも考えてきた。しかしやはり、自分達だけでは対抗すらできない。

　だが、手段は皆無という訳でもない。

「ですがバートレット殿下。もしも神代の詩エク・セ・レスタを使う第二世代のフィガロの系譜フイガロエルヴエが力を集結させれば、可能性は生まれます」

　そう、可能性は生じるのだ。その手段なら既に頭の中にある。

　第一皇子バートレットの神代の詩エク・セ・レスタ《絶・天地創造デイ・シエプフング》は、外界から干渉不能となる檻おりを形成する術だ。檻を消滅させるタイミングは術者の任意で決められ、それまでは檻の内外が絶対的に隔離されることになる。

　第二皇子クロードの《絶・紅海渡渉パサージユ・ドウ・ラ・メール》は、イメージした空間へと接続する境界面を形成する術で、この面を潜くぐり抜ければ空間転移が可能となる。

　第三皇子ゼウルの神代の詩エク・セ・レスタは《絶・歓喜奏歌アン・デイ・フロイデ》。中性子の荷電粒子砲を放つという、亜光速かつ高威力で事実上は防御不能の術だ。これを防ぐことができるのは、外部からの干渉を不能にさせるバートレットの《絶・天地創造デイ・シエプフング》くらいだろう。

　第四皇子ローランの《絶・楽園追放パラダイス・ロスト》は、強酸の豪雨を数百メートル四方に降らせて敵を殲せん滅めつする術だ。たとえ霊金アンジュライト製の輅ロ機キであっても、直撃すれば爛ただれて溶けてしまうことだろう。

　どの術も、極めて特殊な効果をもたらしたり、驚異の威力を誇っていたりするものだ。

　そうした神代の詩エク・セ・レスタを駆使する皇子達を従えて戦い、皇帝オルドネスを打倒する。そんな可能性を夢見たこともあった。

　だが今回のクーデターにより、その腹案は霧散してしまった。

「ほう？　面白いね。言ってみなよスィグアの負け犬」

　その腹案を実現させようとしている第一皇子が、愉快げに問い掛けてきた。

　分かっているさ。これが貴様の企たくらみだ。

　紫紺の太子の輅ロ機キを睨にらみ、シリュウ＝スィグアは答える。

「あなたの《絶・天地創造デイ・シエプフング》で閉鎖空間に陛下だけを閉じ込め、反撃を防ぐ。その上でクロード殿下の《絶・紅海渡渉パサージユ・ドウ・ラ・メール》で境界面を任意に生み出し、別の殿下の強力な神代の詩エク・セ・レスタを、血が尽きるまで閉鎖空間内に一方的に叩たたき込む。──これならば、万一とどめを刺すに至らなかったとしても、最悪でも致命傷を負わせることができます」

　壁から放たれる淡い光。それに照らされる白銀しろがねの輅機。

　そんなウィンダムを駆るシリュウに指摘されて、バートレットは。

「ク……ククク。クハハハハハ！　褒めて遣わしてやろう！」

　閉鎖空間に哄こう笑しようを轟とどろかせて、泰然と肩を竦すくめる。

「君の言ったとおりだよシリュウ。僕達はそうやってあれを弑しいするつもりだ。そしてそれを成功させる為ために、僕はクーデター軍の敵を装ってきたんだ」

　ゴスペルが満足げに人差し指を立てる。

「この計画で重要なのは、いかにしてオルドネスに怪しまれずに《絶・天地創造デイ・シエプフング》で閉じ込めるかだ。これに失敗したら打つ手が無くなるからね。だから僕は一度監禁されてから、脱走してきたフリをしてオルドネスのもとに駆けつけようとしたのさ」

　ゴスペルの紫紺の機体が、淡い光に浮かび上がっている。

「だけどここで不測の事態に陥った。君達四人も脱走したことだよ。とはいえディーヴァはこちらに与くみしたいとのことだったので、ありがたく迎え入れることにした」

　第一皇子の駆るゴスペルが腰に手を当てる。

「困ったのはゼウルさ。エトラ程度なら一方的に倒すことも可能だけど、さすがにゼウルと戦うとなれば僕一人では無傷では済まない。だからゼウルと戦うのはクロード達と合流してからにすると決めた。……だけど残念だ、ここにきて僕達は酷ひどい裏切りを受けてしまったのさ」

「お言葉ながら殿下、あなたほど酷い裏切りではないと存じます」

「クハ。本当にお言葉だね……」

　バートレットの声色が変わる。

　泰然とした声に、冷ややかなものが混じる。

「……まったく忌いま々いましい。千載一遇の機会を、まさか今日集まった皇族の中で最も脆ぜい弱じやくな君達に邪魔されてしまうとはね」

　ゴスペルのアイセンサーが、こちらを捉とらえて鋭く光る。

「だけど君達にも五ご分ぶくらいなら魂もあるだろう。互いに譲れないものがある訳だ。それならどちらが譲るべきか、神ではなく人の手によって決めるとしよう。古来雌雄を決してきたものとは、暴力の優劣だ」

【……っ】

　第一皇子に睨にらまれて、シリュウは腰の剣の柄つかを握る。

「……僕達を最弱と見なしながら、まさか第一皇子のあなたが相手をするとは。紫紺の太子も落ちたものです」

「クハ、愚かだね君は。君達が最弱だからこそ、邪魔が入らない状態で僕が相手をするんじゃないか」

　バートレットが短く笑い、冷ややかに凄すごむ。

「……戦場には輅ロ機キが六機。数字の上では三対三。六機の中で最強の僕が、六機の中で最弱の君達を瞬殺すれば、三対二に持ち込める。三機でゼウルとディーヴァの輅機を倒し、そしてオルドネスをも打倒するのさ……！」

【……くっ】

　殺気を纏まとう紫紺の巨人。背筋に冷たいものが走る。

　眼前の敵は第一皇子。つまり第二世代のフィガロの系譜フイガロエルヴエの中で、最も戦役において活躍を遂げてきた皇子ということだ。

【くそ、想定外だ。よりにもよって、ゴスペルと一騎討ちになるとは……！】

　念話で吐き捨てて歯は噛がみする。

　かつて自分達はディーヴァを降くだした。手を取り合って神代の詩エク・セ・レスタを打ち破り、死力を尽くして紅の戦せん姫きから勝利を掴つかみ取った。

　だが紙一重の勝負だった。こちらが敗れて当然の相手だった。

　そのディーヴァのアンセムよりも、第一皇子バートレットのゴスペルは、強い。

　……まずい。どうする？　どうやって戦う？

　オルドネスの次に秀でた男を相手に、一体どうやって生き延びてみせる……!?

【──大丈夫よ、お義に兄い様さま】

　不意に、念話が聞こえた。エトラだ。

　凛りん然ぜんと呟つぶやく白銀しろがねの聖女の、鈴を転がすような澄んだ声。

【エトラ……？】

　違和感を覚えて呼び掛ける。しかしそれには返事は無い。

　どこか掴みどころのない声で、エトラが言葉を紡いでいく。

【大丈夫よ、お義に兄い様さま。あなたはいつも私の為ために戦ってくれる。……つい先程も、私の為に、クロード達の輸送機の兵士と戦ってくれた】

　エトラが担当する左腕が、そっと左胸に手を添える。

【……私はあなたを得た。あなただけでなく、セツキガルド州の方面軍まで得た】

「クハハハ……！　さあ、持ちうる暴力全すべてで抵抗してみせなよ……！」

　居丈高に吠ほえる紫紺の巨人。バートレットのゴスペルが剣に手を伸ばす。

　そのゴスペルに向けて、第九皇女エトラが凛りん然ぜんと左手をかざし、宣言する。

【私は遂ついに力を得た。望んだ力が授けられた。だからきっと私達はもう、第一皇子とだって──戦える】

「この世界を動かす者は──強き人間であるべきだ！」

　閉鎖空間に怒号が響く。

　ゴスペルが腰の剣を敢然と抜き、そして戦いが始まった。
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　陽ひが傾き始めた荒野の砂漠。総数六機の輅ロ機キが分断される。

　ウィンダムはゴスペルの《絶・天地創造デイ・シエプフング》に取り込まれた。そのウィンダムを狙ねらっていたクロードのサンクトゥスは、ゼウルのリヒトに行く手を阻まれている。

　そしてアンセムを駆るディーヴァの前には今、碧へき水すいの巨人が立ちはだかっていた。

　第四皇子ローランの輅機、ハレルヤだ。

「バートレットは汝なんじ等らと共謀しておったか。あやつも武勇こそを頂いておるかと思うたが、搦からめ手の方が好いておるらしいのう」

　ディーヴァは小さく冷笑する。まったく、第一皇子ともあろう者が不興な真ま似ねを。

「あやつもおぬしにだけは言われたくないだろうのう。あと少しであったというのに、下らぬ真似をしてくれたもんだわい」

「くふ、妾わらわとしてはどちらが相手でも構わぬからのう。オルドネスと汝等、どちらも武を競い合う相手としては申し分無い」

「ぬう、どいつもこいつも狂人ばかりか。……まあいい」

　ローランのハレルヤが剣を抜き、構える。

「ならばおぬしの酔狂に引導を渡してやるわい。あの世で理想でも追いかけておれ」

「それも一興。なれど今は、汝に挑むがなおのこと興」

　アンセムを駆るディーヴァも、剣を抜いて右手に構えて、

「尊血フィガロの第四皇子ローラン。──汝の武、妾の武の試金石にしてくれる！」

「カカカ！　ほざけ物狂いが！」

　大喝一いつ閃せん。互いに左手を鋭くかざし、

「──《火焔弩フラム・デクラ》！」

「──《氷塊弩グラス・デクラ》！」

　両者が神速の弩いしゆみを放つ。炎と氷が中央で衝突。相殺されて白い蒸気が立ち込める。

「哈はああっ！」

　アンセムが疾駆。厚い蒸気の幕へ吶とつ喊かん。突き破って一ひと太た刀ち浴びせることを狙ねらう──が同時にハレルヤも吶とつ喊かんしていて肉迫。

　ならばここで一太刀！　勢いをそのままに斬ざん撃げきを見舞う。だがこれも同時で打ち合う。

　薙なぐ、突く、振り下ろす。連撃の応酬で双方が打ち合う。剣けん戟げきの音が甲高く響く。刃がかち合い火花を散らす。砂さ塵じんが舞い上がり降り注ぐ。

　剣は互角。埒らちが明かない。連撃を繰り出しつつ、互いに左手を突き出す。

「《炎爆槌プロズ・マルト》ォ！」

「《氷発破グラス・エクラ》ァ！」

　爆発！　ゼロ距離で互いの魔法が掻かき消し合いながら弾はじけ飛ぶ。爆風に煽あおられて両者が吹き飛ばされる。

「──ぐううっ！」

　地面に叩たたきつけられる。堪たまらず声を上げる。だがまだだ。隙すきを見せるな。

　即座に立ち上がって左手をかざす。すると向こうも同様の姿だ。

　ほう……？　くふ！

　思わず笑みを漏らしつつ、ディーヴァとローランが互いに叫ぶ。

『──《鉛斜矢プロン・デクラ》っ！』

　魔法が発動。鉛の矢が宙を翔かけ合って衝突。

　不快な金切り音が甲高く鳴る。双方の矢が粉砕されて破片を宙に撒まき散らす。元第五皇女と第四皇子、両者が同時に放った魔法は、どちらが勝ることもなく粉ふん塵じんと化した。

　なおも戦いは終わらない。大地を蹴けって突撃し合う。流れるように剣戟が舞う。魔法が爆はぜて大気が乱れ散る。

　通じない。決め手が無い。両者の力が拮きつ抗こうしている。

　時折魔法がハレルヤを掠かすめる。あちらの剣に浅く斬きられる。

　だがその程度だ。魔法も剣技も思考も互角。消耗戦がただただ続く。血液が、体力が、神経がすり減って命を脅かされる。

　気を抜けば敗れる。負ければおそらく殺される。ぞくりと肝が縮み上がる。

　ディーヴァはさすがに震えてしまう。抑えきれない激情に駆られる。

　…………くふ。

　感情が高ぶり、打ち震える。

　……ああ、良い。実に良い。

　こやつは敵で──妾わらわは生きておる！

「うおおおおおっ！」

　ローランが大剣を振り下ろす。それをかわして大剣を一いつ閃せん。それを避けられ互いに魔法を放ち、双方が回避する。

　やはり互角だ。剣でも魔法でも勝負はつかない。

　だから両者が思い至る。切り札で勝負に出ることを。

　紅のアンセムと碧へき水すいのハレルヤ。両機が剣けん閃せんを舞い乱れさせつつ、固有の最強技を繰り出していく。

「〈御使いフィグはかく語りき。燃ゆる紅、天あめ焦こぎの〉」

「〈御使いフィグはかく語りき。萌ゆる碧へき水すい、病葉わくらばの〉」

　刃の応酬はそのままに。荒野の砂漠に歌声が響く。

「〈重ねし力の責を負い、詠うたうは焔ほむらを纏まといし魔弾〉」

「〈雲くも居いの恵みも惨さんと成し、詠うは森羅を穿うがつ落涙〉」

　二つの調べが重なり合う。混声で織り成す厳おごそかな詠唱。

『〈此こ処こな憑より代しろを頂きて、臥がして其その身を贄にえと捧ささげよ〉──！』

　互いに飛び退すさり詠唱を終える。天授の御み業わざに命運を託す。

　両者の左手が天を衝つき、その大音声が天を貫く──。




「────《絶・斜陽神曲デイヴイナ・コメデイア》!!」

「────《絶・楽園追放パラダイス・ロスト》!!」




「ぐおおおおっ!?」

　双方が神代の詩エク・セ・レスタを発動。途端にハレルヤが大地に這いつくばわされる。アンセムが周囲数百メートルに過重力を発生させている。ディーヴァの《絶・斜陽神曲デイヴイナ・コメデイア》の効果の一つだ。

　ハレルヤは身動きできない。その隙すきにアンセムの左手から炎を纏まとった無数の鉛のつぶてが天に舞い上がる。これも《絶・斜陽神曲デイヴイナ・コメデイア》の効果だ。数瞬の後には、これらが辺り一帯に降り注ぐことになる。

「ぬう!?」

　だがディーヴァが声を上げる。天に舞い上がったのは鉛のつぶてだけではない。同じく辺り一帯に降り注ぐべく、ハレルヤの頭上高くにも液体の塊が浮かび上がる。

　強酸の水の塊だ。ローランの《絶・楽園追放パラダイス・ロスト》の効果だ。万物を溶け爛ただれさせる滅びの水だ。

　両者の頭上にそれらが揃そろった。後は地上へと降り注ぐばかり。

　アンセムの鉛のつぶてとハレルヤの強酸の豪雨。双方が大地を穿うがつべく、神速で斜めに弾幕のごとく大挙する。

「くうううううう──っ!?」

　直後、悲鳴を上げたのはディーヴァだけ。地上に降り注いだのは強酸の豪雨のみだ。

　同時に降り注いだ両者の神代の詩エク・セ・レスタが空中で衝突し、鉛のつぶては豪雨によって溶かされてしまった。

　アンセムが穿たれていく。霊金アンジュライトでも爛ただれるほどの強酸。機体の損傷が痛みとなってフィードバックされ、全身が焼けるような地獄の苦しみを味わう。

　その豪雨がしばらく続き、やがて終わる。

　地表が溶けて沸騰している。砂漠に更なる滅びがもたらされる。だがその沸騰も、魔法の効果の終了とともに収まっていく。

　そんな強酸の豪雨を受けて、アンセムは。

「くうう……！　ま、まだじゃ……っ！」

　全身を醜く爛れさせながらも、どうにか戦場に立ち続ける。

　参った。剣と魔法は互角だった。だが神代の詩エク・セ・レスタでは圧倒された。

　だがまだだ。まだ負けていない。勝機は未いまだに潰ついえていない。自分はまだ立っている。

「これで終わりだ！　《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

　そこへハレルヤが魔法を発動。鉛の矢が迫る。こちらも魔法で防がなければ。

「……っ!?」

　だができない。左手が動かない。制御が死んでいる。左ひだり肘ひじが爛れて千切れかけている。

　左腕が辛うじて繋つながっているだけのアンセム。それにとどめを刺すように、鉛の矢が肉迫して、穿った。

「──ぬうっ！」

　ディーヴァが地面に尻しりもちをつく。強制的に想そう調ちようが解かれたのだ。

　くっ、ならば逃げ延びて隙すきをうかがわなければ。咄とつ嗟さに立ち上がろうとする。

　だが既に眼前には、ハレルヤの巨大な機体が立ちはだかっていた。

「おぬしを拘束しながらゼウルと戦うような芸当はできぬ。死んでもらおう、妹よ」

　普段と変わらぬ声での宣告。ローランに完全に追い詰められた。

「そうか。…………くふ」

　もはやこれまで。宣告を受けたディーヴァは、短く笑った。

　……ああ、また敗れたか。結局妾わらわの武は、頂いただきには遠く及ばなかったわ。

　そう思う。実に無念でならないと悔やむ。

　だがそれは心の半分。

　残りの半分は、自分よりも強き武に打ち負かされたことに、どこか満足していた。

　ディーヴァは死を覚悟する。そんなディーヴァに、ハレルヤが左手をかざした。

　だが、そこへ不意に別の声が轟とどろく。

「──《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

「ぬうっ!?　《鉛防壁プロン・エズイド》ォ！」

　刹せつ那なに鉛の矢がハレルヤに迫る。ローランが咄とつ嗟さに障壁を出す。

　だが。

「ぐは……っ！」

　圧倒的なまでの力の差。第四皇子の障壁を突き破り、《鉛斜矢プロン・デクラ》がハレルヤを穿うがった。

　ハレルヤが大破する。想そう調ちようが強制的に解かれてローランが大地に降り立つ。

　そのローランの眼前に、黄金こがね色の巨大な掌てのひらがかざされた。

「──お前を拘束しながらバートレットと戦うような芸当はできねえ。死んでもらうぞ、兄貴」

　ハレルヤを大破させた皇子が、どこか飄ひよう々ひようとそう言った。

　黄金色の輅ロ機キ、リヒトを駆る第三皇子、ゼウルだ。

「……カカカ。堪たまらぬな、まったく」

　ローランが乾いた笑い声を上げた。

　先程まではローランがディーヴァを追いつめていた。だが今は逆に、この男が死を迎えようとしている。

　ローランが諦あきらめたように肩を竦すくめて、ゼウルの駆るリヒトを見上げる。

「おぬし、クロードに勝ったのか？」

「ああ」

「第二皇子を相手にか？　それも相当早いではないか」

「ああ」

「殺したのか？」

「ああ。先に地獄でお前を待ってるよ」

「カカカ、地獄か。……まあこの世界も地獄と大差ない。どちらも結局、我われ等らの世界ではない」

　やはり乾いた声で、ローランがそう呟つぶやいた。

「悪いな。そういう哲学的な話は苦手だ。気の利いた返事が思いつかねえんだよ」

「そうであるか。……まあ、期待しておらぬので安心せえ」

　カカカ、としばらくローランが笑う。

　そして、その二十九歳の皇子の声がやむのを待ってから、ゼウルが切り出す。

「で、ローラン。最後に言い残すことは？」

「ふむ。山ほどあるが、おぬしらも急いでおるだろう。一言で勘弁してやるわい」

　ローランが居丈高に胸を張り、告げる。

「神の物は神の手に、人の物は人の手に。おぬしから生まれる子こ倅せがれが、強きフィガロの系譜フイガロエルヴエであることを祈る」

「ありがとよ。けど先に美人の嫁さんを貰もらえることを祈ってくれ」

「カカカ、違いない」

　二人の声が、横柄に響く。

　それが最期の会話だった。魔法が一つ放たれて、命が一つ散っていった。

　風が吹くばかりの不毛の地。荒野の砂漠には、輅ロ機キの残ざん骸がいが三つ打ち捨てられている。

　今この場所からは見えないが、あの赤銅あかがね色の輅機の傍そばにも、骸むくろが一つあるのだろう。

　本来なら、自分がそうなるはずだった。そこをこうして救ってもらった。

　だがそれでも、ディーヴァは腰に手を当ててリヒトを睨にらむ。

「……戯たわけ。随分と不興な真ま似ねをしてくれたものじゃ」

「悪かったな。俺と同じ陣営だったことを後悔してくれ」

　ゼウルの駆るリヒトが、わざとらしく肩を竦すくめた。

　そしてディーヴァを掴つかんで持ち上げる。

「ま、せっかく助けたんだから文句言うなよ。興も不興も生きててこそだろ？」

「詭き弁べんを。……なれど良いわ。全すべては妾わらわの弱さが招いたこと。せっかく拾ったこの命、更なる武に興じて生きてくれるわ」

　くふ、と一つ笑いながら、ディーヴァは小さく頭を下げてみせた。

「そうしろ。だがその前に、お前のご主人様達を助けてやらねえと──な！」

　言うが早いか、リヒトが砂漠を駆けだした。

　目指す先には紺色の巨大な檻おりがある。バートレットの《絶・天地創造デイ・シエプフング》だ。

　その閉鎖された空間の外壁へと辿たどり着くと、リヒトがディーヴァを地面に下ろした。

「さて……ダメ元だが、試すだけ試さねえとな！」

　ゼウルの声が砂漠に爆はぜる。

　クロードとローランを降くだした第三皇子が、その輅機の左手を檻にかざして発動する。

「《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

　リヒトが神速の矢を発射。霊金アンジュライト製の輅機をも穿うがった魔法が唸うなり、紺色の檻を襲う。

　だが、無傷。その内外を絶対的に隔離する檻は、やはり何物にも干渉できないらしかった。

「やはり、無駄だったようじゃのう」

「……ちっ。そうらしいな」

　ゼウルが大きく舌打ちして、左腕を下ろす。

　堅けん牢ろうな檻おりが鎮座している。外にいる者にできることは、ただただ祈ることばかり。

　ゼウルが檻の中のことを案じるように、苦い声で呟つぶやいた。

「……こんなトコでくたばるんじゃねえぞ、シリュウ」
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　閉鎖空間の淡い光に照らされて、対たい峙じするバートレットのゴスペルが剣を抜く。

　戦いの始まりだ。ウィンダムを駆るシリュウも剣を抜く。それより先にエトラが発動。

「《風斜矢ヴアン・デクラ》！」

　不可視の鏃やじりが宙を奔はしる。先んじてゴスペルが回避する。

　エトラが魔法を放った。シリュウの左腕から血液が奪われる。だが平気だ。この程度の量なら問題ない。

【うおおおおお！】

　シリュウは吶とつ喊かん。淡く光る床を蹴けって前へ前へ前へ。

　だが。

「やらせないよ」

　そう言い残し、ゴスペルが全力で下がって逃げていく。

　な……!?　唖あ然ぜんとする。だが歯を食いしばって更に前進。

　全力疾走。追いかける。しかし敵機に逃げられて近づけない。

　そのゴスペルがこちらに左手をかざし、

「《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

「!?　《鉛防壁プロン・エズイド》！」

　鏃が飛来。堪たまらずエトラが障壁を出す。だがその障壁が耐え切れずに貫通を許し、

【ぐっ！】

　咄とつ嗟さに剣を一いつ閃せん。障壁で威力がいくらか衰えていた鉛の矢を叩たたき落とした。

　凄すさまじい魔力。半年前にエトラはディーヴァの魔法を防いでいた。そのエトラでも押し負けてしまうのか。

　──ならば、剣で！

　更に吶とつ喊かん。飛ぶが如ごとく。閉鎖空間をひた走る。

「《氷発破グラス・エクラ》！」

　敵機が発動。エトラが障壁で阻む。防ぎきれなかった分を足捌さばきでかわしてなおも前進。

　駆ける、駆ける、進撃する。魔法をどうにか耐えつつ、剣の勝負に持ち込もうとする。

　だが剣の間合いまで──近づくことができない。

「シリュウ、そっちの勝負は受けないよ。空港で君の剣捌きを見たからね」

　距離を取り続けながらバートレットが言う。

「君のことは舐なめていた。だけどそれは間違いだった。剣ではきっと僕ですら君の暴力に屈するだろう。だから、そっちで戦うことはしてやらない」

「な……っ？」

　猛追しながら声を漏らす。第一皇子に畏い怖ふされている。

　だがまずい。どうすればいい？　これでは自分の戦いができない。

「剣で争うのは厳しそうだ。だけど魔法なら違うよね。だって君達、人間同士で想そう調ちようしてしまっている」

　近づく事すら敵かなわない。閉鎖空間をゴスペルが疾走する。

「心を通わせていれば想調で魔力が上がる。だけど通わせていなければ逆に下がる。だからフィガロの系譜フイガロエルヴエも人間との想調はなるべく避けるんだよ。だって──こうなるんだからさあ！」

　ゴスペルが左手を鋭くかざし、

「《炎爆槌プロズ・マルト》！」

「《鉛防壁プロン・エズイド》！」

【ぐうううっ！】

　槌つちが障壁を打ち壊しながら爆散。爆風に煽あおられてウィンダムが吹き飛ぶ。

　だがすかさず立ち上がると、そのままエトラが左手をかざし、

「──《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

「おっと？　《鉛防壁プロン・エズイド》！」

　咄とつ嗟さの反撃。だがそれもゴスペルが展開した障壁に阻まれ、軽く防がれた。

「……思いのほかすぐに立ち上がったね。こっちが追い打ちを掛けるつもりだったんだけど、この感じだと正面から倒すには隙すきが無さすぎるな」

　少し苛いら立だたしげにバートレットが呟つぶやく。

「まったく、いい加減にしてもらいたいな。僕達はこれからあれを倒さなければならないんだよ。次の世代の為ために、正しい世界を繋つないでいかなければならない。……それが、今を生きる僕達の義務だ」

　ゴスペルがこちらを睨にらみながら佇たたずんだ。シリュウも足を止め、息を呑のみながら敵機を睨む。

　先程の爆散の瞬間、エトラの魔法の発動に合わせてあらかじめ逆に飛ぶことで、衝撃を緩和した。その立ち上がりのタイミングに今度はエトラが合わせて、敵の追撃を制して反撃してみせた。

　成長している。半年前よりもエトラとの共闘がうまくいっている。

　だというのに、こちらが一方的に圧倒されている。

　魔法は形無い想おもいを形あるものに変換する行為だ。人間同士で想そう調ちようする場合、互いに心を通わせているほど想いの純度が上がり、本来よりも魔力が強くなる。

　だが想い合う気持ちが弱ければ、本来よりも魔力が弱まってしまう。バートレットが言ったとおり、フィガロの系譜フイガロエルヴエがあまり人間同士で想調しないのは、それが理由だ。

【く……すまない。奴やつの言うとおり、俺と想調したことでお前の魔力を下げてしまっているのだろう】

【いいえ、お義に兄い様さまとの想調で魔力が下がっている訳ではないわ。むしろ……】

【むしろ？】

【あっ、いいえ、別に…………何でもないわ】

　ん……？　何かあったのだろうか。一瞬声を上ずらせかけたエトラが、逆に声を沈ませた。

　だが結局何でもなかったのか、エトラが元の調子で念話を寄越す。

【別に魔力は下がっていないわ。純粋に、それだけバートレットの魔力が凄すさまじいということよ】

【第一皇子は伊だ達てではないということか。……困った話だ】

　乾いた苦笑を念話で漏らした。

　剣での勝負は避けられる。魔法はあちらが図抜けている。その魔法を辛うじて凌しのいでいるが、このままでは明らかにジリ貧だ。

　くそ。だから考えろ。どうする？　どうやってこの強大な敵を倒す？

　この敵を討ち滅ぼす手段など、今の自分達には存在するのか……？

【…………大丈夫よ、お義兄様】

　だが、思考の海に沈みかけた刹せつ那な、不意にそんな声がした。

　鈴を転がすように澄みながら、どこか憂いを感じる声。

【言ったでしょう。私は力を得た。それはあの第一皇子にも対抗しうる力よ。条件さえ満たせば、きっと私達は勝てる。その条件を満たす為ために、お義兄様にお願いがあるの──】

　エトラがそう言って、おそらく唯一である策を語り掛けてくる。

　それは無謀としか思えない、常識外れの作戦。

【……その行動に意味はあるのか？　そんなことをして、本当に大丈夫なのか？】

【ええお義兄様。むしろ、こうしなければ勝ち目は無いの】

　確信めいたエトラの言葉。それでいながら、どこか沈んでいる声。

　そのエトラが、言う。

【あなたの背中を、私に預けて】

　か細い声だった。どうにか凛りん然ぜんとさせながらも、まるで懇願するかのように聞こえた。

　そんな頼りなさもうかがえる言葉に、シリュウは。

【預けたぞ】

　そう一言告げて──弾はじけるように疾駆する。

　前進再開。剣を握りしめてひたすら前へ。

　エトラがどこかおかしい。時折様子が妙になる。今の作戦も意味不明だ。

　だが信じよう。唯一無二の共謀者だ。手を取り合ってここまで来たのだ。

　とうに命は預け合った。全速前進、歯を食いしばって地を駆ける。

「クハ、また来たか。でもそうだよねえ！　もうこれ以上君達にかかずらってる暇なんか無いよねえ！」

　泰然と飛び退すさる紫紺のゴスペル。その左腕がこちらに唸うなり、

「邪魔をするなよ、世界を人間の手に取り戻すんだからさ！　──《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

「《鉛防壁プロン・エズイド》！」

　魔法が飛来。すかさずエトラが障壁を展開。砕かれつつも矢の勢いを殺し、それをシリュウが打ち払って前へ。

　魔法、障壁、打ち払い。追走劇がひたすら続く。

　紙一重の防御。少しでも油断すればやられる。

　気を張り詰める。感覚を研ぎ澄ませる。神経全すべてを覚かく醒せいさせて愚直に突進──。

　そしてやがて、ゴスペルが先に動いた。

「……忌いま々いましいくらい粘るね。やっぱり正面からでは抉こじ開けられないか」

　不意にゴスペルの足が遅くなった。遂ついに向こうが根負けしたのか？

　だが好機だ。今だ。今しかない。ここぞとばかりにギアを上げる。

　全速駆動。機体が軋きしむ。迫る魔法を左右にかわす。

　距離が縮まる。敵機に迫る。逃がすものか。駆けて、駆けて、疾駆疾駆疾駆。

　そして遂に間合いに────捉とらえた！

「喰くらええええええっ！」

　乾けん坤こん一いつ擲てき。すかさず剣を振り上げて、一気に振り下ろす────直前にゴスペルが左手をかざし、

「《鉛防壁プロン・エズイド》ォ！」

「な──」

　眼前に障壁が聳そびえ立つ。ゴスペルが展開した物だ。

　だが今までとは違う。ただの壁ではない。三面鏡のような形で障壁が展開されている。

　行く手を阻まれた。袋小路でたたらを踏まされる。

　その隙すきを、ゴスペルが捉える。

「もらったあああ！」

　──刹せつ那な、時の流れが引き延ばされているかのように感じ始める。

　バートレットが雄叫おたけびを上げる。ここぞとばかりに背後を取ろうとしている。正面からでは防がれてきたせいだろう。

　ああ……一体なんということなのか。

　────実は、それがこちらの狙ねらいだというのに。

　これで何が起きるのかは分からない。しかしエトラがそれを願った。

　敵にウィンダムの背後を取らせろと、あの時指示してきた。

　狙いどおりに立ち往生するウィンダム。そんな状況を作らせたエトラが、不意に尋ねてくる。

【……お義に兄い様さま。クロード達の輸送機の中で、敵を斬きったのですね】

【ああ、斬った。そういえば似たようなことを先程も言っていたな。何な故ぜ知っている？】

　いや、そもそもこんな時に一体何を──？　だがその疑問にエトラは気付かない。

　鈴を転がすような声が、ただ頭の中で静かに響く。

【分かるのよ、私には。何故ならそれが私の────聖女の皮をかぶった女め狐ぎつねの、捧ほう貢ぐだから】

【何……？】

　思わず疑問の声を漏らす。だが時間の猶予はそこまでだ。

　来た。バートレットのゴスペルだ。紫紺の巨人に背後を取られる。

　無防備の背中。攻撃されれば手立ては無い。敵の魔法の餌え食じきになるだけ。

　だが、その刹せつ那なだ。

　白銀しろがねの聖女エトラが、祈るように両手を組んで────詠い上げる。




「〈御使いフィグはかく語りき。疾はやる白銀、風かざ鳴なきの〉」




　遠い日に聞いた交響曲のよう。あたかも聖女を称たたえるように。

　初めて出会ったあの時にも似た、荘厳で尊く美しい調べ。

「〈衣けしの綻ほろびも天あま翔かけて、詠うたうは凪なぎ夜よに羽搏はばたく翼〉」

　波紋のたゆたう湖面のような、澄み渡る声の歌曲が響く。

　捧貢の見つからないエトラには使えなかったはずの、フィガロの系譜フイガロエルヴエの最強の魔法。

「〈此こ処こな憑より代しろを頂きて、臥がして其その身を贄にえと捧ささげよ〉──！」

　術式が整った。終しゆう焉えんの歌が奏でられる。

　祈るその手に剣を握り、少女の美しい声が今、閉鎖空間に高らかと響き渡る──。




「《絶・昂翼魔女セヴンス・ヘヴン》────!!」
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　ひらり。白い羽根が一枚、宙に零こぼれて舞い降りていく。

　袋小路に佇たたずむ巨人。そんなウィンダムの無防備だった背中に、それが生える。

　天を覆うように広大で、色は新雪さながらの純白。

　かつて、皇帝オルドネスは天使に触れた。その天使の姿は伝えられていない。

　だが間違いなくそれは、天使の翼。

　神話に描かれる天使が生やす、気高く広がる真ま白しろき翼。

　そして、ウィンダムの背中に生えた翼が今──ゴスペルへと伸びる。







　眼前で繰り広げられるその光景に、ゴスペルを駆るバートレットは一瞬たじろいだ。

　ウィンダムの背中に翼が生えた。それがエトラの神代の詩エク・セ・レスタらしい。

　何だこれは？　いや、もう遅い。何であっても手遅れだ。既に背後は取っている。

　バートレットは左手をかざし、発動する。

「《鉛斜矢プロン・デクラ》！」

　神速の矢が放たれる。瞬時にウィンダムの背中を襲う。

　第一皇子の輅ロ機キの魔法が、翼を突き破ってウィンダムを穿うがつ──。

「な……？」

　いや、穿つはずだった。だがそうはならない。

　翼だ。ウィンダムの真白き翼が魔法を呑のみ干した。

　その翼が更に大きくなる。背後に伸びてこちらに迫る。

　──逃げなければ。そう悟る。本能的に察して飛び退すさろうとする。

「…………っ!?」

　だが、できない。飛び退るはずが、機体が動かない。

　そんなゴスペルに高速で──翼が迫る。

「しま……っ!?」

　翼が迫る。

「……動けっ！」

　翼が迫る。

「…………くそっ！」

　瞬く間に、真白き翼が雪崩のごとく大きく肉迫して──、

「くそおおおおおおおおおおおっ！」

　そして、その直後。

　紫紺の太子バートレットの輅機ゴスペルは、大いなる翼に呑み干された。







　──ぐううううううっ!?　左腕の血液の大半を急激に奪われる。シリュウの実体無き肉体が凄すさまじい現象に襲われる。猛烈な痺しびれと凍いてつくような冷たさに見舞われ、直後に腕の感覚が失うせた。

　他の魔法とは次元が違う。これがフィガロの系譜フイガロエルヴエが誇る最強の魔法の代償か。

　直後、その代償を支払ったシリュウが駆る輅ロ機キの背中に、翼が生える。

　翼が広がる。昂ぶるように大きく広がっていく。

　白い翼はゴスペルが放った魔法を、そしてゴスペルそのものを呑のみ干して──。

　そして、やがて幻のように、消え失せた。

　血液の消耗が収まった。背中を守っていた翼はどこにも無い。

　紫紺の巨人ゴスペルの姿も、もうどこにも無い。

　直後、空間を閉鎖していた檻おりも失せて、元の岩石砂漠を踏みしめる。

　エトラが祈るように組んでいた手を解ほどき、右手の剣を腰に佩はき直す。

　傾きかけた陽ひの光が、乾ききった荒野の砂漠に、斜めに降り注いでいた。

　勝った。

　エトラが言ったとおり、自分達は第一皇子の輅機とも渡り合い、そして勝利した。

　徐々に、体内の血液が左腕にも分けられていく。

　実体無き左腕の感覚が戻ってくる。痺れと冷たさが再び左腕を襲い、それらが体全体へと広がって緩和されていく。

　やがてシリュウは、念話で呟つぶやく。

【……覚えたのか？　神代の詩エク・セ・レスタを】

　それは自分達を成り上がらせるはずの、今も自分達を救ってくれた、大いなる力。

【ええ。……つい先程、捧ほう貢ぐが一定量を超えたらしいわ】

　そうと聞いた後に、視界が低い位置に切り替わった。エトラが自分達とウィンダムとの想そう調ちようを解いたのだ。

　自らの肉体を取り戻したシリュウ。その眼前に、自分との想調を解いたエトラが現れる。

　そして少女は、凛りん然ぜんと、静かに微笑ほほえんだ。

「お義に兄い様さま。どうやら私の捧貢は、私を頂く勢力が奪い去る──命だったみたいなの」

　銀色の髪が風に舞う。華きや奢しやな体が姿勢良く佇たたずむ。色白の小さな顔かんばせが、神話の聖女のように微笑んでいる。

　だがどこか、その微笑みは今の空のように、少し光が翳かげって見えた。

　エトラが笑っている。

　あの日の少女がこちらを見上げ、あの日の彼女とも今の彼女とも異なる、見知らぬ笑みを顔に張り付けている。

　…………違う。そんな顔は、違う。

　何を犠牲にしても。己を踏みにじることになっても。たとえこの手でお前に非道な真ま似ねを強いるとしても。

　それでもお前にだけは、そんな顔などしてほしくない。

　そう感じて、シリュウは堪たまらず、エトラの華きや奢しやな体を抱きしめる。

「今の腐った秩序を滅ぼす。それが俺達の復ふく讐しゆうだ。新しい秩序は、残った者達が作ればいい」

　腕の中のエトラが身を強こわ張ばらせた。

　エトラの頭を片腕で抱える。その小ささに驚いて、腕の力加減が分からなくなる。

「俺もお前も災厄として歴史に名を遺のこす。死の間際、俺は忌み嫌われた存在として扱われることだろう。無論エトラ、お前もだ」

　所しよ詮せんは復讐だ。穢けがれた道だ。その末路には裁きが待っていることだろう。

　しかしそんなものは、些さ細さいなことだ。

「だがそれでいい。お前は嫌われていい。聖女としてのエトラ。復讐者としてのエトラ。そして、ただの少女としてのエトラ。その全すべてを知るのは、お前と共に道を歩む俺だけの特権だ。他ほかの誰だれにも譲るものか。最後にお前を慈しむのは、俺だけでいい」

「お義に兄い……様さま」

　胸元から声が聞こえる。鈴を転がすような、微かすかな声が漏れてくる。

　少女の体の強張りが、雪解けのようにそっと消えていく。

「自分を責めてしまうならそれでいい。背負うなとは言わないさ、それがお前の性分なのだろう。だが一人で背負い込むな。俺にも預けろ。お前に備わる神代の詩エク・セ・レスタは、お前と俺の為ためにある力だ」

「──ええ」

　小さく、腕の中のエトラが頷うなずく。

　互いの熱を分かち合っている。華奢な少女の柔らかさに、やはりどう扱えば良いのか迷ってしまう。

　それでも一度、強く抱きしめる。

「そして憶おぼえておけ。自ら不幸になる必要は無い。全てが終わったその時には、お前を守ると誓った俺が、この手でお前を不幸にしてやる」

　そっと少女の体を離して、その小さな頭に掌てのひらを置く。

「その役目も、俺だけの特権だ」

　西日に煌きらめく銀の髪。透きとおるように白い肌。

　微かに潤んだ、灰色の瞳ひとみ。

「ええ。約束よ」

　少し憂いを湛たたえながらも、エトラは今の彼女と同じ顔で、凛りん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「──おーい！　シリュウー、エトラー、生きてるかー？」

　と、その時背後から黄金こがね色の輅ロ機キが駆け寄ってきた。ゼウルの愛機リヒトだ。

　リヒトがウィンダムの傍そばで止まり、ゼウルが想そう調ちようを解いて姿を現す。

「良かった……マジで生きてるとは。正直とっくに死んでるかと思ってたぞ。てっきり俺がゴスペルと戦うことになると思ってたから、生身のディーヴァは向こうに置いてきちまったじゃねえか」

「随分な言い草だな。……まあ、その予想も当然だが」

　シリュウは自虐的に苦笑する。

　そしてそっと、エトラの頭から手を離した。

　戦いが終わった。魔皇国を揺るがしたクーデターはここに潰ついえた。

　魔皇国は有力な皇子達を喪うしなった。ここ十年間は版図を拡大し続けてきた魔皇国だったが、以後は侵略の勢いが停滞するかもしれない。

　しかしそれでも、どこかの前線が他国に押し返されるようなことにはならないだろう。魔皇国にはまだゼウルがいる。数十もの輅機が今なお前線に配備されている。

　そして何より、フィガロの系譜フイガロエルヴエの始祖、皇帝オルドネスが君臨している。

　だがいずれまた、この国を震しん撼かんさせる事態は引き起こされるのだ。今回この事態を収めてみせた、他ほかならぬ自分達の手によって。













　偶然の状況が自分達に今回の選択をさせた。だが次は別の選択をするだろう。次は偶然ではなく、自らによる必然が状況を作り上げるのだから。

　赤茶けた大地が冷えてくる。岩盤の砂漠が、次第に夜を迎えようとしていた。

　ゼウルが左腕をぐるぐる回す。

「じゃあ輸送機を呼び戻すとするか。ちょっと待ってろ、輅ロ機キで魔法を空に一発ぶっ放すからよ。ＰＣＤが無えから、信号弾の代わりになりそうなのを打ち上げねえと」

「そうか。では頼む」

「はいよ」

　そう答え、ゼウルがリヒトと想そう調ちようするべく踵きびすを返した。

　しかし、魔法を放ったところで確実に迎えが来る保証は無いだろう。エトラは輸送機を呼び戻す手段を用意していたりしないのだろうか。

「エトラ、お前も何か──」

　そう口を開いた──刹せつ那な。

　思わず振り返りざまに言葉を途切れさせて、目を見開く。

　エトラが何かをしていた訳ではない。その背後の、遥はるか彼方かなたにいたそれが視界に入り、背筋が凍りつく。

　──バートレットだ。

　ゴスペルともどもあの翼の餌え食じきになったと思っていた第一皇子が、よろめきながらもこちらに左手をかざそうとしている。

　瞬時に察した。

　殺される。三人まとめて、奴やつの魔法に屠ほふられてしまう。

　だが反応したのは自分だけ。魔法の使えない自分では敵の魔法を防げない。

　剣も届く距離ではない。駆け寄って斬きろうにも、あと数瞬で魔法を放たれてしまう。

　──また、時の流れを遅く感じる。

　一瞬、彼方のバートレットと目が合った。

　笑った。敵が勝利を確信して、その口くち許もとを緩めた。

　そしてその口が、魔法を発動させるべく、形を変え始め……

　────やらせるかあああっ!!




　ッ。




　乾いた音が鳴り響いた。

　彼方にバートレットが立っている。その左腕をこちらに向けている。

　だが、その姿勢のまま後ろへと倒れて、事切れた。

「お、お義に兄い様さま……？」

　義ぎ兄けいの突然の行動に、バートレットに気付かなかったエトラが呆ぼう然ぜんと声を上げた。

　少女の瞳ひとみが見開かれている。その視線の先にあるのは、一丁の拳けん銃じゆう。

　シリュウは瞬時に懐からこれを出し、撃っていた。

　銃撃は剣ほど慣れていない。だが偶然にも命中してくれたらしい。

　あるいは銃の性能の賜たま物ものなのかもしれない。空港のラウンジで敵兵から銃を奪ったこともあったが、これはそれとは別の物なのだ。

　ロビーのプランターの下に残されていた武器は、あの剣だけではない。

　この銃は、ゼウルの剣と一緒に残されていた物だった。

「……何もお前が殺す必要は無かったってのに」

　不意に背後から声がした。

　ゼウルだ。気付けば、ゼウルが左手をバートレットのいた方にかざしている。

　自分よりは一瞬遅れたが、ゼウルも反応していたらしかった。

　ゼウルを見やり、答える。

「いや、これが最善だっただろう。クロードはお前が始末したのだろう？　これ以上お前が序列上位の皇子をその手に掛けたとなれば、あらぬ憶測を呼んだかもしれん」

「……馬ば鹿か野や郎ろう、あらぬ憶測で困るのは俺よりお前だろ。お前はただでさえ微妙な立場なんだからよ」

　ゼウルが気に入らなそうに言い捨てた。

　一陣、北西から南東へと風が渡っていった。

　荒野を吹く風はどこまでも流れていく。あの風はきっと、この先にある対ナプトラ前線基地にも届くことだろう。

　仇きゆう敵てき、皇帝オルドネスのいる、あの場所まで。

「ホントに馬鹿野郎だよお前は。俺は俺でうまくやるから気にすんなよ。それに──」

　ゼウルが頭を掻かきながら、辺りを見回す。

　岩石砂漠が広がっている。向こうに遠く見える人影はディーヴァだろうか。

　その遥はるか先には、輅ロ機キがいくつか転がっていた。

「それにもう、俺にとやかく言える奴やつなんざ、今となっては皇親帝父だけだ」

　黄金こがね色のリヒトと、白銀しろがね色のウィンダム。

　金銀二つの輅機だけが、戦場となった砂漠に、なおも立ち続けていた。









　　　　終章






　夕暮れの迫る、北アフリカの東方に位置した軍事基地。その軍議室で一人、フィガロ魔皇国皇帝オルドネスは、世界地図を眺めていた。

　去年まではナプトラ共和国と呼ばれていた土地の西半分が、今ではフィガロ魔皇国領ナプトラ州になっている。第一皇子バートレットの功績だ。

　激しい抵抗により、ナプトラ共和国はおよそ十年もの間、その領土を守り続けていた。だがその北アフリカの雄ゆうも、半年前にバートレットが北アフリカに着任したことによって、遂ついに陥落への道を辿たどり始めていた。

「ナプトラを手に入れたならば、次は中東だな……！」

　魔皇国の領土がヨーロッパほぼ全土にまで拡大した地図を眺めて、オルドネスは屈強な肉体を揺さぶって笑った。

　この体は未いまだに衰えを知らない。しかしそれもあと数年といったところだろう。世代交代の時が迫りつつある。

　世界全土の平定まではほど遠い。残り数年で実現することなど不可能だ。

　だが──構わん。

　戦線は拡大する一方だ。反面、魔皇国は強大な三つの戦力を喪うしなった。これまで以上のペースで侵略することなどできないだろう。

　その上、戦力を喪った理由はクーデターだった。今後は国内にも目を向けなければならないとなると、ペースは更に遅くなることが予想される。

　しかし、それでも構わない。わざわざ気にするほどのことでもない。

　時間などというものは、それこそ未来永えい劫ごう、いくらでも存在するのだから。

　そう思っていた折、配下の者が報告に訪れた。例のクーデターの顛てん末まつについてだ。

　その報告を聞いて、オルドネスは口を歪ゆがめて笑う。

「ほう、そうか。大儀だ、下がれ」

「御意」

　配下の者が最敬礼して、軍議室から去っていった。

　ああ、やはりそうなのか。オルドネスは一人、荘厳に高笑いを上げる。

「フ……ヌフフ。ヌハハハハハハ……！」

　当初、クーデターを起こしたのはクロードとローランだと思われていた。だがクーデターの真の首謀者は、クーデターを鎮圧するポーズを見せていた第一皇子、バートレットだったらしい。

　しかしその謀反は潰ついえた。エトラとディーヴァとシリュウを率いた第三皇子ゼウルが、反逆者となった三人の兄達を破り、その野望を阻んだ。

「ヌハハハハハ……！　そうか、やはりそうか」

　世代交代が迫る中、肉体の衰えを迎えようとしているオルドネスは、愉悦の哄こう笑しようを轟とどろかせる。

　魔皇国の皇位継承順位は、年齢ではなく各人の功績によって決められる。しかしそうは言っても、年長者の方が有利だったのは事実だ。必ずしも真の実力順であったとは評価できなかった。

　だが、これで決まりだ。やはりそういうことだったか。

「次世代の最も優れた人間は、やはり、ゼウルか」

　落日の迫る軍事基地。世界の絶対的な支配者は、その屈強な巨きよ躯くを揺さぶり、低く荘厳な声で笑っていた。





　　　　　　　●






　赤い斜陽の光が、北アフリカ東部の岩石砂漠に差していた。

　輅ロ機キ戦の舞台となった砂漠には今、三機の輸送機が着陸している。エトラのＴＬ－４と、ゼウルのＴＬ－５と、バートレットのＴＬ－５だ。結局バートレットもクーデター側だったが、主君が敗北したことで、その輸送機の乗組員達が降伏してきたのだ。

　降伏してきた捕虜の受け入れを、ディーヴァが取り仕切っている。破壊された輅機の残ざん骸がいを、エトラとゼウルが輅機で輸送機に収容している。

　そして、手て持もち無ぶ沙さ汰たのシリュウは一人、集団から離れていた。

　小さな岩に座ったまま、手にした銃を無言で眺める。

　バートレットを狙そ撃げきした、あの拳けん銃じゆうだ。

「おーい、こっちは終わったぞシリュウー。準備ができたら出発するぞー」

　輅機の収容が終わったらしい。一人離れていたシリュウのもとに、金髪を短くひっつめた皇子が近づいてきた。ゼウルだ。

　ゼウルが眼前に立ち、シリュウの手元の銃に気付く。

「おっと……そいつを眺めてたのか」

「ああ」

「そうか。……ま、曰いわく付きのそいつに、更に曰くが付いちまった訳だからな」

　どこかおとなしい声で、ゼウルが遠くを眺める。

　その碧へき眼がんが見つめる先は、バートレットの骸むくろがあった辺りだ。

「シリュウ。お前の立場で第一皇子を殺すのは──とさっき言ったが、違うんだな。この状況なら、誰だれもお前を非難できねえのか」

「……ああ」

　胸中に複雑なものを抱えながら、シリュウは淡白に答える。

「こいつは、オルドネスに下賜された銃だからな」

　プランターの下に残されていた銃は、ゼウルの物ではなかった。ゼウルはあの時、敢あえて自前の銃は敵に没収させていた。

　ゼウルが剣と一緒に残した武器は、あの時シリュウがゼウルに渡したままだった、オルドネスに下賜された銃だった。

　実父である皇帝を弑しい逆ぎやくする。そんな第一皇子の凶行を、皇帝から下賜されていた銃によって、隷属民でありながら皇族として育ててもらった少年が未然に防いだ。

　この件はきっと、皇帝オルドネスにまつわる美談として、片付けられることだろう。

「そうか」

　ただ一言、ゼウルが短く呟つぶやいた。

　そして第三皇子は、視線をこちらに戻す。

「お前は俺の麾き下かじゃねえ。だから俺には、お前に下賜してやる物なんざ無ねえ」

　座るシリュウの腕を引き、ゼウルがシリュウを立たせる。そしてシリュウの腰から剣を奪った。

　脱走の際にゼウルから借り受けていた剣だ。元々これは、ゼウルの物だ。

　だがその剣を、ゼウルが再びこちらに差し出してきた。

　そして、告げる。

「言ったよな。この剣は俺が持ってるやつの中でも一番の業わざ物ものだ。それをお前に、託す」

　一瞬、目を見開いた。

　金色の髪。引き締まる口くち許もと。真しん摯しにこちらを見つめる碧へき眼がん。

　親友の右腕が剣を差し出してくる。

　与えるのでも貸すのでもなく、託す為ために。

「貰もらい受けよう」

　その眼まな差ざしを見つめ返して、シリュウも右腕一本で受け取る。

　先程までも腰に佩はいていた剣が、ずしりと腕に重く響いた。

　陽ひ射ざしが赤く降り注ぐ。岩間に斜陽が沈もうとしている。

　戦いの一日が終わろうとしている。

　シリュウは剣を、その腰に佩はいた。

「ゼウル、行くか」

「おう。さっさと首都に戻って戦後処理だ」

　ゼウルがうんざりしたように苦笑する。

　そして二人はどちらからともなく、真横に並んで輸送機へと歩き始めた。







　ゼウルに迎えられて、シリュウがこちらに戻ってくる。その二人から少し離れた輸送機の傍そばで、エトラは一人、黒髪の義ぎ兄けいを眺める。

　シリュウが右手で受け取った剣は、今はその腰に佩はかれている。そしてその左手には、銃が無造作に握られていた。

「……」

　あの銃が無ければ、運命は変わっていたはずだ。

　あれがバートレットを仕留めてくれたおかげで、自分は今もこうして生きている。

　そう思い知りながら、エトラはまた、そっと左胸に手を当てる。

　バートレットが死んだ瞬間、またここに、捧ほう貢ぐを得た感覚があった。

「とんだ聖女だこと。……いいえ、違うわね。私の神代の詩エク・セ・レスタは、昂こう翼よくの魔女だもの」

　細い声で、静かに吐き捨てた。

　捧貢を得た感覚が、澱おりのようにこの胸にまとわりついている。

　しかしエトラは、一度瞳ひとみを閉じて、ゆっくりと瞼まぶたを開く。

　そして、彼方かなたのシリュウを凛りんと眺めて、左胸を強く押さえた。

「──けれど、構わない」

　初めて捧貢を得た時には、冗談めかしてはいたものの、もしかするとあの人に慈しんでもらえたからなのではと信じていた。

　そんなことはなかった。この身に宿る大いなる力は、聖女などとは程遠い、呪のろいのようなものだった。

　けれど、もう構わない。最初から自分は聖女なんかではない。

　聖女ではなかったからこそ、あの人と同じ夢を見ることができるのだ。

　最期はきっと裁かれるだろう。けれどそれで構わない。

　罰はあの人が下してくれる。

　同じ穢けがれを背負うあの人が、最期に自分を不幸にしてくれる。

「だからもう、構わない」

　瞳を凝らして、力強く言葉を吐き出す。

　吐き出した言葉が風に乗り、荒野の砂漠に広く沁しみ渡った。

　風の吹く先にはあの二人がいる。並んでこちらに向かいながら、何やら言葉を交わしている。

　親友と語らうあの人は、自分の知らない顔で、笑っていた。




　──お前とゼウルが、俺に仇あだなすような真ま似ねをする訳がないだろう。




　不意に、先程聞いた言葉が脳裏をよぎった。

　彼は親友に対して、信仰にすら近い信頼を寄せている。あの時の彼の声音から、そう感じずにはいられなかった。

　二人がこちらに向かってくる。それを離れた場所から見つめている。

　そして一人、呟つぶやく。

「お義に兄い様さま、ゼウルお兄様が信頼と尊敬に値する人物であることは認めるわ。……けれどあなたの親友は、本当にあなたに仇あだをなすことが無いのかしら」

　今日は長らくゼウルと共にいた。同じ時を過ごす中で、シリュウがゼウルに信頼を寄せる理由も実感した。

　だが……それでも。

　ゼウルが口にしたある言葉が、ずっとこの胸につかえている。




　それに、やっぱり俺には慈悲なんざ無えよ。なんせ俺は今度────




　脱走後の空港のターミナルで聞いた言葉だ。この直後に銃撃があり、言葉の続きを轟ごう音おんが阻んだ。

　しかし、ゼウルの傍そばにいた自分の耳には、届いていた。

　亡国スィグアの王子であり、復ふく讐しゆうを胸に誓って生きている義ぎ兄けい、シリュウ＝スィグア。その親友である魔皇国の第三皇子は、あの時確かに、こんな言葉を口にした。




　それに、やっぱり俺には慈悲なんざ無えよ。なんせ俺は今度──





　──クソッタレのスィグア人どもを、まとめて殺すんだからよ。














　　　【あとがき】






　先日、地元中学でのバザー開催を告知する手描がきイラストポスターを見掛けました。

　イラストをよく見ると、売り子の女子生徒が笑顔でセーラー服を掲げていました。

　お嬢さん、それバザーやない。ブルセラや。




　そんな訳で穢けがれ聖者のエク・セ・レスタ、めでたく二巻目です。二〇一四年の一発目です。遅まきながら、今年も宜よろしくお願いします。

　そして二〇一四年といえば何と言ってもサッカーのＷ杯ですよ。前回の南アフリカ大会では下馬評を覆し、日本代表が自国開催以外では初となる決勝トーナメント進出を果たしました。今回もＦＩＦＡランキングでグループ最下位の日本代表ではありますが、前回を上回る躍進を遂げてくれることを期待します。

　その前回南アＷ杯といえば松まつ井い大だい輔すけ選手ですよ！　南アのハイライトは松井選手が本ほん田だ選手にアシストしたカメルーン戦ですよ！　もう長年ファンやってて感無量でした。

　ずっと応援してきた選手が不遇の歳月を乗り越えて世界最高の舞台でアシストを飾った時には、テレビの前で飛び跳ねて思わず友達に電話しようとしました。しかしさかのぼること二〇〇二年、ファンだった森もり島しま選手が日につ韓かんＷ杯でゴールを決めた時にたまらず友達に「──うおおおおおおお！　モリシゴ─────ルッ!!」と電話したら「……見てたよ、うっとうしいなあ……」と怒られたことを思い出し、結局松井選手の時は一人でティラミス食べながら小躍りして終わりました。

　せっかくなので松井選手にもゴールを決めてもらいたかったです。クロスバー直撃のシュートなどもあったんですけどね。まあ勝負事なのでそうそううまくもいきませんね。

　そんな松井選手が今年のブラジルＷ杯に呼ばれる気配は今のところ薄いですが、本田さんがかっけーので今回も日本代表を応援します。あとフランスリーグのルマンで松井選手と同僚だったジェルビーニョ選手にも期待。コートジボワール代表なので日本代表とも対戦しますが、日本戦以外で大活躍してもらいたいです。

　当時のルマンの二列目の三人にはワクワクさせられましたよ。松井セセニョンジェルビーニョが流動的にポジションチェンジしながら相手ゴールに襲い掛かるのを見るべく、毎週未明に目覚まし時計をセットしてテレビ観戦していました。はいそうです、松井とセセニョンとジェルビーニョです。皆様がついてこられる有名な話題で本当に良かったです。




　これを書いている時点では既に閉幕していますが、二〇一四年には冬季オリンピックもありました。ソチ大会でも色々な選手が活躍しましたが、特に大活躍したのがフィギュアスケート男子シングルで金メダルを獲得した羽生はにゆう結ゆ弦づる選手です。競技に対する意識の高さが発言からもうかがえる、まさにアスリートといった感じの選手です。若くして金メダリストになった訳ですが、これからの更なる飛躍を期待して応援させていただきます。今期は本当に多大な功績を残してきた選手達が何人も引退してしまうので残念ですが、羽生選手をはじめ、若い選手達のこれからに期待します。

　それと羽生選手といえばカープファンであることで有名ですね。皆様がついてこられる有名な話題で本当に良かったです。




　資金難球団カープの逆襲劇も気になるところですが、そろそろ本作の復ふく讐しゆう劇の方を。

　二巻をさわりだけザックリ紹介しますが、一巻から半年が経過したところからのスタートとなっております。一巻で躍進を遂げたエトラが一州の総領事に就任。しかし上には強敵が数多く残っていて、国家を転覆させられる立場にはまだまだ程遠い。更にエトラはここしばらく、何かを思い悩んでいる姿を見せていた。

　表向きには総領事としての任務を果たしつつ、復讐を遂げるにはどうしたものかと思案するシリュウとエトラ。そんな中、二人の関与しないところで魔皇国を揺るがす大事件が発生する。激動の渦に巻き込まれる復讐者達。その中でシリュウとエトラは暗躍しようとするのだが、しかし──といったところです。あとがきから読んでいる方もいらっしゃるかと思いますが、二巻も最後までお付き合いいただければ幸いです。




　そんなこんなで穢けがれ聖者のエク・セ・レスタ、皆様に支えられての二巻目です。一巻を刊行する時にも、素敵なイラストを描かいてくださっているminoa先生や素晴らしいイメージソングを歌ってくださった新につ田た恵え海み様に短文投稿サイトでつぶやいていただくなど、本当に多くの方々に本作を告知をしていただきました。私自身がブログも短文投稿サイトもやっていないので、なおのことありがたかったです。本当に感謝感謝でございますよ。

　二巻刊行に際しましても、minoa先生や担当両氏をはじめ、多くの方々に助けていただきました。同期デビューの作家陣や先輩方にも励ましていただきました。皆様、本当にありがとうございます。

　そして読者の皆様、本作が皆様にとって楽しい物語であったならとても嬉うれしいです。どうぞ皆様、今後とも本作にお付き合いいただきますようお願いします。




　先日親戚の子が一巻を読みたいと言ってくれたのですが、やんわりとお断りしました。……いやごめん、でもあの内容を小学生に読ませるのはやっぱりどうかと……。





二〇一四年　三月　　新にい見み　聖ひじり











　著者

　新見聖（にいみ・ひじり）

　　第９回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて審査員特別賞を受賞。

　　サッカー松井大輔選手と野球広島カープをこよなく愛する滋賀県民。

　　黒字経営なのに借金生活、こんな赤ヘルに誰がした。




　イラスト

　ｍｉｎｏａ（ミノア）

　　ＰＣゲームメーカー・ニトロプラス所属のグラフィッカー。

　　甘いものが大好き。休みの日は美味しいお店を探して出歩いている。

　　最近は、クリーム系より果物系が好き。
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